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　　　序章





　危ない──その声よりも先に反応していたのは、ディナだけだった。

　密生した常緑樹の枝から葉を鳴らして飛び降りてきたのは〈ヴァイパー〉が二体。さらに、呼応して足下に潜ひそんでいた〈モール〉三体も湿しめった黒土の中から姿を現す。

　どちらも中型の戮機スローターに過ぎないが一度に五体、しかも奇き襲しゆうだ。彼かの女じよひとりだけならむしろ切きり抜ぬけられるかも知れない。だが、僚りよう友ゆうを守りきれるかどうか。

「大だい丈じよう夫ぶだ！　僕ぼくとディナで〈ヴァイパー〉を引きつける！　他は後退。全員で〈モール〉に当たれ！」

　即そく座ざにディナ──ディナエリーン・プリス・ヒュンゲンバウムに続いたツェルギオが叫さけびながら、左の腕うで輪わから電でん撃げきを放つ。咄とつ嗟さなので出力調整もしていない間に合わせの意い刃じん術じゆつだが、迸ほとばしった青白い光が〈ヴァイパー〉の一体に確実に命中する。電撃を選んだ判断も正しい。たとえ有効打にならなくとも、敵を一いつ瞬しゆんでも麻ま痺ひさせればこちらが隊列を整える余よ裕ゆうが生まれる。

　ツェルギオの指示を受け、残りのメンバーは一いつ斉せいに〈モール〉との距きよ離りを開いた。五人の中で壁かべ役を務めるのは戦士のグレンゼルだ。ツェルギオのものに似た細さい剣けんを手に、〈モール〉の群れを牽けん制せいする。

「何やってんだよ、エリヤ！　お前もさっさと来い！」

　先に退いたジーグが叫ぶ。

　真っ先に戮機スローターに気づいて警告の叫びを上げたエリヤがもたついているのは、肩かたから斜ななめに掛かけた鞄かばんに加え、ひと抱かかえもある大きな荷物袋ぶくろを引きずっているからだ。

　後ろに残した五人が気がかりでないと言えば嘘うそになるが、ツェルギオの指令は的確だ。この状じよう況きようで自分がやらなければならないのは、より手強い〈ヴァイパー〉の足を確実に止め、速すみやかに仕留める事。

　短い呼気とともに迷いを吐はき出だし、高い位置で括くくった長い赤毛をなびかせ、ディナは右手の大だい剣けんを胸の位置に構えた。刃は渡わたりは自らの身長の半分以上、顔を覆おおい隠かくせるほどの幅はばがある巨きよ大だいな武器だ。

　その名の通り蛇へびに近い形状の〈ヴァイパー〉と戦う時は、下方からの攻こう撃げきに注意する必要がある。自らの剣けんが死角を作らぬよう、敵の動きに応じてこまめに手首を返す。

　人間を上回る体長を持つ〈ヴァイパー〉は、確かに手も脚あしもないが、胴どう体たいの断面は円というより平べったく、戮機スローターの例に漏もれずいくつもの関節構造で区切られている。蝮まむしというよりむしろ蜈蚣むかでと呼ぶ方が相応ふさわしい。鈍にぶい銀灰色や黒、希まれに青や緑の部品が何の規則性もなく組み合わされ、得体の知れない斑まだら模様を形成している。

　天然自然の生物が持つ一いつ貫かん性せいからも人が作る道具の単純な合理性からもかけ離はなれた、異形の機械。

　それでも、他の戮機スローターに比べればまだ名前と形状が一いつ致ちしている方だ。

〈モール〉など頭部に当たる円えん筒とう型の刃を回して地中に潜もぐる能力から名付けられているだけで、四し肢しがあるという事以外は本物の土竜もぐらに全く似ていないのだから。

　キチキチキチキチ……。

　金属がこすれ合う微かすかな軋きしみを上げながら、〈ヴァイパー〉が長い身体をくねらせ、地を這はい、にじり寄る。ひとつひとつの体節をかたちづくる枠フレームの中で、細かな部品が絶えず配置や形を変えるように蠢うごめいている。それは無数の蟻ありの群れが一いつ塊かいとなって動く様にも似ていた。

　鎌かま首くびが、持ち上がった。

　目も、口もない。紡ぼう錘すい形けいの頭部には、赤い光点が縦にみっつ並んでいる。

〈スネーク〉系列の中で特に蝮の名が与あたえられているのは、毒の牙きばはなくとも針とも短たん剣けんともつかぬ細長い三本の刃を頭の先せん端たんに備えているからだ。

　その色が銀から赤へ、そして白へと変化する。

　発熱しているのだ。

〈ヒートヴァイパー〉か！

　飛び出した事を、一いつ瞬しゆん悔くいる。

　それでも、声は出さない。

　ディナの鎧よろいは動きやすさを優先して胸や前ぜん腕わんなどの要所だけ防ぼう御ぎよを厚くした仕様だ。それでも通常の〈ヴァイパー〉の刃なら受け止め、受け流すのは難しくない。大半の戮機スローターの攻撃は槍やりのように突つき刺さす刃は物ものなので、曲面を使い正面を厚くした板金装そう甲こうが有効に作用する。

　だが、〈ヒートヴァイパー〉となれば話は別だ。サイズ基準では中型の戮機スローターだが、危険度は大型並み。自分たちのような学がく猟りよう生せいではなく、本職の猟士イエーガーが出向くべき強敵。奴やつらの熱刃は人の鎧など容易たやすく灼やき抉えぐる。実際に見まみえるのは初めてでも、その脅きよう威いをディナは書物や講義で知っている。

　戮機スローターの性能や性質は先人によって解明されている。それを記き憶おくするのは学がく猟りよう生せいとしては当然だ。

　しかし、中には外観だけでは区別不可能な種類も存在するのだ。

　しゃっ！

　正面から突くように飛びかかってきた〈ヒートヴァイパー〉の頭を、剣の横腹で払はらいながら、一歩後方へと跳とぶ。熱刃そのものを受け止め凌しのいではいけない。下へ手たをすれば、こちらの剣が熔とける。

　蛇型の〈ヒートヴァイパー〉の動作は柔じゆう軟なんだ。地に叩たたきつけられてもそのまま流れるように頭部を巡めぐらせ、今度はディナの足下へ襲おそいかかる。

　剣を下げれば、次の攻撃への対応が難しくなる。

　ディナは足捌さばきだけで熱刃をかわす──かわそうとする。

　ぎりぎりで見切るつもりだったが、避さけきれなかった。微かに脚あし甲こうを掠かすめられた。金属が焦こげる臭しゆう気きが鼻を突く。貫かん通つうはされなかったが、厚手のブーツを通して向むこう脛ずねにまで激しい熱が伝わる。

「くっ！」

　痛みに声が漏れるが、目は閉じない。

〈ヒートヴァイパー〉の武器は強力だが、諸もろ刃はの剣つるぎだ。熱が己の刃そのものを傷めるので長時間使い続ける事はできないし、加熱も瞬しゆん時じというわけにはいかない。

　冷まし、休めている間は普ふ通つうの刃として使う事も控ひかえられるので、攻撃手段は重い頭部を振ふり上あげての殴おう打だが基本になる。そうなれば〈スネーク〉系特有のフェイントに惑まどわされる事もなく、動きが読みやすくなる。

　キキキ……。

〈ヒートヴァイパー〉の作動音が変わった。学者たちが言う「ギアの切り替かえ」という奴だ。全身の仕組みを、素早く動くための体勢からより大きな力を出す形へと作つくり替えているのだ。

　その隙すきを、彼女は見み逃のがさない。

　脚の痛みを堪こらえ、右手の剣を垂直に構える。

　地を蹴けり、全身を矢に変え、一気に間合いを詰つめる。

　敵は打だ撃げきの威い力りよくを稼かせぐため全身を目め一いつ杯ぱいに伸のばし、高々と頭を掲かかげる。

　予想済みの動きだ。

　強い攻撃を繰くり出すためには予備動作が大きくなる。最適の間合いも限られる。

　地を這う〈スネーク〉型が頭部を持ち上げきる前ならば、人間の方が位置は高い。戦いにおいて上を取った方が有利なのは絶対の事実だ。

　一歩。

　敵が想定するより一歩先んじれば、こちらの勝機だ。

　だから、彼女は己の両りよう脚あしに命じた。

　もっと急げ。強く踏ふみ出し、踏みこめと。

　ディナの愛剣は幅はば広ひろで長く、厚く、重い。振り回まわせば威力は出るが、余計な慣性が付く。素早い一いち撃げきが必要ならば、突きだ。

　両手で水平に支えた剣を〈ヴァイパー〉の胴どう、関節が剥むき出しになった枠フレームの隙すき間ま目がけて突き立たてる。

　金属と金属が激げき突とつする不ふ愉ゆ快かいな手応えと、甲かん高だかい摩ま擦さつ音おん。まるで血ち飛沫しぶきのように小さな火花が飛び散る。

〈ヒートヴァイパー〉の断だん末まつ魔まだ。

　いや。元々命のない機械にこの形容は変か。

　戮機スローター特有の小刻みな振しん動どうが刀身から柄つか、更さらに籠こ手てを通じて掌てのひらに伝わる。ふた呼吸ほどそれが続いた後、完全に〈ヒートヴァイパー〉は沈ちん黙もくした。

「そちらも片付いたか……。ただの〈ヴァイパー〉じゃなかったんだな。君ひとりに任せて悪かったね」

　もう一体の〈ヒートヴァイパー〉を仕留めたツェルギオ・テオ・メルクタウルが金きん髪ぱつをかき上げつつ微笑ほほえみかけた。

　端たん正せいな細面には、汗あせすらほとんどかいていない。戦いの直後とは思えない余裕ある笑みのせいもあって柔にゆう和わな貴公子然とした雰ふん囲い気きを持っている。長身の上、身に着けた防具はディナよりも更に軽量の型なので華きや奢しやな印象を与えがちだが、実は引ひき締しまって均整に優れた筋肉質だ。

　剣の技も判断も確か。自身の戦いで精せい一いつ杯ぱいの自分とは違ちがい、全体を率いる目を持っている。あわや奇襲という状況で、今回も彼かれの指示に助けられたというのがディナの評価だ。

「〈モール〉も片付きましたよ、ツェルギオさん。軽いもんです」

「一匹ぴき、逃にがしちゃったけどね。やっぱツェルギオさんには敵いませんよ」

　自じ慢まんげに剣を担いだグレンゼルと、微び苦く笑しようを浮うかべるジーグ。ジーグは術士なので護身用に小さな短剣を下げているだけだった。彼の武器は剣ではなく、左手首に着けた特異な形状の大きな腕輪、より正確に言えばそれを起点に放たれる意い刃じん術じゆつだ。

　精神の力によって炎ほのおや電光を顕けん現げんさせて遠えん距きよ離りから敵を攻撃する意い刃じん術じゆつは、戮機スローター狩りにおいて剣と並ぶ有効な攻撃手段である。この一戦でも、彼は火か炎えんを放って〈モール〉一体を撃げき破はしている。

　武術と意い刃じん術じゆつ、ひとりの人間が両方を習得するのは難しい。どちらも存分に使えるまでには弛たゆまぬ修練が必要だし、意い刃じん術じゆつはそもそも生来の素質なしには初歩の術すら実行する事が適わない。

















　通例、学がく猟りよう生せいは学舎の紋もん章しようを鎧や衣服に描えがくのに加え、戦士と術士それぞれの能力に応じて支給される徽き章しようを武装許可証として身に着けるが、両方の徽章をひとりで身に着けているのはツェルギオひとりだけだ。このチームの中で──ではなく、学がく猟りよう生せい全体で。

　逆に、戦士の徽章を着けている学がく猟りよう生せいでありながら、実際には戦う力を持たない別種の珍ちん品ぴんというべき人間もひとりだけ存在する。

「おい、エリヤ。さっさと始末しろよ！」

「うん……」

　その「別種の珍品」であるエリヤが、グレンゼルにどやされて〈モール〉や〈ヒートヴァイパー〉の残ざん骸がいに駆かけ寄よる。

　あまり手入れしていない中ちゆう途と半はん端ぱな長さの砂色の髪かみの、小こ柄がらな少年。さほど長身でもないディナと同じか、わずかに背が低い。ただ、背筋を伸ばし堂々と胸を張っているディナに比べ、猫ねこ背ぜ気味のエリヤはひとまわり縮こまって見える。

　剣も魔法も使えないエリヤが戮機スローター狩りで担当するのは、主に残骸の解体と運うん搬ぱん。要するに雑用だ。普通は未熟でまだ見習いの戦士や術士が受け持つか、全員が分担して行う作業である。彼のようにそれ専門という人間は他にはいない。

　彼が戦士の徽章を身に着けているのは、単に意い刃じん術じゆつの素質を持っていないというだけの話である。

　頭を一、二度掻かいた後、黒っぽい厚手の手て袋ぶくろを填はめる。革製で、馬の腸から取った繊せん維いで補強してある。人の体内を血が巡るように、戮機スローターの体にはその活力である電気が流れている。機能停止してもそれが完全に止まっていない事があるし、破は壊かいされた金属部品で皮ひ膚ふを切る事もある。絶ぜつ縁えん手て袋ぶくろは必ひつ須すだ。

　ディナたちが休息し、あるいは使った剣の手入れをしている間に、エリヤは鉄かな梃てこやハンマーを使い、黙もく々もくと〈ヴァイパー〉を分解し、価値ある部品を選り分けている。

　戮機スローターは危険な存在だが、同時に貴重な資源でもある。例えば、ディナが装着している鎧も戮機スローターの外装を打ち直したものだし、駆く動どう部ぶに使われているバネや歯車は街で生産されるものより精度の高い優れた品だ。

　エリヤがやっているのは金になる部品を選び、歪ゆがめないように取り外す作業だった。特別な技量は不要だが、慎しん重ちようさが求められる面めん倒どうな仕事だ。

　人間は貪どん欲よくで、懸けん命めいだとディナは思う。己が命を脅おびやかす敵の亡なき骸がらであっても、利用できるものは利用し尽つくす。

「あーあ……。よりによって〈ヴァイパー〉と〈モール〉かよ」

　地面に両脚を投げ出して座り、水すい筒とうで口唇くちびるを湿しながらグレンゼルが大声で嘆なげいた。いつもジーグと組んでいる──というよりふたりでツェルギオにくっついていると言う方が適切か。

「ただの〈ヴァイパー〉じゃない。〈ヒートヴァイパー〉だよ」

「でも、採れる部品は似たようなモンじゃないですか。そりゃ実際に戦ったツェルギオさんにはいい経験かも知れませんけどね」

　戮機スローターにも換かん金きん性せいの高い機種と低い機種がある。〈スネーク〉系は多くの節に分かれているため外がい殻かくがどれも小こ振ぶりだし、駆動部品もありふれたものばかりだ。手強い割には値打ちは低い。〈モール〉に至っては、戮機スローター共通の電池以外には先端の回転掘くつ削さく刃じんしかまともに売れる部品がない。

　ディナたちは昨夜からこの昼まで丸半日以上も戮機スローター狩りを行ってきたが、今回は大した獲え物ものが獲とれなかった。引き上げようという矢先に遭そう遇ぐうしたのが、この一群だったのだ。

「おい、エリヤ！」

「何……？」

　グレンゼルに呼ばれて、エリヤは土つち埃ぼこりと潤じゆん滑かつ油ゆで汚よごれた顔を上げた。手際が悪いのか。ありふれた解体作業なのに、妙みように時間がかかっている。

「今回、実入り少なかったから、お前の取り分、約束の半分──いや、三分の一にするぜ。それでいいですよね、ツェルギオさん？」

「うん。僕は、それでも……」

　リーダー格のツェルギオがグレンゼルに答えるよりも早く、エリヤははっきりしないくぐもった口調で返事をした。

「いや。それは、不当だ」

　休息し、剣を手入れしていたディナが立ち上がり、グレンゼルを見下ろす位置まで歩み寄る。

「エリヤは戦せん闘とうには参加しない。だから、分け前は他の者の半分。それは最初に取り決めたことだ。獲物が少なかったからといって、その約束を違えるべきでない」

「本人がいいって言ってるんだから、構わないだろ？　ね、ツェルギオさん？　それともディナ。お前、こいつの味方すんのか？」

　ディナを見ず、ツェルギオに視線を向けて訊たずねる。はっきりと定めている訳ではないが、腕うでも口も立つツェルギオはこのパーティの──というより、日ひ頃ごろから皆みなのリーダー格だ。



　だが、自分の方ではなくツェルギオを仰あおぎ見みるグレンゼルを強い視線で制止しながら、ディナははっきりと告げる。

「誰だれの味方という事ではない。約束を破るという不正はよくないという、当たり前の話をわたしはしているだけだ」

「い、いいよ。ディナ。僕は、その……減額されても……。今回は獲物が少なかったんだし……」

「よくない。このディナエリーン・プリス・ヒュンゲンバウムの目の前で、人と人が交わした契けい約やくが覆くつがえされるなどという不当な行こう為いが行われるのは、我が慢まんならない事だ」

　エリヤ本人の声さえ無視して、ディナは相変わらずグレンゼルを見下ろしている。これ以上グレンゼルが何かを言えば、背の鞘さやから再び巨剣を抜きかねないほどの気き迫はくだった。

「ははは。これは、ディナの言い分に理があるね」

　よく通る声で笑いながら、ツェルギオが鷹おう揚ように両手を大きく広げる。

　均整の取れた長身で、手足も長い。防具もその下の衣服も上等な仕立ての品だ。芝しば居いじみた気取った仕草があり得ないほど様になっている。

「確かに手間の割に利益は少なかったけれど、僕たちが狩りをするのは単に利益だけが目的じゃないだろう？　危険な戮機スローターを駆く除じよするという、学がく猟りよう生せいとしての崇すう高こうな使命でもあるんだ。それに僕たちの腕があれば、次の機会にいくらでも稼げるよ。エリヤくんだって戦えないなりに、真面目に一いつ所しよ懸けん命めいに、雑用係として働いているんだ。それを評価してあげようじゃないか」

　まず己の、次にグレンゼルの胸にある戦士学がく猟りよう生せいの徽章を指差す。

「……ツェルギオさんが、そういうのなら……」

「そういう事でディナ、君も納得してくれるかな？」

「納得も何も、当初の約束が果たされるのなら、わたしはそれで構わない」

　満面の笑顔を浮かべるツェルギオに対し、ディナは不ふ機き嫌げんとも深刻ともつかない表情で返答する。

　話題の主であるはずのエリヤは、その間も黙々と残骸を選別し、金目の部品をぼろ布にくるんで大おお袋ぶくろに詰めこんだ。

「……痛……っ！」

　不意に、ディナの細い眉まゆが歪んだ。

　話がまとまり気が緩ゆるんだせいか、〈ヒートヴァイパー〉との戦いで負った傷が痛みだしたのだ。

「そうだ、エリヤ」

「え？」

「傷薬なども君が運んでいたな」

　適当な石に腰こし掛かけて抉られた脚甲を外し、ブーツと靴くつ下したを脱ぬぐ。白い臑すねに、高熱による蚯蚓みみず腫ばれが浮かんでいた。〈ヒートヴァイパー〉の恐おそろしさはこれだ。直ちよく撃げきは避けたつもりでも、熱が防具を抜けて肌はだを灼く。

「あ……じゃあ……」

　残ざん骸がい袋ぶくろを地面に置き、エリヤは鞄から傷薬を取り出す。

「済まないが頼たのむ」

　ディナが差さし伸べた素足を左手で支え、エリヤが火傷やけどに軟なん膏こうを塗ぬる。刃物ではなく熱によるダメージなので出血はない。火傷による水すい疱ほうだ。

「じゃ、じゃあ……塗るよ？」

　遠えん慮りよがちな手つきで、青白い軟膏を塗り広げる。ひんやりと滑すべる感かん触しよくが肌の上に広がり、練りこまれた薬草のツンと涼すずしい匂においがディナの鼻まで届く。

「助かる。さっきのツェルギオの言葉ではないが、君のような者がいるからこそわたしたちも安心して戦う事ができるのだからな」

　嘘やお為ためごかしではない。実際、獲物だけではなく糧りよう食しよくや薬品などもエリヤが受け持ってくれるから、戦うディナたちが身軽でいられるのだ。ディナなりにエリヤを気き遣づかったつもりなのだが、彼は顔も上げず聞こえるか聞こえないかの声で小さく「どうも」と呟つぶやいただけだった。

　日頃も学友だし、何度もパーティを組んで狩りに出ているが、エリヤは無口だ。ディナ自身お喋しやべりが得意な方ではないせいもあって、こういう時も全く会話が弾はずまない。

「……これで、大だい丈じよう夫ぶ。傷、浅いし……」

　包帯を巻き終えたエリヤが口にしたのは、これだけだった。

「ありがとう」

　だから、ディナも短い礼だけを述べる。

「さあ。手当が終わったのなら街に戻もどろう。無事に帰き還かんするまでがハンティングだからね」

　ひとり、ツェルギオだけが雄ゆう弁べんだった。








　　　第一章　　友と呼んだ夜





　二〇〇年前、世界を覆おおった戦火を、人々は大戦シビル・ウオーと呼ぶ。

　ひとつ国に住む市民シビリアンが互たがいに戦ったからではない。異なるふたつの文明シビライゼーシヨンが激突したからだ。

　既すでに数百年の暦こよみを重ねた現代に対し、太古の機き道どう文明の遺物である戮機スローターが復活し、牙を剥いたのだ。

　戮機スローターは、機械だ。

　飢うえもなく、欲もなく、憎にくしみもなく、ただ「そのように作られているから」人間を殺す。

　復活の経けい緯いもわからないまま、人間は生きるために立ち向かった。

　大陸を遍あまねく血けつ臭しゆうが覆い、流血が千の河を赤く染め、亡骸が万の街を埋うめ尽くした。

　国々は果てなく繰り返かえされてきた人間同士の諍いさかいを治め、残された力を合わせて戮機スローターに挑いどみ、そして五〇余年の長きに渡わたる戦いは人間の──命あるものの勝利で終わった。人口を戦前の半分以下に減らし、多くの土地を荒あれ果はてさせるという犠ぎ牲せいを伴ともないながら。

　戮機スローターは人間を殺すだけで、土地に火を放ったりする訳ではない。ただ、農地や植樹林は面倒を見る人間がいなければそれだけで荒こう廃はいするものなのだ。

　第一の目標として諸国が掲げたのは、荒れ果てた国土の復興だった。ひとたびは荒こう野やと化した土地を人間同士で奪うばい合あう愚ぐを避け、大戦前の国境をそのまま維い持じする事を暫ざん定てい的てきな条約で定めたのである。

　だが、それが万全の平和を意味するのではない。

　人間は戮機スローターを打破し、駆く逐ちくしたが、完かん璧ぺきにではなかった。

　戮機スローター一体一体の構造や機能は戦いの中で研究分ぶん析せきされたが、何な故ぜ復活し、どこでどのように生み出されるのかを完全に把は握あくし、その根を絶つ事はできなかったのだ。

　大戦時ほどの大群はあり得ないにせよ、人里から離はなれた地域に散在し、出しゆつ没ぼつする戮機スローターとの戦いは今も続いている。

　既に、誰もそれを「戦争」とは呼ばない。

　これは、日常なのだ。





　大陸東部に広がるエストワルト議ぎ国こくでは、復興のため独特の手法を用いた。

　最初は、荒野や森に専門の戮機猟士スローター・イエーガーを派遣する。そして特に危険な戮機スローターを駆除し、街が築かれ、最低限の畑などが作られた後は第二陣じんとして志願した若者を送りこむ。いわば戦線を押おすように広げていくのではなく、要所要所を点として確保し、網あみ目めのように結び、間かん隙げきを埋めていくやり方。

　そうした再興学舎の生徒たちは新たな街に根付く次代となり、更に次の街を建設するための先せん駆く者しやとなる。農地を広げ、街道を整備し、さらには周辺を調査して危険な戮機スローターと戦うのだ。

「もちろん積極的に狩り出すだけでなく、街の近くに現れる戮機スローターを迎むかえ撃うつ仕事もある。護身にも役立つし、猟士イエーガーだけでなく治安官の道も開けるからな。遠くない将来、国軍が本格的に再編されるって噂うわさもある」

　北部州第二区ハルクライン市に置かれた国立第一七再興学舎の体育館では、剣けん術じゆつの授業が行われていた。

　再興学舎に学ぶ者は、大きくふたつに分けられる。

　建築や治水を中心とする一いつ般ぱん科の学生と、戮機スローターとの戦いを本道とする機猟科の生徒だ。後者は学がく猟りよう生せいと呼ばれ、身体を鍛きたえ、戦せん闘とう力りよくを身につける必要がある。もちろん積極的に戮機スローターを狩かるのは猟士イエーガーの仕事だが、腕の立つ者は強力な中型や大型が出没する開かい拓たく地ちへ優先的に配備される。駆除の網あみを逃のがれ、都市や街道の周辺に現れる戮機スローターには市民や学猟生が対処するのが普通だ。

　教師を務めるのは、片目を眼帯で覆った壮そう年ねんだ。既に盛りを過ぎた年ねん齢れいのはずだが、着衣の上からでもわかる厚い胸板と太い腕。かつては戮機猟士スローター・イエーガーを生業なりわいとしていたが、戦闘で負傷し、以後後進の指導に当たっている。人員に余よ裕ゆうがないので、剣術だけではなく体育一般、さらに歴史の教官でもある。

　生徒たちはふたりずつ組になり、木ぼつ剣けんを使って撃ち合いを続けていた。真しん剣けんの寸止めではなく木剣と防具を使って稽けい古こするのは、遠慮無く叩たたきあう事でむしろ実戦感覚を養うためだ。

「おら！　どうしたよ！」

　その中のひと組。グレンゼルが一方的に繰り出だす攻こう撃げきをエリヤは受け止め、受け流す事さえままならない。堅かたい木剣が打ち合う硬こう質しつな響ひびきに、鈍にぶい音が混じる。グレンゼルが防具の隙を縫ぬい、上じよう腕わんや脇わき腹ばらを打ち付けているのだ。剣けん筋すじが逸それた事故ではない。明らかに意図的に狙ねらっている。

　押される一方のエリヤの足はもたつき、ふらふらと蛇だ行こうしながら後ずさっていく。

「ほらほら、こっち！　油断してんじゃねえよ！」

「あ……ぅっ！」

　右脚の付け根に痛打を受け、エリヤは短い呻うめきを上げて尻しり餅もちを突ついた。

　グレンゼルが容よう赦しやない追い打ちを掛かけようと剣を振ふり上あげた時──。

「待て。そこまでだ」

　教師が、後ろからグレンゼルの剣をつかんだ。

「やり過ぎだ、グレンゼル」

「はぁーい」

　あからさまに気のない返事と同時に、解放された木剣が下ろされる。

「……やる気があるのはいい事だが、弱い奴やつを闇やみ雲くもに叩いたって腕は上がらんぞ」

　教師の苦言に、グレンゼルが目元を不快そうに歪めた。

　意い刃じん術じゆつが使える者は護身と体力作り程度だから、術士同士組んでの軽い打ち合いだけになるが、エリヤも形式上は「戦士」なのだ。本来は、剣を取って戦う力が求められる身分である。

「エリヤ、大丈夫か？」

「は、はい……」

　くぐもった声で教師に答え、腕をさすりながらエリヤはのろのろと立ち上がった。その姿に、周囲の生徒たちからも潜ひそめた声が聞こえてきた。ある者は哀あわれみ、別の者は囃はやしている。

「よし。他の皆は休め。ツェルギオとディナエリーン、ふたりに模も範はん試合を見せてもらおう」

　指名を受け、ディナとツェルギオが一歩進み出た。

　同期の学生の中でも、剣に関してはこのふたりが飛とび抜ぬけているのは誰もが認めている。教師の指名に異を唱える者はいない。

　生徒たちの輪の中央で対たい峙じしたふたりは、それぞれの武器を掲かかげる。

　ツェルギオは標準的な軽い木剣を握にぎった右手を前に突き出すような半身の体勢。ディナは大おお振ぶりの特注品を両手持ちに構える。サイズだけではなく、愛剣との持ち心地が大きく異ならないよう、重さや重心の位置も調整してある品だ。それでも、本物よりはずっと軽いが。

　先に動いたのは、ツェルギオだ。

　軽さを活いかした素早い踏ふみこみから、敵の中心を射い貫ぬくかの如ごときオーソドックスな突き技。ディナは退かず、己の剣でそれを受け止める。堅かたい木が打ち合わされる甲かん高だかい音が響く。

　二撃、三撃。

　ツェルギオの攻せめは止まらない。一直線に押すだけではなく、時にバックステップで間合いをずらして更さらに踏みこみなおす。

　それでもディナの体勢は崩くずれない。全ての攻撃を、確実にブロックする。

　攻めの流れが途と切ぎれた瞬しゆん間かん、ディナが反はん撃げきに転じた。

　間合いを詰つめ、剣の重さを活かして一気に上段から振り下おろす。

　だが、ツェルギオもそれは予期していた。

　右に体をかわし、ディナの足下を狙う。

　重い剣を素早く返して、ディナがそれを受け止める。

　更に反撃。フェイントを織り交ぜながら、武器の重さにそぐわぬ連続攻撃。

　ツェルギオは敢あえて避さけない。大きく逃げれば体勢が崩れる。牽けん制せい狙ねらいの浅い打ちこみは敢えて防具で受け、主導権を渡さない。

　速さを活かして手数を繰くり出すツェルギオ。それをひたすら凌しのぎながら強い斬撃を繰り出すディナ。

　両者の攻こう防ぼうは激しく、休みなく繰り返される。

　ディナは耐たえる。ツェルギオは受ける。

　どちらも決定的な一いち撃げきが出せない。

「よし！　そこまで！　引き分けだ」

　教師の号令で、ふたりの動きがぴたりと止まった。

「ふたりとも見事だ。師としては鼻が高い──とは言えんな。俺おれから教える事などほとんどない。今すぐプロの現場に出ても通用する。先日も〈ヒートヴァイパー〉を仕留めたんだろ？」

「ええ。お褒ほめにあずかり恐きよう縮しゆくです」

「ありがとうございます。しかし、わたしはまだまだ修行中の身です。先生から、まだ多くの事を学ばねばなりません」

　剣筋だけではない。

　同じ礼でありながら、舞ぶ踏とう会かいめいた気取った仕草のツェルギオと背中に心棒を通したようなディナは、立ち居振ふる舞まいのひとつひとつが対たい称しよう的てきだった。

「これで君とは九勝一〇敗七分か。なかなか勝てないな」

「有効打を点数で計る方式なら、そちらの一四勝一一敗一分だ」

　命中した数だけ数えればほぼ互ご角かくだが、ディナの攻撃はほとんどツェルギオの防具で受けられている。一方、ツェルギオ側の打ちこみをディナは正しく受けていない。躱かわそうとして避けきれず、掠かすめるように浅く当たっている。こちらを有効打として判定するのが一いつ般ぱん的てきな競技規則だ。

「君も、もっと軽い剣を使えばいいんじゃないかな？　今さら僕ぼくが講こう釈しやくするまでもないが、戮機スローター相手には構造の隙すき間まを狙うのが効率のいい戦法だ。振り下ろして叩きつけるより、突き技中心で速度を高めた方がいいよ」

　それは対戮機スローター戦の定石──いや、常識だ。事実、ディナが口にした「有効打を点数で計る」剣術も、その観点から得点が定められている。

　両方使えるツェルギオのような例外は別にして、現在では大まかに武器を手に戦う者は戦士、意い刃じん術じゆつを駆く使しする者は術士と区分されているが、大戦シビル・ウオー期にはもっとさまざまな職能に分類され、大規模で組織的な対戮機スローター戦が行われたという。

　当時の区分で考えれば、グレンゼルはスピードを活かして比ひ較かく的てき小型の戮機スローターを駆逐する軽戦士、ディナは大型に対たい抗こうするための重戦士という事になるが、現在は人里近くに中型以上の戮機スローターが出没する事はほとんどない。

「確かにそうかも知れないが、わたしはこれが性に合っている」

「もったいないよ。ディナは、もっと上う手まく戦えるはずなのに」

　にこやかな笑顔でツェルギオが差し伸のべた右手を、ディナも握り返す。誰からともなく、ふたりの美技を讃たたえる拍はく手しゆの輪が広がっていった。



　剣技の指導は、その日最後の授業だった。特に伝達事じ項こうなどもなく、そのまま解散下校となる。

　ディナは校舎裏の水道場に向かった。この街では、井い戸どから汲み上げた水を導管で街の各所に送っている。設備としては、機道文明の部品から作られたポンプが使用されている。

　戮機スローターと源を同じくする機道文明の産物であっても、その全てを無意味に忌いみ嫌きらう事はない。仕組みが理解でき、生活に役立つものであれば人は積極的にそれを取り入れる。国土再興の拠きよ点てんとして整備される街であればなおのことだ。

　ツェルギオとの模も擬ぎ戦では、修練用ではなく本物の防具と真剣で立ち合っているつもりだった。木剣では得点にならない浅い打ちこみであっても、本当の刃であれば肌が切られ、骨が痺しびれる。傷の痛みや出血は確実に命を削けずっていく。だからこそディナは軽い攻撃であっても確実に受け止め、受け流すのだ。

　だが、今回は太ふと股ももに一撃を食らった。模擬戦の判定では勝敗がつかないレベルのものではあるが、それでもツェルギオの剣は鋭するどい。急所を的確に突いてくる。打たれた部分を冷やしたかった。

「ん？」

　水場には、先客がいた。

　エリヤだ。

　シャツを脱いだ上半身にはいくつもの真新しい痣あざがある。グレンゼルとの練習でつけられたものを、絞しぼったタオルで冷やしている。

　筋肉の薄うすい胸。腕も細い。学舎に通う同世代の中では、多分いちばん貧弱なのではないだろうか。

　今日のグレンゼルだけではない。エリヤは、剣の授業ではいつも負け続けている。元々体力に乏とぼしいという事もあるが、練習熱心でもないのだ。ディナの目には、彼かれが最低限の義務として仕方なく剣を学んでいるようにしか見えなかった。

「……あ……」

　ディナの視線に気づき、エリヤが慌あわててシャツを拾って羽織る。

「気にしなくていい。わたしも、同じ用件だ。あ、いや。まず黙だまっていて悪かったと詫わびるべきだった。すまん」

「い、いいよ。僕なんかに……」

「いや。水場は先客優先がマナーだからな」

　一礼してディナも水道端ばたのベンチに腰掛け、蛇じや口ぐちが吐はき出した水で湿しめらせたタオルを脚あしに当てた。動きやすいよう元々丈たけの短いスカートをほんの少し持ち上げる。

「そうだ。ちょっとこっちへ来てくれ」

　手招きすると、エリヤは怪け訝げんな表情のまま無言で近寄ってきた。

「ほら、脱げ！」

「え？　ちょ、ちょっと……！」

　うろたえるエリヤから強引にシャツを引きはがし、頭をつかんでぐるりと振り向むかせる。

　倒たおれた時に打ちつけたのだろう。背中にも、いくつか痣ができていた。そこに、予備のタオルを冷やして当てる。

「打だ撲ぼくは生半可な傷以上に尾おを引く事があるぞ。骨や腱けんは無事のようだが……」

「……あ……っ！」

　細く、しかし力強いディナの指が肩けん胛こう骨こつの周囲を触しよく診しんすると、エリヤは小さな吐と息いきを漏もらす。

「確か、右の腿ももを打たれていたな。そこも見せろ」

　ディナの手が、エリヤのベルトに伸びる。

「えっ！　い、いいよ！」

「遠慮するな。あの一打がいちばん強かったはずだ。手当した方がいい」

「あ、あの……遠慮っていうか、僕、男で……ディナエリーンは……その……」

「ああ、そうか。申し訳ない。わたしは、そういうところが気が回らなくて」

　軽く頭を下げる。確かにグレンゼルが打った場所を考えれば最低でも下着姿になる必要がある。ディナ自身は治ち療りようのためだからやむを得ないと思うのだが、彼が恥はずかしがるのも無理のない事だと納得した。

「あ……ありがと……。その……手当してくれるのは、その、嬉うれしいから……」

「何、気にする事はない。級友だからな。それに先日の狩かりでは、わたしの方が脚の怪け我がを看みてもらったのだ」

「あ、あれは……僕の役目だから……。他にできる事もないし……。お礼言われるほどの事じゃ……」

「互いの役目を全うする事に、互いが感謝する。それも仲間として当然だろう？」

　直に触ふれると、身体の貧弱さが実感できる。骨格は華きや奢しやで、筋肉も乏しい。

　生まれつきの資質の有無が絶対の差異になる意い刃じん術じゆつとは異なり、戦いの技は才能の差を鍛たん錬れんで補う事が可能だ。

　しかし、それでも適性は厳然として存在する。腕わん力りよくや敏びん捷しよう性せいを伸ばす事はできても、体格や体質の不利を埋め合わせるのは難しい。もっと幼い頃ころから鍛えていれば、あるいは身体を造つくり替かえられたのかも知れないが、エリヤはディナと同じ一六歳さい。男としても、そろそろ自然な成長に期待してもいられない年とし頃ごろだ。

「つかぬ事を訊きく」

「え？」

「エリヤ。君のご両親は大おお柄がらな方か？」

「い、いや……ふたりとも普ふ通つう……っていうか、小さい方だけど？」

　質問の意味が理解できないのか。いつもの曖あい昧まいでくぐもった口調が即そく答とうする。

　駄だ目めか──ディナは小さくため息をついた。

　これで最後の望みも絶たれた。本人が小こ柄がらでも両親の体格が立派なら、十代後半に急成長する可能性もあったのだが。

「こういう事を言うべきではないのかも知れない。しかし、無礼を承知で敢えて言わせてもらう」

　少し迷った末に、ディナはエリヤを振り向かせ真正面から見つめる。

「……な、何……？」

「エリヤ・シュミッテンラウド。君は、学がく猟りよう生せいには向いていないのではないか？」

「……はは……」

　こちらは真剣な提案をしたつもりなのに、当人は曖昧な笑みを浮うかべるだけ。灰色の態度に対する僅わずかな不快感が、ディナの言葉を加速する。

「いや。はっきり言おう。転科すべきだ。向いてない戮機スローターとの戦いを続けるのは危険だ。一般科目の成績は人並みなのだから、学猟生を辞めて一般科で学べ。祖国の復興と発展に貢こう献けんしたいのなら戮機スローターと戦う以外に農業、治水、建築、行政──いくらでも道はある」

　最低限自衛のための武術は誰だれもが身につける事を推すい奨しようされるが、どうしようもない向き不向きというものもある。学がく猟りよう生せいの戮機スローター狩りにしても、ほとんどは街からさほど離れず、小型だけを相手にする。中型や、場合によっては大型まで出そうなところまで足を伸ばすディナやツェルギオの方が例外で、本来それだけの強敵はこの街にも駐ちゆう留りゆうしている専業の猟士イエーガーの領分なのだ。

　それなのにエリヤはいつも自ら志願し、参加する。毎回毎回、分け前を少なくする事を申し出て。ディナには、その動機がわからない。

「ぼ、僕は……そういうのじゃないから……貢献とか……そういう事は……」

「そういうのとは、どういう意味だ？」

　歯切れの悪い口調に、思わずディナの語気も荒あらくなる。

「……話だけ、聞いとく……。忠告、ありがとう」

　エリヤの眉み間けんに、少し力が籠こもったのが見て取れた。

　口唇くちびるを尖とがらせた少年は、己の荷物をひっつかむと足早に去っていった。

「……難しいな」

　不ふ機き嫌げんそうな背中を見送り、ディナは小さくため息を吐ついた。

　気遣ったつもりで、かえってまずい事を言ってしまったのかも知れない。

　話したくない事情があるのかも知れないが、素質のない者が無理に危険に首を突っ込む必要はないという考えは変わらない。剣の稽古で身体が傷つくだけでなく、グレンゼルのように心ない言葉を浴びせる者もいる。皆みなが嫌いやがる雑用を率先して引き受けているとはいえ、エリヤが学がく猟りよう生せいとして周囲に比して役に立っていないという評価は無理からぬ事だ。

　仮に、自分が同じ立場だったらどうだろうか。

　己を一段劣おとった存在と見なす集団の中に、強制されてではなく自発的に参加する。それも一度ではなく、何度も、何度も。

　ふ、と短い呼吸で肺の中身を一新するとディナは立ち上がった。

　こういう考え事は性分ではない。ディナエリーン・プリス・ヒュンゲンバウムは思し索さくではなく行動の人間だ。己が劣った存在として白眼視される状じよう況きようを想像するより、実際にひとかどの人間であるように腕うでを磨みがくだけだ。

　ディナはそのまま稽古を再開した。

　今度は、授業よりももっと実じつ践せん的てきなやり方だ。手にするのは愛用の真剣、防具も本物を身につける。この重量を体感しておく事が、実戦での動きの滑なめらかさに繋つながる。規則で禁じられなければ、授業でもこの格好を通したいくらいだ。

　まず、基本の素す振ぶり。次に、これまでの戦いを追想し、反復する。まだ見ぬ状況を、敵を想像して剣を振るう。

　何度も、何度も、繰り返す。

　決して同じではない。想像の中の敵の数を増やしてみる。遭そう遇ぐうする距きよ離りを近づけてみる。足場を悪くしてみる。

　何通りもの変奏を終え、気がつくと既に日が落ちていた。

　さすがにそろそろ引き上げ時か。しばらく戮機スローター狩りの予定はないが、明日に疲つかれが残るような修練は逆効果になる。

　時刻だけではない。夢中になっていて気づかなかったが、空っぽの胃が小さな悲鳴を上げている。考えてみると、昼以降何も食べていなかった。

　再興学舎生の多くがそうであるように、ディナも親元を離れて集合住宅でひとり暮らしをしている。

　復興途と中ちゆうのハルクラインは若い街だ。成熟した田舎いなかではなく、未完成の都会。大戦シビル・ウオーで一度無人の野となった後、計画に従って作り直されている最中だ。中央に高い塔とうを持つ庁舎や議事堂があり、その周囲の官庁街に第一七再興学舎も存在する。一七というのはエストワルト議ぎ国こく全体で数えたものであり、市では唯ゆい一いつの再興学舎だ。

　さらに高級住宅街、商業地区、独身者向けの集合住宅などが多く並ぶ地区が同心円状に取り巻いている。中心街は石造り、外周に近いあたりは木造で漆しつ喰くいの建物が多い。

　ディナの故郷である商業都市バルフェンバルクは大戦シビル・ウオーで戦場にならなかったためさまざまな様式の古い建物が入り混じっているが、ハルクラインは風景全体がある種の統一感を持ちながら、そのほとんどが未完成なせいで安定ではなく活気がある。

　長い時間を掛けて馴な染じんだ調和ではなく、理り詰づめで構築された秩ちつ序じよ。ただし静止している訳ではない。それ自体がまだ未完成で揺ゆらぎや伸び代しろを含ふくんだ熱さを内包しているこの独特の風景は、郷里よりもむしろディナの好みに合った。

　学舎生以外でも独身の若者が多いため、食料品や日用品の常設店も比ひ較かく的てき遅おそくまで開いている。暗くなるまでの自主練習の帰り道に外食を済ませたり、食料を買いこんで帰るのもディナにとっては日常の習慣だった。ただ今日は時刻が遅いせいもあっていつもの店に品切れが多く、少し遠回りする羽目になった。

　堅かたパン、ベーコン、酢す漬づけ野菜の瓶びん詰づめ、チーズに干果。

　別の店でも品しな揃ぞろえはさほど変わらない。調理に手間がかからず、日持ちもいいものを適当に買いこんで、家路につく。

「ん？」

　いつもとは違ちがう道の途中で、やはりいつもとは違うものが目についた。

　建設中の市し壁へきだ。

　大戦シビル・ウオー前のハルクラインは街道の要所であり、周囲の農作物の集積地だったという。現在はかつての機能を取とり戻もどし、より洗練された街にするべく計画的な再建が進められている。街を覆う防ぼう壁へきもそのひとつだ。

　元々は大戦シビル・ウオーよりもさらに百年以上も昔、隣りん国ごくの境がこの付近に存在していた頃の名な残ごりであり、エストワルトの領土がさらにずっと北まで広がっている現在では、さほど重要なものではない。それでも、完全に再建されれば地域の中心となる都市として万一に備えての壁は必要となる。

　何より、街に戮機スローターが侵しん入にゆうするのを防ぐ役目があるのだから。

　また昼夜を問わぬ建築作業は、再興都市での雇こ用ようを促そく進しんし人口を導入する政策の一部でもあるのだ。

　現場の照明は、ランプなどではなく電灯が用いられている。戮機スローターから採取した電池や電線を使った高価な製品だ。正確な作動原理が完全に解明された訳ではなく、涸かれた電池を再さい充じゆう填てんする方法もわからないが、揺らめかず強い光は深夜にまで及およぶ作業には重宝されている。何より、万が一にも火事の恐おそれがない。

　炎ほのおの橙だいだいとも太陽の白とも異なる黄ばんだ輝かがやきに照らされて働く人々の中に、見知った顔があった。

「……エリヤ？」

　間ま違ちがいない。夕方まで一いつ緒しよだった級友だ。

　いつもと同じような何を考えているのかわからない表情を安全帽ぼうで半ば隠かくし、小柄な身体で黙もく々もくと石材や漆喰を運び、作業で出た木き屑くずを片付けている。支給されたものらしい灰色の作業着はサイズが合わないのか袖そでは裾すそを不格好に折り返してある。戮機スローター狩りの時と同様、雑用が彼の仕事のようだ。

「何をしているのだ、彼は……？」

　疑問が口を突いて零こぼれた。

　国策として営まれている事もあり、再興学舎の学費は安い。学がく猟りよう生せいは武器や防具を自弁しなければならないため一般科より経費がかかるが、戮機スローター狩りに参加すればささやかながら報ほう奨しよう金きんも支給されるし、狩った戮機スローターを売ばい却きやくした利益は学がく猟りよう生せいのものだ。

　ハルクラインで生活している限り、夜間のアルバイトが必要になるとは考えにくかった。ましてエリヤは頻ひん繁ぱんにディナやツェルギオの狩りに同行しているのだし。たとえ、取り分は少ないにしても。

「おーい、学生！　そこの心材、運んできてくれ！」

「え？　あ、はい」

　呆ぼう然ぜんと眺ながめていると、作業員がエリヤを呼んだ。資材置き場に積み上げられている中には、針金と呼ぶには太い金属材がある。これも戮機スローターの残ざん骸がいを溶とかし、伸ばしたものだ。材木よりも遥はるかに強きよう靱じんで、なおかつ鉄よりは軽いため、建築材料として重宝されているものだ。

　細い身体で、身長ほどの長さの金属束を担ぎ上げようとして──エリヤは倒れた。

「お、おいっ！　学生！　大だい丈じよう夫ぶか？」

　近くの作業員たちが駆かけ寄よる。ディナも、気づいたらその輪に飛びこんでいた。

「だ、大丈夫……ちょっと、重かったから……仕事、続けてください。僕のせいで、作業遅おくれたら……」

「馬ば鹿か者もの！　それが大だい丈じよう夫ぶな顔か？」

「……ディナエリーン……？」

　倒れたままひらひらと手を振っていたエリヤが、叫さけぶディナをきょとんと見上げている。作り笑顔が消えた。

「えっと……嬢じようちゃん、こいつの知り合いか？」

　現場の責任者らしき、腕わん章しようを付けた髭ひげの男が訊たずねる。

「第一七再興学舎での級友だ。名前は、ディナエリーン・プリス・ヒュンゲンバウム」

　名乗るまでもなく制服で判断できるだろうが、さらに身分の証明として徽き章しようを示しながら一礼し、まだ呆然としているエリヤの額や口元、胸などに手を当てる。

　発熱はなし。血色悪く、発はつ汗かん。呼吸や心しん拍ぱくはやや荒く速いが、病態というほどではない。剣を学ぶ上で己の肉体を管理し、整備するための知識をディナは身につけている。

「大丈夫か？」

「う、うん……。平気だから……」

　とても平気には聞こえない弱々しい声だが、普ふ段だんからはっきりしない小声なのでこれだけでは体調の判断ができない。

「エリヤ。お前、今日はもう上がっていい」

　髭ひげ面づらで小太りの中年が、優しい声をかけた。

「でも、監かん督とく……」

「他のバイトが急に休んだから残業頼たのんだが、さすがに働き過ぎだろ。その分の手当はちゃんとつけてやるから、帰って休め。具合悪いなら医者行け。いいな！」

「は、はい……。監督、ごめんなさい」

　ようやく立ち上がり、猫ねこ背ぜ気味の頭をおずおずと下げる。だが、足下がまだふらついている。

「お嬢ちゃん、級友だって言ったな？　こいつ、家まで送っていってくれないか？」

「了りよう解かいした。ほら、エリヤ。わたしが肩かたを貸す」

　頼まれなくてもそうするつもりだった。もし、彼が倒れた原因があの時に見落としていた深手なら、自分にも責任の一いつ端たんがある。

　力ちから尽ずくで引き上げ、エリヤの細い右みぎ腕うでを首の後に掛ける形で支える。

　軽い。

　夕方半はん裸らを目にした時の印象が、より具体的な実感となってディナの四し肢しに伝わってきた。

　あまりに華奢で、頼たよりない身体。

　触れた手には、皮ひ膚ふが固まった胝たこになっている。

　自分が知らないだけで、彼なりに武術の鍛錬をしているのか──頭に浮かんだその考えを、一いつ瞬しゆんの後ディナは放ほう棄きした。

　確かに胝はあるが、自分のとは位置も質も違う。重い大だい剣けんを振ふるうディナは掌てのひら全体、特に指の付け根が厚くなっているが、エリヤは細く器用そうな手の中で人差し指と親指の先せん端たん、それに中指の半ばだけが厚くかさついている。

　普通に細い剣を使う者の手とも違う、ディナにとっては未知の掌だった。

「ほ、本当に大丈夫だよ……。ひとりで歩けるから……」

「それほど元気だと言い張るのなら、わたしの手など振りほどいて勝手に帰ればいいだろう」

「……そんな無茶な……」

　体調が万全であっても、ディナが力尽くならエリヤには振り払はらえそうもない。

「住まいはどこだ？　いや、それとも医者のところか？　日は落ちているが、急きゆう患かんならば看みてもらえるはずだ」

　未完成であっても都市だ。いや、未完成だからこそ夜に働く者もあり、それに対応できるように商店や医師も遅くまで開いているのだ。

「い、いや。だから……本当に病気とか、怪我とか、そういうんじゃないから……。確かに、その……元気じゃないのは認めるけど……」

「わたしはお前自身の判断と責任を尊重するつもりだが、死にそうな人間を見捨てる気もないぞ！　命ある者は、できる限り生きようとするべきなのだ！」

　間近に担いだエリヤの顔を、ディナは睨にらみつけた。ほとんど息がかかりそうな間合いで、互たがいの顔が並んでいる。

「し、死んだりとか……そういう事は……そんな大げさな……」

　くぅ。

　言い訳がましい言葉の合間に、懇こん願がんする仔犬のような音が鳴った。

　ディナは一瞬自分の腹を疑ったが、そうではない。空腹の笛を奏でたのは、エリヤの胃の方だ。

「……つかぬ事を訊ねるが、夕食は？」

「……えーと……その……まだ食べてなくて……」

「馬ば鹿かか、お前は！　食事抜きで肉体労働など！」

　くぅぅ。

　声を出した弾はずみに、今度はディナの腹の虫が鳴いた。

「あ、いや……つまりだな。何をするのでも身体が資本で、そのためにはまずきちんとした食事が欠かせないという事だ！」

　自分を棚たな上あげして、真っ赤な顔で怒ど鳴なる。

　やはり彼が素質もないのに学がく猟りよう生せいとなり、狩りにも熱心に参加するのは経済的理由なのか。

　学がく猟りよう生せいとしての出しゆつ猟りよう手当や、狩かった戮機スローターの収入もある。それでも足りずに、放課後のアルバイトを続けている──ディナとしては、そう判断するしかなかった。

　ディナは実家が裕ゆう福ふくな事もあって学費や生活費はもちろん、特注の大剣も含めた装備の買かい換かえも仕送りだけで充じゆう分ぶん間に合っている。旧友の中には、逆に戮機スローター狩りの収益を実家に送金している者もいるが、エリヤもそうなのかも知れない。

　しかしそれなら、いくら雑用担当と言っても取り分を少なく申しん請せいするのは解せない話だ。金銭だけが目的なら、何もディナやツェルギオにつきあわなくても、近場で確実に小型を狩っている者はいくらでもいる。そちらの手伝いの方が効率はいいはずなのに。

　遅くまで営業している酒場を兼かねた食堂もかなりの数があるけれど、あいにくと繁はん華か街がいから離はなれている。幸い、強引に聞き出したエリヤ自身の住まいはここからさほど遠くなかった。

　二階建ての集合住宅で、開かい拓たく初期に作業員の宿舎だったものの再利用。つまりは街で最も古く、しかも間に合わせの安やす普ぶ請しんのひとつだ。漆喰の壁は剥はがれた部分を修しゆう繕ぜんした跡あとが目立ち、しかもそれが万全ではなくあちこちにひび割れも残っている。

「ここまでで大丈夫だから……」

「そんなふらふらな奴やつを放っておけるか！　ちゃんとベッドに寝ねかせるまでわたしが責任を持つ！」

　まだ拒こばむエリヤが白状した部屋は二階の端、階段を上ってすぐのドアだ。開けると、粗そ末まつなベッドと小さな机だけでもう一いつ杯ぱいの、標準より小さく幅はばが狭せまく妙みように歪いびつな形の一室だ。いくら何でも建て付けが歪ゆがむほどの年月は経っていないはずなのだが。

「ついでだ。食事も作ってやる！　台所は共同か？　勝手に使わせてもらうぞ」

　部屋の主をベッドに放りこみ、ずかずかと階段を下りる。他に人の気配がないので、辺りに放置されているあちこちへこんだ手て鍋なべを無断借用する。壁の隙間から夜風が吹ふきこむような建物だが、幸い共同台所には水道も引かれているし、竈かまどには戮機スローターの部品から取った電気火花式の着火機もある。

　問題は、身体が弱っている相手にどんな物を食べさせればいいのかわからない事だ。一応自じ炊すい生活とは言っても、店で買ってそのまま食べられるものが中心だ。せいぜいが軽く火を通すとか、刻んでドレッシングをかけるとか、その程度。しかも、幼い頃は別にしてここ何年も風か邪ぜひとつ引いていないのがディナの自じ慢まんだ。

　いや、病気ではないのだ。空腹で弱っているだけだから、とにかく消化にいいよう加工すればいい。要は、柔やわらかく煮にるのだ。それなら自分でも何とかなる。

　意を決して買ったばかりの食材を水を張った鍋なべに放りこみ、適当に塩など加えて煮に立たてたものをふたつの器に移して、部屋に戻る。

「ほら。食べろ！　弱っているだろうから、喉のどの通りがいいように粥かゆ仕立てにしたぞ」

「あ、ありがと……」

「お前がちゃんとそれを食べ終わるのを確認するまで、わたしは帰らないからな」

　ベッドで上体を起こしたエリヤにごった煮の碗わんを押おしつけ、自分は木の椅い子すに腰こしを下ろす。作りが雑なのか、ディナの尻しりを受け止めた板がぎしりときしんだ。

「じゃ……じゃあ、いただきます」

　碗の中身を匙さじで掬すくい、口に運んだだけでエリヤの動きが止まる。

「どうした？」

「あ……いや……別に。ちゃんと食べるよ」

「そうか。では、わたしも」

　スプーンで掬った物を口に含んだディナの眉間に、縦線が数本刻まれた。

「こ、これは……申し訳ない」

　さすがに吐き出だすほど不ま味ずいというわけではない。しかし、褒ほめるには無理のある味だった。千切ったパンを溶いた粥だが、ベーコンやチーズから出る分を考えずに調味料を加えてしまった。やや塩しお辛からすぎる。野菜のピクルスも、刻んだ後で一度さっと洗うなりして酢すを抜ぬいた方がよかった。配分を考えてない味が混じり合って舌の上で泥どろ仕じ合あいを繰くり広ひろげているかのようだ。

　どうして人に出す前に味見をするという知ち恵えが働かなかったのか。

「だ、大丈夫だよ。その……よく言うよね。空腹は最高のソースだって」

「それではつまり、わたしの料理は腹が空いている時でなければ食べられないみたいではないか」

　思わず反はん駁ばくしてしまったがそれが正当な評価だ。作った自分自身、空腹でなければ食欲を感じない代しろ物ものである。恥ずかしさも手伝って、ディナのスプーンが速さを増す。妙な味付けの粥スープは、怒ど濤とうの勢いで一気に空っぽの胃に流しこまれた。

「……ご馳ち走そう様さま。その……」

「無理に褒めなくてもいい。あんな出来で美お味いしかったなどと言われたら、かえって不ふ愉ゆ快かいだ。わたしは、お世辞は嫌きらいだ」

「……で、でも、ここまで運んできてくれて……食事まで作ってもらって……本当にありがとう」

　たどたどしい言葉で礼を述べながら、エリヤは視線を逸そらして頭を掻かく。ディナも妙に照れくさく、顔を背けた。

　その拍ひよう子しに、ある事に気づく。

　確かにこの部屋は小さいが、左右が狭い変な形なのは元々の作りではない。壁の一面がまるごと本ほん棚だなで占しめられているせいで、狭く歪んでいるように感じられたのだ。

「すごい量だな」

『戮機スローター全覧』『戮機スローター図説』『大戦記』『古代工学概がい論ろん』──タイトルの通り戮機スローターや機道文明に関する高度な専門書ばかりだ。二〇冊ほど並ぶ中にはディナも読んだ経験がある必ひつ須すデータをまとめたものもあるが、題名しか知らなかったものの方が多い。

　書物、ことに精密な図版を多用した専門書や学術書は高価なので、個人でこれだけ持っているのは珍めずらしい。

　エストワルト議ぎ国こくはほとんどの街に官立の基き礎そ学校を置き、国民の識字率もほぼ一〇割に達するが、それでも庶しよ民みんは貸本屋や公共の図書館で軽いものを読む程度だ。ディナだって実家には書しよ斎さいがあったが、このレベルの専門書など揃そろえていないし、今の自室にあるのは学舎の教科書だけ。

　他の家具や部屋の様子から考えて裕福とは言い難いエリヤにこれだけの蔵書があるというのは、意外を通とおり越こして驚異とさえ言えた。

　無論、その二〇冊だけで本棚を埋うめ尽つくしている訳ではない。

　その一〇倍以上の量は、もっと奇き妙みような書物だった。すり切れてはいるが立派な革張りの『戮機スローター全覧』などとは違い、いかにも適当な余り布で装丁したと思しき背表紙には題名も著者名も記されていない。ただ、あまり上う手まくない文字で番号が振ってあるだけだった。

　興味を惹ひかれ、何気なく手前の一冊を手に取ってみる。

「み、見ないでよ！」

　エリヤが制止するよりも早くページをめくってしまった。その後は、制止に拘かかわらず手が止まらなかった。

　本ではない。画帳を束ね、製本したものだった。

　描えがかれているのは、戮機スローターの克こく明めいなスケッチ。

　全身像、動き方、細部、停止させた後の各部品。その繋がり方。部品として売った時の価格。その部品が再利用される分野──書物と照合して確認できた事実。通説との違い。疑問点。推測。中には、書きこみを二本線で消して訂てい正せいし、それをもう一度新しい見解に書き直し、更さらに付け加えているようなものもあった。

「……そうか、これか……」

　書物もそうだが、画帳も決して安価なものではない。生活や実学に不要という点では本以上の贅ぜい沢たく品ひんだ。紙質にもよるが、物によっては一日分の食費ほどもするはず。それをこれだけの数揃えているなら、アルバイトも必要だろう。あるいは、こちらに金を回すために住まいそのものは家賃が安いところを選んでいるのかも知れない。

　だが、この絵には確かに高級な画帳に残す価値がある。

「……その……見ないでよ。恥ずかしいから……」

「何を言う！　恥ずかしがる必要などない。わたしには絵の善し悪しはわからないが、戮機スローターならわかる。お前のスケッチは正確で、精密だ。これは、先日わたしが倒たおした〈ヒートヴァイパー〉だな？」

「う……うん」

　機種が同じというだけではない。間違いなく、あの日狩った個体だ。ディナ自身が大剣で貫つらぬいた断面の裂さけ目めがそのままに描かれていた。現場ではペンや画帳を持ち歩いていなかったから、覚えておいて後から描いたという事か。恐るべき記き憶おく力りよくだ。

　傷をつけた当人であるディナも感心するほどの絵の精密さ。余白には〈スネーク〉と〈ヴァイパー〉、〈ヒートヴァイパー〉の差異に関する書きこみが綴つづられていた。

「これも、君が書いたのか？」

「……うん」

「──一見すると全く同じに見えるが〈ヒートヴァイパー〉は第一～第三体節の厚みが大きい。二体で形状が微び妙みように違うので、個体差の範はん囲いか？」

　細かい字で走り書きされたテキストを音読し、ページをめくる。

　次に描かれていたのは、その〈ヒートヴァイパー〉第二体節外装の、裏側の構造だった。解体を担当し、間近で見たからこそのスケッチ。

「通常の〈ヴァイパー〉と違って、何本もの溝みぞが彫ほってある。むしろ極細の板状突とつ起きが櫛くしの歯のように並んでいる？　これも個体差？　必要な構造？　熱に関係ある？　いずれにしても〈ヒートヴァイパー〉の実例をもっと知らなければ。首の振りが大きいのも、この部分に関係あるかも──か。興味深いな？」

「ディナエリーンもそう思うの？」

　不意に、エリヤが表情を輝かせ、身を乗り出した。

「今までただの〈ヴァイパー〉や〈スネーク〉は何体も見たけれど、こんな風になっているのは見つからなかったんだ。〈ヒートヴァイパー〉だけの特とく徴ちようなのかも知れない。ううん、きっとそうだ！」

　今までとは違う、はっきりとした早口。

　急変に、ディナはきょとんとエリヤの顔を見つめる。

「溜たまった熱を逃にがすためだとしたら、同じ構造を外に出した方がいいはず。だけど内側になっているっていう事は、多分普通の〈ヴァイパー〉と見分けにくいようにするのが目的だと思う。でも、これが本当に〈ヒートヴァイパー〉固有の特徴だとしたら、首回りの太さで見分けられるって事だから、きっと戦う時にも有利になる。いや、それだけじゃなくて、どうしてこういう形になってるかがわかれば、人が作る道具とかにも応用できるはずなんだ！」

「す、少し落ち着いてくれないか。エリヤ・シュミッテンラウド」

「あ……ああ、ごめん」

　しゅんと肩をすぼめて、項垂うなだれる。

「いや。謝る必要はないのだ。その……わたしもちょっと驚おどろいただけで。日ひ頃ごろ教室でも、狩かりの現場でも、お前がそんなに雄ゆう弁べんなのは見た事がなかったからな」

「……ごめん」

「だから、謝らなくてもいいと言った」

　ページをめくる手が止まらない。

　中には〈リンクス〉や〈マンティコア〉〈パビルサグ〉など、ディナもまだ現物にはお目にかかった事のない機種も含まれている。大戦シビル・ウオーの記録にはあるがその後は目もく撃げきされていない〈ベヒモス〉や〈アケローン〉の絵まであった。

〈リンクス〉は人間が四よつん這ばいになった程度のサイズ。〈マンティコア〉はそれより更に大きく、牛ほどの巨きよ体たいに厚い装そう甲こうと強力な武器を持つ強敵だ。精せい鋭えいの猟士イエーガーが小隊を組んで当たっても苦戦するという。幸い、このクラスはエストワルト議ぎ国こく全域でも一年に一体目撃されるかどうかというものだが。

〈アケローン〉に至っては一いつ軒けん家やにも匹ひつ敵てきする巨きよ大だいさで、大戦シビル・ウオーの際は大部隊が攻こう城じよう兵器を用いて倒すしかなかった化物だ。こちらは、大戦シビル・ウオー全期を通じて二度しか現れていない。

「これも見た事があるのか？」

「ま、まさか……。その……子供の頃ころ、近所に猟士イエーガーの人がいて……。〈リンクス〉の事はその人から聞いて……。〈マンティコア〉は壊こわれてる残骸っていうか、標本なら見た事がある。〈アケローン〉とかは、本から写したり……」

「そうか。うん、そうだ。さすがにそうだろう。いや、これは立派なものだ」

「り、立派だなんて……そんな……」

「わたしはお世辞は嫌いなのだ。言われるのも、言うのも」

　気がつくと、ディナはいつの間にか微笑ほほえんでいた。

　整っているとはよく言われるが、同時に険があるとも評される。性分のせいもあるのだろうが、あまり笑わない質たちの自分が自然に笑みを浮うかべている事そのものが、何故かおかしかった。

　さっきの、自分が倒した〈ヒートヴァイパー〉のページに戻る。

「確かに面白い着眼点かも知れないが〈ヴァイパー〉にせよ〈ヒートヴァイパー〉にせよ、樹上や地表の穴から不意に攻こう撃げきを仕し掛かけてくる。動きも素早いし、戦っている最中に微妙な形の差を見分けるのは難しいだろうな」

「あ……。そ、そうか。そうだよね。……俺おれ、自分じゃ剣けん持って戦わないから、そういう事はよくわからなくて……」

　頬ほおを朱しゆに染め、ますます深く頭を垂れる。

「恥はずかしがる必要などない。君は現に、先日の戦いで誰だれよりも早く樹上の戮機スローターを見つけたのだ。その観察眼があれば、戦せん闘とう中に僅わずかな差異を見つけ出す事もできるかも知れない。うん、きっとそうだ」

　実際、初撃の前に〈ヒートヴァイパー〉だとわかっていたら、ディナも戦術を変えた。余計な傷を負わずにすんだのだ。

「……あの……僕ぼく……この話題だと止まんなくて……。駄だ目めだよな。口下手で、普ふ通つうの会話とか苦手なのに、戮機スローターの事だけべらべら喋しやべっちゃって……気持ち悪いよね、こういうの。その……何て言うか……。どうしても、他人に調子合わせるとか、愛想笑いとかできなくて……」

　照れているのか。恥じているのか。謝罪したいのか。

　時折消え入りそうになるいつもの口調で、途と切ぎれ途切れにエリヤは呟つぶやく。

「そういう事をあまり気に病むな。いわゆる世間話が不得手なのは、わたしも同じだ。あまり卑ひ下げされるとわたしまで非難されているような気になる」

「ご、ごめん……」

　真っ赤な顔で、エリヤは視線を逸らした。

「でも……ディナエリーンは違うよ」

「違うというのは、何がだ？」

「だって……剣けんが強いし。校内でも一番で……」

「それがどうかしたか？　大した事ではない」

「そ、そうか……。当たり前か。いちいち言う事でもないよね。みんなから尊敬されているし……人気あるし……」

「ふむ……？　そういうのはあまり意識した事はないが」

　剣けん術じゆつの腕うで前まえについて卑下や謙けん遜そんをする気はないが、尊敬や人気などと言われると違い和わ感かんがある。

　自分はただ剣を振るうだけしか能がない。多くの級友を束ねるという点では、例えばツェルギオとは比べものにならない。

「い、いや……その……本当に僕はみんなから相手にされてないし、腕うでもないし……。好きなのは、誰も気にしないような事だからさ。はは……」

「ならば、わたしが君を尊敬しよう。エリヤ・シュミッテンラウド」

「え？」

「この画力も、観察眼も素晴らしい。少なくとも、わたしにはこういう絵は描けない。自分にできない優れた技を持つ相手に、相応の敬意を払うのは当然の事だ」

「そ、そんな……」

　さっきとは違う理由で、エリヤの顔がますます赤くなる。

「エリヤは、画家になるのか？」

「まさか」

　ディナの問いかけに、エリヤは首を振った。

「こういう絵は……商売にならない。肖しよう像ぞう画がでも風景画でも、売れるのはもっと印象を活いかして表現した画風だよ。ただ目の前にあるものを正確に写しただけの絵なんて、せいぜい書物の挿さし絵えくらいにしか使えない」

「そ、そういうものなのか？　すまん。わたしは、美術の事はよく知らないのだ」

　言われてみれば、実家に飾かざってある祖父の肖しよう像ぞうなどは、絵の具をふんだんに厚あつ塗ぬりして、実物以上に威い厳げんを強調したものだった。

「芸術とかじゃない。……僕は、ただ戮機スローターに興味があるだけで……」

　戮機スローターが動く仕組み、それぞれの部品の意味、歯車やピストンの繋つながり──既すでに調査されて解明されているものもあれば、解明不能と結論されているものもある。大戦シビル・ウオーで人間が生き残り、勝利するために必要な知識だから、世界中の英知を集めて調査され記録され、書物に残された。

　だけどそれを本で知るだけではなく、本物を己の目で確かめたい。書物と同じというのなら、同じである事を確認したい。

　子供の頃から、それが願いだった。

　そのために再さい開かい拓たくの最前線であるハルクラインにある再興学舎に入学し、学がく猟りよう生せいとして登録し、ディナやツェルギオが催もよおした狩りに加わっているのだ。面白みのない雑用係を率先して引き受け、時には白眼視されながら。

　淀よどみかける話を何度も促うながし、ディナが引き出す事に成功したエリヤの事情は概おおむねそんなものだった。

「……その……戦えなくて、みんなには迷めい惑わくかけてると思う。だけど僕、何とかして戮機スローターを間近で見たいんだ。ばらばらに分解された部品とか、止まって保管されてる奴じゃなく、いろんな型の奴を！　動いているところを！　見て、知りたいんだ！」

　自らの内なる熱に煽あおられて、エリヤの口調が徐じよ々じよに加速し、言い切って止まる。上気して朱に染まった頬が、恥ずかしげに伏ふせられる。

「遠えん慮りよする必要も、恥じる必要もない」

　それにディナが短く、しかし力強く答えた。

「君はそのための努力をしている。自分なりに役割を果たそうとしている。誰であっても、その意志を貶おとしめるべきではない。君自身もだ。己を卑下するな。胸を張れ、エリヤ・シュミッテンラウド。君は、わたしの友だ」

「僕が……、ディナエリーンの？」

　エリヤが目を丸くする。

「そ、そんな……。だって、ディナエリーンは剣の腕は学舎でいちばんで、みんなから信しん頼らいも尊敬もされていて……」

「ディナ、と呼べ。わたしたちは友なのだから。エリヤ」

「でも……」

「それとも、わたしが友では不足か？」

「ふ、不足だなんて！　む、むしろもったいないくらいで……」

「君に不足がないのならそれでいい。わたしは君を友だと思うし、君に友だと認められたい。もちろん、君が拒まなければの話だが」

「こ、拒むだなんて……」

「ならば我々は友だ」

「うん……」

　すっと勢いよく伸のばされたディナの右手を、エリヤは一瞬の躊ちゆう躇ちよの後、しかししっかりと握にぎり返した。

　剣術で硬かたくなった少女の掌と、ペンで胝だらけになった少年の指が、温かく触れあった。

















　　　第二章　　君のために握った拳こぶし





　学がく猟りよう生せいが戮機スローターを狩るのは、あくまでも自発的な課外活動だ。

　入学したての頃には実戦を積ませる意味もあって教師や専業の戮機猟士スローター・イエーガーが引率し、街からさほど離れていない日帰りの地域に出向き、集団で小型の戮機スローターと戦う事もある。しかし、数か月を過ぎたあたりからは学がく猟りよう生せいたちが自発的にメンバーを集めてパーティを編成し、それぞれの判断で狩り場ばも期間も選ぶようになる。

　戮機スローターの形状や能力などは大戦シビル・ウオーの際に研究され尽くし、現在では人里に近い領域には危険度の高い種が現れないのもほぼ確定している。山やま奥おくなどで深追いせず、己の力量と頻ひん出しゆつする敵の機種を理解している限り、大おお怪け我がを負う事などほとんどない。

　それでも、戦いだ。

　完かん璧ぺきな安全が保証されるわけではない。実際、死者はほとんど出ないが負傷は日常茶飯事だ。中には復帰不可能な怪け我がを負う者もいる。もちろん、それなりの保証金は学舎──延ひいてはエストワルト議ぎ国こく政府から支給されるが。

　己の力量、敵の強さ、交戦すべきか、撤てつ退たいすべきか──その判断を誤るような人間は、本職としてより強力な戮機スローターと戦うべきではない。早々に脱だつ落らくする方が本人のためであり、国家と社会のためでもある。

　さすがに公言こそされないが、それが基本方針である事は当の学生たちにも常識であった。

　第一七再興学舎機猟科の玄げん関かんホールには、大きなコルクボードがある。

　狩りを立案した学生は、ここにおおよその地域や日程を張り出し、仲間を募つのるのだ。

　そこに、人だかりができていた。

「ハルクラインから北へ半日……。そこにキャンプを張って狩りだけで三日か……。休講週に合わせたとはいえ、ずいぶん大がかりな旅程だな」

「無断で決めて悪かったが、君が参加してくれる事は期待しているよ。ディナ」

　張り紙をした当人であるツェルギオが、金色の前まえ髪がみを指に巻き付けながらディナに告げる。

　ツェルギオが選んだ森は、中型以上の戮機スローターが幾いく度どか目撃されている場所だ。そこからさらに半日ほど進んだ谷には次の開かい拓たく拠きよ点てんとすべく砦とりでが築かれ、学生ではなく本物の猟士イエーガーによって戮機スローター狩りが行われている最中だ。

「喜んで参加させてもらう。わたしは、こういう計画立案は不得手だからな。いつもツェルギオには助けられている。ありがとう」

「なぁに。こういう事も、人の上に立つ人間が引き受けるべき役目だからね。僕の得意分野に関しては、ディナもどんどん頼たよってくれて構わないさ。僕たちは、仲間だからね」

「……仲間、か」

「そうさ。特に、僕や君のような才能ある者は率先して行動すべきだからね」

　微笑みながらツェルギオが差し出した右手を、ディナが握り返す。

　周囲の生徒たちから、感かん嘆たんの息が漏もれる。

　剣と魔ま法ほうの両方を使いこなすだけでなく、そのどちらも一流。さらに一いつ般ぱん科目でも学猟生内で主席を保ち続けるツェルギオ・テオ・メルクタウル。

　女性ながら、剣術に限ればそのツェルギオを凌しのぐディナエリーン・プリス・ヒュンゲンバウム。

　しかも、どちらも名家の出だ。

　エストワルト議ぎ国こくはその名の通り大戦よりさらに百年も前、国内に大改革が断行されている。王や貴族は存在せず、国政を衆議によって定めるという他国にない独特の制度で成り立っている。しかし、理念の上で身分制度を否定し、撤てつ廃ぱいしても古来の貴族の流れを汲む家の多くは経済的に裕福で、政治的な発言力も強い。

　ディナやツェルギオのミドルネームはそういう旧家の証あかしだった。

　このふたりを中心とした隊は今までにも数々の猟果を上げてきた。たとえ街から遠い危険地帯であってもきっと多くの戮機スローターを仕留めて生せい還かんするに違ちがいないと、周囲の生徒たちが小声で話している。

　ツェルギオの両りよう脇わきには、ジーグとグレンゼルも並んでいた。このふたりの参加は多分最初から織りこみ済みなのだろう。ディナはそう判断した。

「わたしは、今回は遠慮するわ。さすがにこれだけの遠えん征せいだと」

「そうか。残念だが、無理強いはできないな」

　声を掛かけてきたユーノは、女性の術士だ。ディナとは一いつ緒しよに狩りに出る事が多く、先日〈ヒートヴァイパー〉と遭そう遇ぐうした時も参加していた。

　戮機スローター狩りのパーティは毎回決まったメンバーが固定されている訳ではない。狩り場の選定、日程などに応じて、その都度募ぼ集しゆうするのが普通だ。

　もっともディナは入学以来ツェルギオに誘さそわれ、そのまま参加する事が多く、必然としていつもツェルギオと一緒にいるグレンゼルやジーグとも組むのが通例になっていた。自分から人を募集して参加の可否判断をするのは苦手だが、だからといってさすがに単独で狩りに出るほど無む謀ぼうでもない。

　ユーノは、出力は並だが多様な意い刃じん術じゆつを器用に使いこなすタイプの術士だ。標準的な小型の戮機スローターならどんな機種が現れても対応して最適の攻撃をするが、反面不慣れな敵に対する事には苦手意識がある。

　いつもより遠くへ足を伸ばす今回の案は、確かに彼かの女じよ向きではない。

「ユーノくんが不参加なら、他にもうひとり腕の立つ術士が欲しいな。君に心当たりがなければ、僕の知り合いに頼たのんでおこう」

「ああ。任せる」

　特に周囲に聞かせているわけではないが、ツェルギオもディナも声が大きい。

「あ、あの……」

　人の輪の中から、小さな声が飛び出してきた。

「僕……僕も参加したい」

　エリヤだった。いつものように猫ねこ背ぜ気味で俯うつむき加減の姿勢で、右手だけを遠慮がちに挙あげている。

「お前。わかってんのか？　今度は今までより遠くへ行くんだぜ。〈ヴァイパー〉とかじゃない。〈リンクス〉や〈スコーピオン〉だって出るような場所だぞ。無理だからやめとけって」

「お前が死にたがるのは勝手だけどな。目の前で死なれたりしちゃ、俺たちの気分が悪くなるんだよ」

　ジーグとグレンゼルが顎あごをしゃくり上げ、エリヤを見下す。

「た、頼むよ。いつもみたいに、雑用は全部やる。報ほう酬しゆうは三分の一……いや、四分の一でもいい。頼む！」

　深々と頭を下げるエリヤに、ふたりはふんと鼻を鳴らしただけだ。

「そんな態度は止めろ！」

　言い切った後で、ディナは自分の声がいつも以上に大きい事に気づいた。ジーグたちが、意外そうに彼女を見つめている。

「あ、いや……。今までだって問題なく同行していたのだ。今回だって本人が希望するのなら、その意志は尊重するべきだろう」

　昨日の態度から考えると、エリヤは自分のしている事をあまり他人には知られたくないらしい。それならば、ディナが軽々しく喋っていいはずがない。

「そうだね。ディナがそう言うなら、僕としては反対する理由がないよ。いつも以上の遠征になるんだから、荷運びや雑用を受け持ってくれる人間もいた方が君たち助かるだろう？」

「ツェルギオさんがそう決めたなら……」

「感謝しろよ、お前」

「ど……どうも」

　ジーグたちの言葉は冷たく尖とがっていたが、エリヤは改めてツェルギオに向けて深く一礼した。

「ありがとう、ツェルギオ」

「なぁに。僕としても、やはりクラスメイトの意欲は大切にしたいし、何より君に感謝される光栄に与あずかれたんだ」

　ツェルギオの返事は、エリヤではなくディナに向けられたものだった。



　猟隊は、結局八人編成になった。

　リーダーはツェルギオ。彼かれに従うジーグとグレンゼル。副長格としてディナ。さらにツェルギオから頼まれて参加した戦士がもうふたりと術士がひとり。そして雑用係のエリヤ。

　次期開拓拠点への途と中ちゆうと言っても、現時点で都市としては最辺境のハルクラインからさらに離れる行程だ。大した道もなく、狭せまい谷間を抜け、点在する森を辿たどるようなルートになる。

　さすがに保存食や水を抱かかえて歩き回るのは無む駄だな消しよう耗もうになるので、安全な場所に天幕を張り、そこから足を伸ばすというのがツェルギオの立てた計画だった。

　金属製で錆さびを恐おそれるためか、戮機スローターが基本的に水辺を避さける事はわかっているので、拠きよ点てんは丸石の多い川辺を選んだ。秋の乾かん季きなので、急な雨に降られて増水する危険もほとんどないし、真水の補給もできる。

　首都などは万一の戮機スローター襲しゆう撃げきに備えて街全体を運河で取り囲んでいるが、ほとんどの都市はそこまで水の余よ裕ゆうはない。実用的な防ぼう御ぎよ手段としては戮機スローターがまるごと浸つかるだけの深さと、跳ちよう躍やくでは越えられないだけの幅が必要なのだ。

「案外、出ないモンだな」

「これじゃせっかく足伸ばした甲か斐いがないぜ」

　二日目の朝、エリヤが沸わかした香こう草そう茶で食事を流しこみながら、ジーグとグレンゼルがぼやく。

　キャンプ地までの旅程では〈スネーク〉や〈ラット〉などのありふれた戮機スローターしか遭遇しなかったし、昨日も近くの森の中に踏ふみ入ったにも拘わらずやはり〈モール〉〈ウルフ〉〈トード〉程度しか狩かれていない。どれも換金性が低目で、大した実入りにならない機種だ。

「まあ、強敵が現れないのはいい事だよ。それだけこの地域の再開拓が順調に進んでいるという事だからね」

「そ、そうですよね」

「確かにツェルギオさんの言う通りですよ」

　鷹おう揚ように微笑むツェルギオに、ふたりは曖あい昧まいな笑顔で言葉を濁にごす。

　個々の戮機スローターの構造や機能は、ほぼ解明され尽くしている。しかし発生や移動の仕組みまでが完全に理解されているわけではない。

　生き物と違って交こう尾びして増えるわけではなく、大戦で大おお幅はばに数を減らし、人間が狩り続けてもまだ現れ続けているのだからどこかで生み出されているのだろうという推測はできる。恐らくは人間の住む領域を離はなれたどこかに『戮機スローターを生産する巨大な戮機スローター』『移動工こう廠しよう』が存在しているというのが定説だが、はっきりと確認された訳ではない。

　大戦シビル・ウオー末期に隣りん国ごくグリューデン王国の部隊がそういう工廠機スローター・プラントを発見し、破は壊かいしたという記録が一件だけ存在する。ただ、それもグリューデン政府の宣伝、一種の情報操作ではないかという説もあるのだ。

「……そうか……。人里近くには出ないんだよな……」

　昨日グレンゼルらが仕留めた〈トード〉の残ざん骸がいを整理しながら、エリヤが呟いた。後こう肢しのスプリングが無事なら高く売れるのだが、グレンゼルがその部分を折ってしまったので、採れるのは蓄ちく電でん池ちと背中の外装板、その他いくつかの駆く動どう部品だけだ。

「……大型や中型の戮機スローターでも、人間の数には敵わない……。だから、山や森に潜ひそむ？　小型だったらあまり目立たない？　つまり、戮機スローターも人間を恐れてるとか……。一体ずつの判断じゃなく、全体に指示を出している存在があるとか？　どこかで情報交こう換かんしている？」

　口の中でぶつぶつと呟くくぐもった小声だから、傍かたわらのディナ以外には喋っている内容は届いていないのだろう。うずくまるように作業を続けるエリヤは、真っ直ぐに立つディナに比べていつも以上小さく見えた。

　希少な戮機スローターを仕留めていれば、かさばらずにしかも高額で売ばい却きやくできる部品が採れる。だが、予想に反してありふれた小型だけが猟りよう果かなので、どうしても売れそうな物はありったけ持もち返る事になる。つまり、エリヤの負担が増えるという事だ。

「おい。何ぶつぶつ言ってんだよ？　気持ち悪ぃな」

　ジーグがこれ見よがしの大声を上げる。エリヤは口を噤つぐみ、手を動かさないまま相手を見ずにわずかに頭を下げただけだ。

「おい……！」

　抗こう議ぎしようとしたディナの足を、エリヤが無言で小こ突づいた。

「どうしたんだい、ディナ？」

「あ、いや。何でもない」

　小首を傾かしげるツェルギオに真顔で答える。

　本人が伏せていたいエリヤの真意を、友人である自分が話すべきではない。

　たとえ冷笑され、理解されなくても、己の目的のために自分なりの役割を彼が自らの判断と責任で引き受けているのだ。過か剰じように庇かばうのは、むしろエリヤをひとりの人間として尊重していないという事になってしまう。

「ジーグたちも、もう少し思いやりというものを身につけた方がいいね。エリヤくんは彼なりに努力しているんだ。参加はリーダーである僕が認めた事なんだし、不平や不満があるのならまず僕に言ってくれないか？」

「あ、いや……」

「俺たち、別にツェルギオさんに文句とかは……なぁ？」

「それならいいんだ。ディナも、もういいだろう？」

「……わたしは元々納得している」

「ああ、そうだったね。エリヤくん。ジーグの君に対する失言を許してくれるかな？　彼も、さほど悪気があった訳じゃないと僕は思うんだ。ただ、ちょっと口が滑すべったというか、そういう事でね」

「……べ、別に、僕は何も……」

　顔を上げないエリヤの表情はわからないが、ディナは眉まゆをひそめる。

　エリヤ本人の意志を尊重するから、ここでディナが口出しする訳にはいかない。だが、ジーグのあれは失言ではなく暴言だ。謝罪はツェルギオではなくジーグ本人がするべきではないか。

　人の上に立ち、束ねまとめるツェルギオの器には敬意を払はらいつつ、こんな風に物事を曖昧に収めようというところは納得しがたい。

「ジーグたちの不満もわからないじゃないよな」

「そうそう。今日はさすがに大物に出会いたいですよ」

　口々に話しているのは、今回参加したヴァルターとメイリアだ。いつもはそれぞれが中心になって隊を組んで市の周辺で戮機スローター狩りをしている実力者だが、今回はツェルギオの呼びかけで参加している。これもツェルギオの人望と実力の賜たま物ものだ。

　ふたりが賛成している「ジーグたちの不満」が、エリヤではない事にディナは安あん堵どした。

「そうだね。今日は、少し西の方に足を伸ばそうか。問題は、エリヤくんだな。キャンプに留守番を置いた方が安心だけど、彼ひとりだと万が一ここが戮機スローターに襲おそわれた時が大変だ」

「ああ。確かにこいつひとりじゃ〈ラット〉一体にも勝てないもんなぁ」

　言い方に棘とげはあっても今度のジーグの言葉はシンプルな事実だから、ディナも黙だまって聞くしかない。

〈ラット〉は最も小型で弱い部類に入る戮機スローター。大きさは中型犬程度で、僅かでも心得のある者なら問題なく倒せる程度のものだ。

　ただし、その「僅かの心得」がエリヤにはおぼつかない。

「それならば、同行させるべきだろう。天候が崩くずれる気配もないし、こんなところでは戮機スローターは出ても物取りなどはいないはずだ。結局、キャンプは空にしても全員がまとまって行動するのが安全ではないか？」

　仲間を危険から遠ざけるのはもちろんだが、何より留守番として取り残されたのではエリヤの目的が果たせない。現場で実際に動いている戮機スローターを観察し、記録するのが彼の望みなのだから。

「うん。僕もディナの意見に賛成だ。やっぱり仲間は全員でフォローし合うべきだからね」

　ツェルギオの言葉に、ジーグもグレンゼルも不満顔ながら同意した。このふたりは、基本的にツェルギオの言葉には逆らわない。

「……あ、ありがと……」

　足下で、隣となりでも聞こえないほどの小さな声。

　まだ俯いていても、今エリヤが浮かべている表情がディナには想像できた。思わず口元が緩ゆるんでしまう。

　結局キャンプは無人で放置し、全員で隊列を組んで西の森へと向かう事になった。

　先頭は大だい剣けんを手にしたディナ。最さい後こう尾びから全体を把は握あくし、さらに後方からの奇き襲しゆうに備えるのはツェルギオ。その間に、他の六人が配置される形になる。

　本来なら非ひ戦せん闘とう要員のエリヤと術士のふたりを中に守るようにするのが基本だが、人の手がほとんど入っていない木立の中は足場が悪く、自然と前後に長い一列になってしまう。

　河原を離れても空気はしっとりと水分を含ふくみ、冷たい。いや、湿しめりの質が異なるというべきか。日当たりのいい場所を流れ、川面で弾はじけて漂ただよう飛沫しぶきに比べ、絡からみ合あった枝と葉に遮さえぎられて昼なお薄うす暗ぐらい森の中で黒い土から湧わき、立ち上るどこか香こうばしい臭しゆう気きを含んだ湿しつ度どは、微かすかな不快感を伴ともなって肌はだに纏まといつく。

「本当に出てこねえな。戮機スローターも、俺たちに恐れをなして逃げたんじゃないか？」

「ははは、冗じよう談だん。あいつら、ただの機械だぜ。そういう事を考えたり感じたりするはずないだろ」

　背中に、ジーグとグレンゼルの軽口が聞こえてくる。

　言葉通りの冗談なのか。それとも不安や不快を紛まぎらわせようとしているのか。

　いずれにせよ、褒ほめられた態度ではない。

　無駄な会話は注意を散さん漫まんにするし、話している当人以外にとっても雑音となる。たとえありふれた〈スネーク〉でも、樹上から奇襲されれば一いち撃げきで致ち命めい傷しようを負う事だってあるのだ。常に五感を研とぎ澄すまし、警けい戒かいしなければ。

　ディナが警告しようとしたその時──。

「きゃああっ！」

　メイリアの叫さけびが、瞬しゆん時じにディナの内側の何かを切きり替える。

　臨戦から、交戦へ。

　振ふり返かえる。

　鎧よろいに覆おおわれていない彼女の上じよう腕わんが切り裂さかれ、出血していた。

「〈リンクス〉だ！　散開しろ！」

　ツェルギオの声に、長く伸びていた隊列が崩れ、広い円えん陣じんへと変わる。

　負傷したメイリアをかばいながら、ジーグが炎えん弾だんの魔法を放つ。

　輪の中心にいたはずの戮機スローターは、跳躍して枝に飛び乗り、それをかわした。

「恐らく単独だ！　目を放すな！　グレンゼルはメイリアとエリヤを守れ！」

　ツェルギオが指示を飛ばす。

〈リンクス〉は中型の中では最も危険な──それだけに珍めずらしい戮機スローターの一種だ。

　名前は「山やま猫ねこ」だが、やはり同名の獣けものにはあまり似ていない。

　体格はちょうど成人くらい。後肢は半ばの関節から二ふた股またに分かれている。前ぜん肢しには、接地部の爪つめとは別に長い刃。頭に当たる部分は細かな部品がパズルめいた複雑さで組み合わさり、目に当たる部分が赤い光を放ちながら不規則な軌き道どうで蠢うごめき、樹上からこちらを見下ろしている。

　主に単体で行動し、大きさと装甲の割には軽量で動作音も静せい粛しゆく。それを利した樹上からの奇襲を得意としている。爪は、戮機スローターには珍しい切り裂くタイプの刃。

　さすがに一度視認してしまえば枝に乗っても見失う事はないが、こちらの剣は届かない。弓や弩いしゆみは戮機スローターにはほとんど通じないので、誰も装備していない。

「くそっ！」

　意い刃じん術じゆつの媒ばい体たいである腕うで輪わは、いくつものリングが組み合わさったものだ。それぞれの輪には目盛りや記号が刻まれている。ジーグがその目盛りを合わせて出力を高め、唯ゆい一いつ有効な飛び道具である意い刃じん術じゆつを構える。

　伸ばした指先に炎ほのおの塊かたまりが灯り、渦うず巻まき、白く温度を上げ、放たれる。

　凝ぎよう縮しゆくされた純白の火球が、頭上に向かって一直線に飛ぶ。

　だが〈リンクス〉は素早い動きで次の枝へと飛び移った。

　大きく枝が揺ゆれ、がさがさと葉が鳴る。

　炎の塊は、枝を焦こがしただけで霧む散さんした。

「無む駄だ撃うちするな！　上への攻撃は命中率が低い。向こうが降りてくるのを見み逃のがさないように！　一撃で仕留めようとするよりは、数で牽けん制せいするんだ！」

「は、はいっ！　ツェルギオさんっ！」

　答えるジーグの足下がふらついた。一撃にエネルギーを注ぎこみ過ぎたせいで、意識がぼやけたのだ。

　意い刃じん術じゆつは無む尽じん蔵ぞうに使えるものではない。

　種類や出力の調整は専用の腕輪で補助するが、力の源はあくまでも術士の精神力だ。だからこそ、己の気力を魔ま力りよくとして練れるかどうかという天てん与よの適性に左右される。

「で、でも、ツェルギオさん！　ここじゃいつ、どこから降りるか……」

　縋すがるような声を上げたのはグレンゼルだ。彼も剣を構えているが、明らかに腰こしが退けていた。

　森の中では〈リンクス〉が圧あつ倒とう的てきに有利なのはディナも理解している。

















　移動する枝はいくらでもあり、人は上からの攻撃には弱い。

「あたしは大だい丈じよう夫ぶ。浅傷あさでだから！」

　気き丈じような声で叫ぶメイリアだが〈リンクス〉の爪に切り裂かれたのが利きき腕なので剣を構える事はできない。エリヤが差し出した布を当て、自分の出血を抑おさえるのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　どうする？

　せめて、敵がどちらに移動するかだけでも先読みできれば──。

　不意に、ディナの脳裏に閃せん光こうが走った。

　エリヤの部屋で見たスケッチの中に〈リンクス〉に関する記述があったはずだ。

　記き憶おくがひと塊になって甦よみがえる。

　そうだ。確かに書かれていた。

〈リンクス〉の外観はほぼ左右対たい称しようだが、内部構造はそうではない。駆く動どうのための部品が偏かたよって配置され、重さは均等になっていない。もしかしたら跳はねたり機体を捻ひねったりする時は、左側に寄る傾けい向こうがあるのかも知れない。

　この記述は、あくまでエリヤの推測だ。確証はない。

　だが、何のヒントもないよりは助けになる。

　彼は、信じるに足るはずだ。

　決意するよりも早く、身体が動いていた。

〈リンクス〉が今いる場所から左側で、こちらとの距きよ離りが開きすぎない手て頃ごろな枝を持つ樹へと飛びかかる。

　ディナの動きに呼応し〈リンクス〉も跳ねた。

「危ない、ディナ！」

　ツェルギオが叫ぶ。

　相手は、ワンステップで真上からディナに飛びかかれる体勢になる。

　だがディナは立ち止まらず、そのまま鎧のない肩かたに全身の体重を預け、樹そのものへとぶち当たる。

　幹が、枝が、大きく揺らぐ。

　振しん動どうを受けてまだ青い葉が枝から引ひき離されて舞まい広がる。

　飛び移ろうとしていた〈リンクス〉が、足場を失う。

　撒まき散ちらされた青い木の葉と一緒に、鈍にぶい灰色の機械の塊が落ちてくる。

　即そく座ざに、ディナは体勢を立て直す。

　戦いでは上が有利。

　だが、どんな敵でも足場のない宙でできる事などほとんどない。一いつ瞬しゆんでも着地させれば、間合いが狭い分向こうの勝機が増す。

　落下中に決める！

「うぉりゃあああああぁぁぁぁっ！」

　脇わきを絞しぼり、肩の高さで剣を水平に正面に突つきだし、落ちる〈リンクス〉へ向かい土を蹴ける。

　エリヤの考えが正しければ、着地のために身体を捻るのも左回転だ。

　ならば、弱い腹をこちらに曝さらす一瞬がある。予測もできる。

　それにタイミングを合わせろ！

〈リンクス〉の落下から着地まで、鼓こ動どうを二度打つほどの間。

　意志、神経、筋肉、骨格──刹せつ那なにディナは己の全てを束ね、統合し、寸分のずれもなく駆動させる。

　少女の全身が一個の電光となって直進する。

　不ふ愉ゆ快かいな金属音を立てて、切っ先が〈リンクス〉に命中する。

　腹ではなく、首へ。

「くっ！」

　短く舌打ちし、ディナは後方へと飛び退いた。

　本体の着地と同時に〈リンクス〉の首も地面に落ち、転がる。戮機スローターの赤い眼が、ちかちかと点てん滅めつを続けている。

　敵は機械の怪かい物ぶつだ。生き物ではない。

　頭と胴どうが切り離されれば一部の機能は損なわれるが、それで完全に停止するわけではないのだ。胴どう体たいの中ちゆう枢すう部ぶを破壊しなければ。

　ジジ……。

　微かな作動音。

〈リンクス〉が身を屈かがめ、ディナへと飛びかかる。

　剣で受け、叩たたき落おとすが、相手の体格は人間並み。金属の塊である機体は重く、加速もついている。

　衝しよう撃げきをどうにか受け流しても、踵かかとが深く地面にめり込む。

　不意に青白い光が迸ほとばしり、肩かた越ごしにディナを越こえていく。

　ツェルギオの意い刃じん術じゆつだ。

　再びディナに飛びかかろうとした〈リンクス〉が宙で身をよじる。

　動きが乱れた隙すきにディナは身を屈め、斜ななめに振り上あげるように大剣をスイングする。

　甲かん高だかい音が鼓こ膜まくを切り裂く。

〈リンクス〉の胴体が両断される。

　割れた歯車が宙に飛び、落ちて転がる。

　ふたつに分かれた機体は二、三度、脚あしを不規則に動かし、後は静止した。

「……助かった。ありがとう、ツェルギオ」

　破損した戮機スローターは、特に電でん撃げきに弱くなる。通常は絶ぜつ縁えんされている部分に傷ができれば、そこから電気が流れこんで体内の誤動作を引き起こすからだと言われている。だからといって、電でん撃げき一いつ辺ぺん倒とうでいいという訳ではない。意い刃じん術じゆつの中でも電撃は制せい御ぎよが難しく、単純な威い力りよくでは火か炎えんや衝撃に一歩譲ゆずるからだ。

「いや。ディナ、君の判断の賜物だよ。相手が枝から枝に飛び移っていては勝機をつかめなかった」

　ツェルギオは手巾ハンカチで額の汗あせを拭ぬぐいながら、仲間に指示を出す。

　まず、メイリアの手当。利き腕うでだが縦に掠かすめたので、筋肉や血管を断ち切るような傷ではない。これはとりあえず簡単な止血だけで充じゆう分ぶんだ。それから、仕留めた〈リンクス〉の解体。その作業の間、他の戮機スローターの襲撃がないように周囲の警戒も怠おこたってはいけない。

「では、エリヤくん。頼んだよ。それが君の役目だからね」

「う、うん……」

　ツェルギオに促うながされ、エリヤはいつものように分厚い絶ぜつ縁えん手て袋ぶくろを填はめ、〈リンクス〉の解体を始めた。

「ツェルギオ。周りの監かん視しは任せていいか？　わたしは、エリヤの作業を見ていたい」

「ん？　ああ、構わないさ。倒たおした本人としてはいろいろ気になるだろうし、万が一にもまた動いたりしたら危険だからね」

　そういうつもりではなかった。ただ、真しん剣けんなエリヤを見ていたいというだけなのだが、敢あえてそれを喋しやべる必要もないだろう。

　エリヤにとっても、人づてに聞いただけの〈リンクス〉の現物だ。いつも以上に真剣な眼差しで、丁てい寧ねいにひとつひとつの部品を取り外し、選り分けていく。

　四し肢しは頑がん丈じような枠わくの中にいくつもの歯車やシリンダーが配置され、後肢には特に太いバネが何本も組み合わされている。これが、樹から樹へと飛び移る跳ちよう躍やく力りよくを生んでいるのだろう。

　攻こう撃げきは専もつぱら前肢だ。爪とは言っても、普ふ通つうの動物とは付き方が異なっている。あくまで接地する部分とは別に刃が仕込まれているのだ。

「おーい。何をぐずぐずやってんだよ？〈リンクス〉で金になるのは背と腰の外装、前まえ脚あしの爪、後は蓄電池と四肢の駆動機くらいだろ？」

　見張りの視線を外して、グレンゼルがエリヤの方を向いた。彼の言っているのは学猟生の、そして専業の戮機猟士スローター・イエーガーの常識だ。個々の戮機スローターの性質や特とく徴ちようよりも、部品の値段の方がよく知られている知識なのである。

　だが、エリヤの耳には彼の声など届いていない。

　ただひたむきに〈リンクス〉を分解しながら、ひとつひとつの部品の形を、体内での配置を、必死に目に焼き付けようとしている。

「やっぱりだ！〈リンクス〉は、内部の重心が偏っている。だから、跳躍する時や空中で体を捻る時には癖くせが出て……。ああ、そうか。主しゆ蓄ちく電でん池ちは他の戮機スローターと共通のものを使ってるから、それで部品が均等に収まらなくて……。大きさだけ他の戮機スローターと比べたら、もっと重くなるはず。でも、軽くなるように作られているから……それで構造に無理が出ているのかも……」

「おいおい。何だよ、あれ」

「ちょっとおかしいんじゃないの？」

「おい。さすがにそりゃ言い過ぎだろ」

「構わないだろ。エリヤだぜ。まったく……よっぽど金が欲しいのかね。戦えもしないくせに」

　潜めた声で──いや。潜めたように装いつつしっかりと聞こえる声で、ジーグとグレンゼルが冷笑する。

「彼を侮ぶ辱じよくするな！　彼は、ああやって戮機スローターを調べ、記録しているんだ！」

　思わず、ディナは叫んでしまった。

「ディナ……そ、その事は……」

「わたしたちの狩かりに同行しているのも、稼か働どうしている戮機スローターを自分の目で確かめ、動きや仕組みを覚えるためなんだ。エリヤは決して無能でも、金の亡者でもない！」

　本人が隠かくしたい、言ってはいけない事なのかも知れない。

　だが、一度堰せきを切った口は止まらなかった。

「エリヤの家には、一〇〇冊以上のスケッチがある！　一〇〇冊だぞ、一〇〇冊！　その全てのページに、自分の目で見た戮機スローターが描えがき残のこされているんだ！」

「そ、それがどうかしたのかよ？　こいつが自分で戦わないのは事実だし。なぁ？」

「あ、ああ。そうだ……よな」

　ディナの剣けん幕まくに圧おされ、グレンゼルとジーグは互たがいに相手を押し出だすようにしながら後ずさる。

「……い、いいよ、ディナ。僕ぼくは……その……」

「いや。エリヤ・シュミッテンラウド。君の努力と情熱、そして知識は正当に評価されるべきだ。いつまでも不当な侮辱に甘あまんじているべきではない！」

　エリヤ自身の声を背に受けながら、ディナはさらに身を乗り出して熱弁を振るう。既すでに言葉そのものが手た綱づなのない荒あら馬うまだ。ひたすら真っ直ぐに、それ自身の欲する方向へと止まらずに進んでいく。

「今の〈リンクス〉の動きを見ただろう！　奴やつは跳躍の時に、左に寄る傾向がある。わたしがそれに対応できたのは、予あらかじめエリヤのスケッチを見ていたからだ！　戮機スローターの機能や構造についての彼の理解や分ぶん析せきは評価に値するものだ！」

「戮機スローターの機能って……そんなの、教科書にも載のってる事だろ？」

　警戒の輪を崩し、グレンゼルが嘲ちよう笑しようしながら近寄ってくる。

「違う！〈リンクス〉の動きの偏りは彼が自分自身で気づき、推察した事だ。どんな書物にも載っていない！　それがきちんと的中したんだ！　何度も、何年も、調べて、考えて、誰だれの手も借りずに……！」

　もどかしい。

　どうしてグレンゼルには、彼の成した事の価値や意味が理解できないのか。書物にも記き載さいされていない事を、自らの観察と知ち恵えから導き出したというのに。

「あー……いいかな、ディナ」

　何故か気まずそうな表情で、ツェルギオがディナとグレンゼルたちの間に割りこんできた。

「〈リンクス〉の癖については、ちゃんと記している本があるよ」

「え？」

　一心に残骸へ向かっていたエリヤが振り返る。

「大戦直後にフレーゲンヴァルトが書いた『戮機スローター構造分析と機構分類』という三巻組の本だ。学舎の蔵書にもない稀き覯こう本ぼんだけど、たまたま僕の実家には揃そろっていてね。戦中の実戦記録でもないし、戦後に時間をかけて資料をまとめたものでもないから、正直あまり読む価値はない。内容のほとんどが、他のもっと有名な書物と重複しているけど、僕の知ってる限り〈リンクス〉の内部構造と重量配分についてはこの本だけに載っていたはずだ。まあ遭遇率も低い戮機スローターだし、あまり重要視する必要もない情報だろう。僕は知っていたけれどね」

「そ、そうなのか……？」

　ディナはそう呟つぶやくのが精一杯だった。

　エリヤ本人は蒼そう白はくな顔でただ立たち尽つくしている。その手には〈リンクス〉から外した左右非ひ対たい称しようの駆動装置が握にぎられていた。

「ははっ！　それじゃ、こいつがやってた事ってまるっきりの無駄だったって事か」

「無駄……だと？」

　わざとらしく腹を抱えるグレンゼルに、ディナの抑えた声が飛ぶ。

「だってそうだろ？　一〇〇冊以上のスケッチ？　それだけやって思いついた事が、実はとっくの昔に他の人間が調べてたんだから。ただ紙と時間を無駄にしたってだけだ。本読めば、ちゃんと書いてあるんだからさ」

「違う！　そうじゃない！　そうではないんだ！」

　グレンゼルの笑いを打ち消すために、ディナは声を張り上げた。

　だが、適切な言葉が出てこない。

　ただ否定するだけではなく、別な事を主張しなければならないはずなのに。

「そうじゃないって、何が違うんだよ？　実際無駄だぜ？　読めば書いてある、他人がとっくに解き明かした事なんだろ？」

　違う。

　違う違う違う。

　単純な事実だけを切り取ればグレンゼルの喋っている通りになってしまうのかも知れない。

　だが、そうではないはずだ。

　想いは明確な言葉としては紡がれず、曖昧な混こん沌とんのままディナの頭の中をぐるぐると駆かけ回まわる。

　振り向むくと、エリヤはいつものように俯うつむいていた。

　いや。そうではない。

　部品を持っていない左手が、己の爪が肌に食いこむほどに固く握りしめられている。小刻みに震ふるえている。

　必死に、耐たえている拳こぶし。

「エリヤのやってる事に意味はない。ていうか、生きてる事自体無意味だよな。何の役にも立たないんだから。てめえの人生無駄にするだけなら勝手だけど、俺おれたちの周りで息すんなよ。邪じや魔まだから」



「貴様ぁっ！」

　ディナの拳は耐えなかった。

　グレンゼルの顔面を直ちよく撃げきする。

　柔やわらかい、不愉快な感かん触しよく。

「ぶぉっ！」

　短い悲鳴を上げて、グレンゼルが倒れた。

「貴様のような奴が……っ！　それ以上エリヤを……っ！」

　激情に支配された身体がグレンゼルに馬乗りになった。

　顔から、一瞬で薄うす笑わらいが消え失せる。

「ひっ！」

　短い悲鳴を上げ、両りよう腕うでで頭をかばう。震える表情が、ディナの目から隠される。

　だが、力ちから一いつ杯ぱいに振り下おろされた拳はその防御を突き破やぶり、顔に命中する。さらにその襟えり首くびをつかんで引き上げ、力一杯に揺さぶる。

「詫わびろ！　謝罪しろ！　わたしは貴様の発言を許さん！」

「ゆ、許して……」

「何が許せだ！　その言葉を言うべき相手はわたしではない！」

　怒いかり。

　ただ純じゆん粋すいな憤いきどおりがディナの身体を駆動していた。

「……や、やめてっ！　ディナ……っ！」

　再度振り上げた腕が、止まる。

　駆け寄よったエリヤがしがみついていた。

　筋肉に乏とぼしい細い腕。華きや奢しやで軽い身体。それが重く頑丈な鎖くさりとなって、ディナの腕を封ふうじる。

「放せっ！　この男は……っ！」

「僕なら……僕ならいいから……やめて……お願いだから……」

　強引に止められて、初めてディナは己の拳に赤い汚よごれが付着している事に気づいた。グレンゼルが、鼻血を流していたのだ。

「……わたしは……」

「……やめて……。ディナが……そんな事、しなくていいから……頼たのむよ……」

　絵筆の跡あとがついた指が、ディナの手首に食いこむほどに強く握られている。振り向いて見た目には微かに涙なみだが浮うかび、口唇くちびるが震えている。

　ジーグやグレンゼルに横おう柄へいな口調で雑用を命じられた時よりも、武術の授業で打うち据すえられた時よりも、空腹でへたり込んだ時よりも。

　辛つらさに歪ゆがんだ表情だった。








　　　第三章　　彼女の部屋で、ふたりで





　ハルクライン市の内にあって、再興学舎はひとつの完結した社会である。

　街そのものに根ざさず、いずれ次の土地を目指して巣立っていく学舎生を何から何まで都市に永住する市民と同じに扱あつかうのはかえって不合理だからだ。

　もちろん、街で犯罪を犯せば市法や国法で処しよ罰ばつされるが、学舎内での学生同士の諍いさかいは校内において、学生自身の手によって裁かれる。それは万事を合議で決するエストワルト国民として成熟するための予行演習でもあるのだ。

　争った当人であるディナとグレンゼル、発ほつ端たんであるエリヤは自治会長室へと呼び出されて、執しつ務む机づくえの前に横一列に立っていた。止めに入ったツェルギオも壁かべ際ぎわに控ひかえている。グレンゼルが同席を頼んだ事もあるが、当日の責任者、隊のリーダーとしてまず自治会長側が召しよう喚かんしたのである。

　エリヤは口元をぎゅっと結んで俯き、ディナは両手を腰の後で組んで堂々と胸を張っている。グレンゼルは不満そうに口唇くちびるを尖とがらせてちらちらと壁際に立つツェルギオを見つめ、そのツェルギオは微び苦く笑しようのまま立っている。

「学がく猟りよう生せいは武術を学び、高い戦せん闘とう力りよくを持つよう支し援えんされています。それは戮機スローター駆く除じよという社会と国家が必要とする武力行こう為いを遂すい行こうするためであり、個人的な欲望や感情を満たすためではない。よって、私し闘とうは厳禁──これは規則以前の常識です。理解してますね？」

　丁寧な口調、穏おだやかで柔らかい声。しかし、長くまっすぐな金きん髪ぱつで飾かざられた秀しゆう麗れいな美び貌ぼうは毅き然ぜんとした表情。

　学舎自治会長は行政学専せん攻こうの三年生、フィオレッテ・ヴェルヘンタール。

　一いつ般ぱん科とひと括くくりにされるために動きの派手な学がく猟りよう生せいに比べて軽く見られがちだが、司法や測量、建築、農政など国家再興のために高度な教育を施ほどこされている選良だ。行政学専攻で自治会長も務めるフィオレッテは、ある意味でエリート中のエリートと言ってよい。

　かたちよい曲線で膨ふくらんだ胸元には、一般科学生の徽き章しようが飾られている。

　年ねん齢れいそのものはディナやエリヤとひとつしか違ちがわないはずなのにずっとおとなびて見えるのは、落ち着つき払った表情のせいか。それとも肩にショールをかけた静かな雰ふん囲い気きのせいか。

　呼びつけた者たちが入室してからずっと着座したままで、挨あい拶さつの際にも立ち上がらない態度はともすれば高こう慢まんとも無礼とも取れるものだが、それも当然かも知れない。自治会長は単に学舎生のまとめ役であるだけでなく、オブザーバーとして市議会に出席する事もある地位なのだ。

「理解している」

　質問に、ディナだけが短く答える。

「先に殴なぐりかかったのは、ディナエリーンの方。これも間ま違ちがいありませんね？」

「その通りだ」

「ち、違うんです、会長！」

　単なる事実を答えるディナの言葉を遮って、エリヤが口走る。

「その……彼かの女じよは僕をかばって……喧けん嘩かする理由なんて全然ないのに……。僕が全部悪いんだから、彼女は許してください！」

「エリヤ・シュミッテンラウド。わたしは今、ディナエリーン・プリス・ヒュンゲンバウムに事実関係を訊たずねているんです」

「は……はい」

　淡たん々たんとした口調で、やはり椅い子すから少しも動いていない。

　それなのに、フィオレッテはエリヤを柔らかく威い圧あつする。授業体系が異なり、校舎も一部施し設せつを共用しているだけで大半は分かれているため、エリヤにとってはフィオレッテと直に言葉を交わすのは初めての体験だった。

「殴りかかった理由は何ですか？」

「友を、侮辱された」

　己から殴りかかったという事と同じで、ディナにとってそれは単なる明白な事実でしかない。

「窘たしなめてもグレンゼルが聞くに堪たえない言葉での嘲ちよう弄ろうを止めなかったので、実力を行使した」

「殴ったのがそっちなんだから、理由なんてのはどうでもいいだろ！　だいたい侮辱って何だよ？　俺は事実をそのまま言っただけだぜ！」

「……」

　不満げに叫ぶグレンゼルを、ディナの鋭するどい視線が射い貫ぬく。グレンゼルの口元が歪む。

「事実とは？」

「要するにエリヤがやってる事は全部無む駄だで、生きてる意味がないとか、そういう事ですよ」

　エリヤが調べた事など既に書物に記されている。魔ま法ほうの才も剣けんの技もなく、戮機スローター狩りの最中にもどうでもいいような雑用程度しかできる事はない──前と同じ主張を、グレンゼルはまるで名詩を朗じる詩人めいた誇ほこらしげな口調で繰くり返した。

　当のエリヤは俯いたまま無言でそれを聞いている。

　握りしめたディナの拳の中で、彼女自身の爪が痛いほど食いこんでいく。

「では、エリヤ・シュミッテンラウドにお伺うかがいします」

「……は、はい……」

　敵将の前に引きずり出された敗軍の兵のように、萎い縮しゆくした声が答える。

「あなたは膨ぼう大だいな量の戮機スローターのスケッチを描き、構造や性質を書きしるしているとディナから聞きました。間違いありませんね？」

　返答はしない。無言で頷うなずいただけ。

「グレンゼルはそれを役立たずと評しましたけれど、あなたの行為は何かの実利を追求したものなのでしょうか？」

「……いえ……」

　顔を上げず、強引に絞り出したような小さな声。

「……ただ、好きって言うか、個人的な興味があるだけで……。役に立つとかそういう事は……」

「ははっ！　役立たずって、最初から自分でもわかってんじゃねえか！」

　消え入りそうな声に、高笑いが被かぶさる。ディナの鋭い視線が飛んだが、グレンゼルは気づきもしない。

「どうした？　反論できないのか？　できないだろうな。お前は小型戮機スローターひとつ倒せないもんな！　文句があるなら、ちゃんと戮機スローター狩かってから言えよ！」

「あら？」

　沈ちん黙もくするエリヤに更さらなる罵ば倒とうを浴びせ続けるグレンゼルに、フィオレッテが小首を傾かしげる。

「それならば、ディナエリーンがあなたを殴った事は正当な行為という事になりますわね」

「どういう意味ですか、そりゃ？」

「今年度に入ってからディナエリーンが倒した戮機スローターは、確実に本人のスコアと確定できるものに限っても中型七体を含む三九体。僅きん差さでツェルギオを上回り、本学舎でいちばんの成績です」

　本件には無関係な数字のはずだが、フィオレッテは資料をきちんと揃えていた。記録を一枚ずつめくって確認しながら、淡々と述べていく。

「対してグレンゼル、あなたはパーティの仲間と協力したものを含めても二一体の第七位。実力のある者、実績のある者以外に発言の権利がないのなら、あなたがディナに逆らう事も許されないという事になりますわね。あなたは、その自覚に基づいて発言しましたか？」

　まるで弟の幼よう稚ちな悪戯いたずらを咎とがめる姉のような困った表情で、傾かたむけた頬ほおに平手を当てる。おとなびた顔立ちの中に、悪戯好きの少女めいた表情が混じる。

「そ、それは屁へ理り屈くつでしょ！　俺だって上位十じつ傑けつには入ってるんだ！」

「どうして十傑で区切りますの？」

「それが普通でしょ！　だいたいキリがいい」

「普通というのなら、三位で区切っても五位で区切ってもいいではありませんか。あなたの論法に沿えば、基準を定める権利を持っているのも最上位者だけです。下の人間が自分を含めるラインで決めてくださいと懇こん願がんするのなら、最も低い地位にいるものにも同じ権利があって然るべきではありませんの？」

「……自治会長、何の話をしてんですかっ！」

　どんっ！

　真意の見えないフィオレッテの言葉に苛いら立だち、グレンゼルは強く床ゆかを踏ふんだ。

「何かの役に立つと思ってやった事が効果を上げないのは失敗ですから、非難されても仕方ない事ですわ。でも、初めから無駄とわかっている行為が無駄になっているのなら、別に何の問題もないのではありませんの？」

「はぁ？　自治会長、あんた自分で何を言ってるかわかってんですか？　そんな言葉遊びしてる時じゃないでしょ？」

　あからさまに尻しり上あがりに語調を強めた声は、疑問というより非難の響ひびきだった。グレンゼルだけではない。オブザーバーのツェルギオも小首を傾げているし、当のエリヤも顔を上げて口を半開きにしている。ただひとり、ディナだけがこの上もない真顔でフィオレッテの話を聞いていた。

「何の役にも立たないってわかってんのなら、最初っから無駄で無意味で邪魔だって事でしょ？　無駄な事ばっかりやってる奴なんかどうなったって構わないっていうか、いない方がマシってもんです」

「グレンゼル・ライクネン──つまり、あなたの主張は、役に立たない、社会に貢こう献けんできない人間には存在価値はない。だから排はい除じよしてしまえというものですね？」

「ま、簡単に言えばそうなりますね。自分じゃロクな働きもしないくせに、飯だけは一人前に食べる。俺たちみたいに命を懸かけて剣を振るっているわけでもないんだから、分け前は少なくていいって言ってるけど、適量はゼロじゃないですか？」

　口元を笑みの形に曲げ、グレンゼルは肩を竦すくめた。

「あなたが身に着けている剣は、衣服は、あなたが自分で作ったものですか？　あなたが食べているパンはあなたが耕して収しゆう穫かくした麦を、あなたが挽ひいて焼いたものですか？」

「え？　そりゃ、違いますよ。店で買いました」

　唐とう突とつなフィオレッテの問いかけに、グレンゼルは首を傾げる。

「それでしたら、直接剣を振るって戦う人間以外は役立たずというのは的外れですわね。エリヤ・シュミッテンラウドは、ちゃんと荷運びや戮機スローターの解体などの作業を引き受けていたのですから」

　微び笑しようのまま、フィオレッテはちらりとエリヤを見やる。

「人の強さは助け合い、分業するところにあります。裸はだかに剥むいた一個の生き物として一対一で戦えば犬や猫ねこにも勝てませんわ。もちろん戮機スローターの〈ハウンド〉や〈リンクス〉ではなく、ありふれた動物に負けるという意味ですわよ」

「だから、その分の分け前はちゃんとやってますよ。俺が問題にしているのは、奴がやってるっていう戮機スローターのスケッチだとか分析だとか、そういう事の話です。そっちは実際に役に立ってないし、これから役に立つ見込みだってないってわかりきってんですから！」

　はぐらかすようなフィオレッテの態度に苛立ち、グレンゼルは目に力を込めてエリヤを睨にらみつけた──そもそもの問題はこいつだ。こいつが泣き言のひとつも吐はけば、むしろ議論しやすいのに。

　だが、そんなグレンゼルの気分に反してエリヤは黙だまりこんだままだ。

「では──」

　静かな声で、フィオレッテが短い沈黙を破る。

「赤あかん坊ぼうを皆みな殺ごろしにしましょうか？」

　慈じ愛あいの女神の笑みで小首を傾げ、まるで他愛もない雑談のように語られたのは、恐おそるべき言葉だった。

「新生児は全員、自分で働いたり、食料を手に入れたりどころか、母親の乳を含ふくむ行為ですら抱だきかかえられなければ不可能です。将来役に立つかどうかの保証もありません。あなたの意見を厳密に適用するのなら、乳幼児は社会の悪質な寄生虫として例外なく追放や死し刑けいという形で排はい斥せきしなければなりませんね」

「それは極論でしょ！　エリヤはもう赤ん坊じゃないんだし、それに大たい抵ていの赤ん坊ってのは、将来まともに働ける人間になりますよ」

　グレンゼルが口唇を尖らせる。

「それがあなたの信念──ですか」

「ええ。そうですよ。俺の信念というより、世の中の大半の人間はそう思ってるんじゃないですか？」

「獣けものならば、あなたの主張が正しいのでしょうね。あるいは、人が獣の方角に近づいて生きるしかない戦時でしたら」

　微笑のままフィオレッテは、グレンゼルの不満顔に気づかぬ素そ振ぶりで続ける。

「仔こ馬うまは生まれてすぐに立ち上がります。犬や猫もすぐに獲え物ものを捕とれるようになりますわ。だけど、人間ならどんな勇者も賢けん者じやも生まれたばかりでは這はう事さえおぼつきません。今すぐに目に見えて役に立つものだけを尊重するのなら、人が人である意味は存在しないのではなくて？」

　例えば大規模な戦争が起きれば実際に剣を取り、あるいは意い刃じん術じゆつを使って戦う人間の価値が高まる。かつての大戦シビル・ウオーでなく、人間の国家と国家が争う場合でも同じだ。戦力にならない老人や傷病者の面めん倒どうをみる余よ裕ゆうはなくなっていく。

　しかし、年老いた者は経験を備えている。

　戦時には有用でなくても農民として、漁夫として、商人として、官かん吏りとして、教師として優れた蓄ちく積せきを持っている者もいるのだ。

　年齢を重ねた者に限らない。身体が弱く兵士にはなれない者の中にも学者や芸術家としてなら素晴らしい才の持ち主が混じっているかも知れない。

「……だから、そういう奴らにも無制限に優しくしてあげなさいって仰おつしやるんですか？　自治会長閣下は？」

「もちろん生死がかかった非常時には、その場その時に必要ではない者の優先順位は下げざるを得ません。状じよう況きようによっては見捨てなければならないでしょう。ですが、即そつ効こう性せいのないものの切り捨てを前提にする事こそが後退であり、敗北への第一歩です。──ツェルギオ・テオ・メルクタウル」

「はい、会長」

　名前を呼ばれ、ツェルギオが居住まいを正す。

　同じ直立の姿勢でも、強張ったように真っ直ぐなディナとは異なり、過度に緊きん張ちようしていない自然体だ。あるいは、自然体であるかのように見せる技に長けているというべきか。いずれにせよ、猫ねこ背ぜ気味のエリヤやいらだたしげに足を細かく動かしているグレンゼルとは比べものにならない。

「あなたのパーティは、エリヤの存在が負担になるほどの追おい詰つめられた状況にありましたか？」

「いいえ。知っての通り、僕とディナは並の戮機スローターなど恐れるものではありません。もちろん、そこのグレンゼルくんだって僕ほどではないにせよ優ゆう秀しゆうです。他の戦士も術士も、実力実績とも同期では選りすぐりのメンバーです」

　戦士も術士も──どちらでもないエリヤは、彼かれの評価に含まれない。

「事実として〈リンクス〉に遭そう遇ぐうして一名負傷しましたが、軽い怪け我がでした。少なくとも、あの時点でエリヤくんひとりをお荷物に感じるほどの苦労はしていませんよ」

「なるほど。つまり、あなた方が置かれた状況は弱者を切り捨すてねばならない非常時ではない。エリヤを不要な邪じや魔ま者ものと称しようしたグレンゼルの言葉は不当と考えていいのでしょうね？」

「さあ。さすがにそれは何とも。僕はリーダーとして隊を指揮統率はしても、ひとりひとりの心の中までは管理できませんし、したくもないですからね。僕の能力と人間性に対する信しん頼らいによって自然にまとまるのがいちばんだと思いますよ」

　何な故ぜか、ツェルギオはちらりと横目でディナを見た。

「無事だったのは結果論ですよ！」

　尖らせた口唇くちびるから、グレンゼルが言葉を吐き出す。

「戦争なら役立たずを抱かかえている余裕はないって、会長ご自分でも認めたじゃないですか！　こっちは命がけで戦っている。つまり、戦争と同じだ。だったら邪魔者は切り捨てていい。現場の実態を知らない人は、黙っててほしいな！」

「おいおい、グレンゼル。それは言い過ぎだろ。会長に謝罪したまえ」

「でも、ツェルギオさん……」

「構いませんわ。ではグレンゼル、あくまでも無用な人間は存在する価値がないというのがあなたの信念ですか？」

「ええ。そうですよ！　さっきからそう言ってるじゃないですか！」

「実際に戦っている人間の事は外からわからないから、当事者以外は余計な口出しをするな、と？」

「決まってるでしょ！」

「そうですか」

　フィオレッテは椅子から立ち上がり──傍かたわらの杖つえを手にしていささか危なげな足取りで歩き出した。奇き妙みように、硬かたい足音。

　自分の頭でも打つのかと考え、グレンゼルは身構える。だが、フィオレッテの歩みはほんの数歩で止まった。大きな執務机の陰かげから前へと進み出ただけ。そのまま、左手で自らのスカート──制服の規き定ていからは逸いつ脱だつした長いそれを掴つかみ、僅わずかにたくし上げる。

「……え……」

　不作法な驚おどろきの声を上げたのは、グレンゼルひとり。エリヤはただ、無言で見つめるだけ。ディナとツェルギオは元から知っていたのだろう。平静な眼差しをフィオレッテの脚に送っていた。

　そこには、人の肌はだはなかった。

　持ち上げられた裾すそから覗のぞくフィオレッテ・ヴェルヘンタールの左脚は、義足だった。

　機械仕じ掛かけの、冷たい代用品。

「え……え……っと」

　言葉に詰まったグレンゼルは、曖あい昧まいな作り笑顔を浮かべるしかできない。

「事故や、戦いによるものではありません。わたくしには、生まれつき左ひだり膝しつ下かがありませんでした。あなたの言う大体の赤子に当てはまらない少数ですわ。世の役に立つ、働くというのが、武器や農具を手に取って額に汗する事であるのなら、片かた脚あしのない子供が育っても使い物になる見込みは薄うすいですわね」

　目を細めて笑っているし、口調はずっと一定の穏やかさを保っているから、フィオレッテの感情はグレンゼルには読み取れない。

　ただ彼に理解できるのは、自分の主張が彼女にとって容認しがたいであろう事。そして彼女がこの場においてグレンゼルよりも高い地位と権力を有しているという単純な事実だけだ。

「……え、と……。その……でも、会長は成績優秀だし……。ほ、ほら！　それに政治とか学問とか芸術とか、そういうのだって立派な仕事ですよ！」

















「それは後に身につけたものです。役に立たない、立ちそうもない者は排除した方がいいという考え方に拠よって立つのなら、わたくしは生まれつき他の新生児より劣おとった存在です。その場で不要と判断されれば、学問を身につける機会さえありませんでした。ただ、実際にはこうして自治会長に選ばれ、この場の裁定を下す任を担っておりますけどね」

　あくまでも穏やかな笑みを浮かべたままのフィオレッテに見つめられるグレンゼルの顔には脂あぶら汗あせが滲にじみ出し、いくつも珠たまを結んでいる。

「さて、裁定者としては双そう方ほうの主張をしっかりと把は握あくしなくてはいけません。グレンゼル・ライクネン。あなたの信念を、もう一度仰っていただけませんかしら？」

「……ずるいだろ、それ……」

　聞き取れるかどうかの小声で呟くグレンゼルが視線を落としているのは、フィオレッテの眼差しから逃のがれるためか。それとも、彼女の脚を見ているからか。

「どうしました？　本当に信念というのなら、己の芯しんを貫く思想であるのなら、相手が誰であっても堂々と胸を張って主張すべきではありませんの？」

　フィオレッテが、一歩進み出る。

　カシャン、と金属の足音が響いた。

　グレンゼルは、何も答えない。

　ディナも、エリヤも、ツェルギオも声を出さない。

「相手の立場が上だったり、権力を持っている時には引っこめても構わないようなものは、信念と呼ぶに値しませんわ」

　青ざめるグレンゼルに、今までよりもさらに優しげな笑みを向けた後、フィオレッテは優ゆう雅がな足取りで己の席へと戻もどった。

「先ほどの言葉が、あなたが命がけでも譲ゆずれない信念であるというのなら、わたくしはそれを尊重するつもりでした。ですが、単なる優ゆう越えつ感かんに任せて他人を貶おとしめるだけの発言であれば、それを擁よう護ごする事はできませんわ」

「発言してもいいか？」

　沈黙を守っていたディナが、不意に口を開いた。

「自治会長の論の進め方は公正ではないと思う。自らが置かれた特別な立場や境きよう遇ぐうを用いて、他者の反論を封ふう殺さつするような方法には賛成できない」

「ディナ。会長は、君に有利な事を仰ってるんだよ？」

「わたしの有利不利は関係ない。責任ある職務にある者が、不必要に問題を自らに引き寄せて不当な論を進めるという手法に異議を申し立てているだけだ」

　ツェルギオを睨みつけるディナの語調は、ますます鋭い。

「君はそれで満足かもしれないけれど、エリヤくんの立場が悪くなったら困るだろう？　正義感が強いのは君の魅み力りよくであり、美点だけれど、時と場合、それに加減というものがあるよ」

「あ……」

　予想していない指し摘てきに、ディナは一瞬言葉を詰まらせてしまった。

　確かに、あの時のグレンゼルの発言自体が間違っているという結論が出た方がエリヤにとって有利になる。しかし、ディナ個人としては騙だまし討うちじみたフィオレッテの論述は容認できるものではない。だが、自分のこだわりにエリヤまで巻きこむのは正しい事なのか。

　結論の出ない逆接の連れん鎖さが、ディナの中で幾いく重えにも折り重なっていく。当のエリヤは俯き加減で口唇を噛かんだまま、やはり何も言わない。

「もちろんアンフェアなやり口というのはわかっておりますわ。ただ、グレンゼルには理解していただきたいの。他人を弱者として切り捨てる事を是ぜとするのなら、最強でない限り自分の生せい殺さつ与よ奪だつを最強の誰かに預けるのと同じなのだという事を。これは単なる一いつ般ぱん論ろんや綺き麗れい事ごとではありません。わたくしの、我が執しゆうです」

　フィオレッテはもう一度立ち上がり、スカートを持ち上げた。

　機械仕掛けといっても、戮機スローターの肢のように生き物同様の動きをする代物ではない。仕込まれたバネや歯車が反動を吸収し、歩く際の衝しよう撃げきをほんの少し和やわらげるだけ。もちろん動力などは内蔵されていないし、走るのも無理だ。

「肉体的に強く、戦える人間以外は生きられないような状況では、わたくしは役立たずのお荷物にしかなりません。鍛か冶じ屋やや技師もこのような義足を作るよりひと振ふりでも多くの剣、少しでも優れた鎧よろいを作る事に費やされるでしょう。だから、わたくしはそんな世にならないように微び力りよくを尽くします。わたくし自身が、生きていくために。街や国を治め、より豊かで即座には役立たないものを抱えておける余裕を持てるよう守り育てなければ、何よりもわたくし自身が生存できないのですから。……失礼。わたくしの事情は、今回の件には関係ありませんでしたわね」

　フィオレッテの言葉を讃たたえるかのごとく、ツェルギオが軽い拍はく手しゆを送る。それで、グレンゼルももう異論を唱えなかった。

「では、他に異論がなければわたくしの裁定を申もうし渡わたします」

　着席し、フィオレッテが宣言する。

「暴力を振るったディナエリーン・プリス・ヒュンゲンバウムには自宅謹きん慎しん三日。級友を貶める発言をしたグレンゼル・ライクネンには反省文の提出を命じます。こちらの締しめ切きりは明日としましょう」

「エリヤは？　こいつはどうなんだよ？」

　さっきまでの論ろん旨しから考えれば、グレンゼルに課せられた罰ばつは小さい。確とした反省は要求するが内心や主張は処罰せず、あくまでも行為だけを基準にするというフィオレッテの判断だ。

「エリヤ・シュミッテンラウドは被ひ害がい者しやであり、特に問題のある行動をした訳ではありません。むしろディナエリーンを制止しようとしたのでしょう？　彼に罰を与あたえる理由があると、わたしは考えません。これでよろしいですわね？」

「うん。まあ、妥だ当とうなところだと思うよ。グレンゼルも、これを機に反省するべきは反省してほしいね。リーダーの僕としては、一いつ緒しよに狩りをする仲間に不協和音があるのは残念だし」

「まあ……ツェルギオさんがそう言うなら……」

「ディナも、それでいいよね？　君が間違ってる訳じゃないけど、今回はやり過ぎだったよ」

「自治会長の裁定に異を唱えるつもりはない。公正な判断に感謝する」

　まずフィオレッテに、それから立会人であるツェルギオに目礼する。冷静で揺ゆるがないディナの態度が癇かんに障るのか、グレンゼルは小さく舌打ちした。

「あ、あの……」

　不意に、エリヤが顔を上げた。

「原因っていうか、きっかけは僕なんです！　だから、僕も謹慎しますから、ディナエリーンへの罰を、その……少しでも軽く……」

「わたくしは、行いを裁いただけです」

　つかえつかえにエリヤが絞しぼり出した言葉を、フィオレッテは柔らかく受け止め、受け流す。

「暴力を振るったのがディナエリーンであるという事実は変わりません。実際には何もしてないのに、遡さかのぼって原因を作った者にまで罰を下すというのは不合理な事ですわ。倫りん理りや道徳は自らを律するためには大切ですけれど、他人に天てん井じよう知しらずの正しさを要求をするというのは、時に暴力より始末に負えないものです。だから、わたくしたちは法や規則、制度という、使い勝手のいい大きさにまで道徳を削けずって用いるのではなくて？」

　理由など遡そ行こうしようと思えばいくらでも辿たどっていける。

　エリヤが弱く戮機スローターを倒たおせない事が悪いのなら、軽々しく他人を侮ぶ辱じよくしたグレンゼルの性格が問題なら、それぞれの両親を糾きゆう弾だんしなければならないのか。親の人ひと柄がらをかたちづくったさらにその親が悪いのか。親や祖父母だけでなしに環かん境きようの影えい響きようまで考えるのなら同じ街、同じ国で暮らす者全員に少しずつ責任があるのか。

「あなたがディナエリーンに感謝し、彼女を助けようと自ら不利益を引き受けようという態度は、一個人としては評価します。ですが、本来罰するべきではない人に代理で罪を背負わせるような前例を、わたくしは採さい択たくいたしません」

「わ、わかりました……」

「では、これで裁定は終わりです。ツェルギオ・テオ・メルクタウル。グレンゼル・ライクネンの監かん督とくをお願いしますね」

「了りよう解かいしました、自治会長」

　滑こつ稽けいなくらい恭うやうやしい一礼をした後、ツェルギオはまだ不満そうなグレンゼルを連れて出て行った。

「エリヤ・シュミッテンラウド」

「は、はい……っ！」

　続いて出て行こうとドアノブに手をかけた背中に、柔らかくも冷たい声が届いた。おずおずとエリヤは振り返かえる。

「今回の一件に関して、事実関係としてあなたを咎めるべき理由はありませんし、さきほど申しました通り、一見無駄に思えるような事を抱えこんでおけるような余裕ある社会がわたくしの望みです」

「……は、はい……」

　フィオレッテの真意がわからず、細かく会え釈しやくしながら気の抜ぬけた返事をするしかできない。

「ですが、あなたの生き方が全面的に肯こう定ていされたとは思わないでください。単純に戮機スローターと戦うという、学がく猟りよう生せい本来の目的において現在のあなたが評価すべき実績を持っていないというのも、また事実なのですから」

「わかってます」

　俯きながら、それでもいつものくぐもった口調ではなく、はっきりと答える。

「自覚があるのでしたら結構ですわ。では、あなたは戻ってあなたの道を励はげんでください」

「は、はい……」

　遠えん慮りよがちにもう一度頭を下げ、エリヤは改めて退室していった。

　部屋に残されたのは、フィオレッテとディナのふたりきりだ。

「気き遣づかいありがとう、フィオレッテ」

　自治会長を名前で呼び、ディナは深々と頭を下げた。

「当たり前の事をしただけですわ。知り合いが当事者ならより厳密に対応するのは、よい為い政せい者しやになるコツみたいなものですし。どうぞ、おかけになって」

　ふたりだけになってもまだ直立不動だったディナが、勧すすめられるままに傍らの椅子に腰こしを下ろす。

　裁き、裁かれる時間は終わったという証あかしだ。

　裁定として無罪と決まってもエリヤ自身が引け目を感じているし、グレンゼルはまだ不満が収まっていない。グレンゼルを完全に自由にしては、即そく座ざにエリヤに当たり散らす恐れもある。かといって、ディナが彼を庇ひ護ごしたりすれば再度問題をこじれさせるだけだ。

　だから、エリヤを呼び止めた。反省文の提出締め切りを早めに設定したのも、グレンゼルの方に用事を与えてエリヤとの接せつ触しよくを避さけさせるため。さらにツェルギオに監督を命じた。ひと晩空ければ、少しは頭が冷えるだろう。

　規則を正しく運用するだけではない。そういう細かい配はい慮りよをするのがフィオレッテという人間だ。

「それにしても、あなたが他人を友と呼ぶなんて珍めずらしいですわね」

　微笑ほほえみながら傍らのキャビネットを開いて金属のポットを取り出し、電熱器に掛かける。小型の戮機スローターから回収した電池を用いた高価な品だ。学舎の備品ではなく、フィオレッテの私物である。

　すぐに湯が沸わき上あがり、ふたり分の茶がテーブルに並べられる。

「友と呼ぶにふさわしい──などというのは傲おごった言い方だな。友になりたい相手だから、わたしの方から申し出て友ゆう誼ぎを結んだのだ。フィオレッテの時と同じだ」

「友達という事にそこまで深刻になるなんて、あなたくらいですわよ」

「同じ学舎で学ぶ級友や、戮機スローター狩がりで助け合う猟友とは違う。立場や状況、利害ではなく、ただ己が一個人として相手と特別な関係になりたいと願うのだ。真しん剣けんであって悪いというものでないと思う」

「特別な関係って……本当、ディナらしいですわ」

　白い陶とう製せいのカップを揺らすフィオレッテの口元に笑みが浮かぶ。彼女を微笑ませたのは湯気の香かおりか。それとも「友」の態度か。

　フィオレッテの時もそうだった。

　些さ細さいな偶ぐう然ぜんから顔見知りとなり、自分のような者、あるいは自分以上に生来の不利を強いられている者が幸福に生き、自らを活いかす機会を持てる国を作る。そのために政治の世界を上のぼり詰めたいと語るフィオレッテに、ディナは「友と呼ばせてくれ」と申し出たのだ。

「何事にも真面目まじめなのはあなたの美徳ですけれど、今回の事はらしくありませんですわよ」

「……反省は、している」

　ディナはディナ、エリヤはエリヤ。独立した個別の人間だ。エリヤが受けた侮辱にディナが憤いきどおるのは自然な事であっても、いきなり拳こぶしを振るうのは「友」としての分を逸脱している。ある意味では、エリヤ自身の自立と尊厳を貶める行為なのだから。

「それを理解しているのなら充じゆう分ぶんですわ。わたくしから忠告する事はありません。必要以上に干かん渉しようするのは、ディナエリーン・プリス・ヒュンゲンバウムの友にふさわしい振ふる舞まいではありませんから」

「感謝する」

　小さく会釈して、ディナはカップの中身を飲み干した。

　風味のいい高級品らしいのだが、正直微び妙みようなところはわからない。フィオレッテは香りが濁にごると言ってストレート以外の飲み方を嫌きらい、水の質や温度にもこだわるのだが、ディナ自身の好みで言えば温めのものに砂糖や蜂はち蜜みつを入れたものの方がいい。少なくとも、疲れが取れる。

「ご馳ち走そう様さま。では、わたしはこれで退室しよう。自宅謹慎処分を受けた者が、いつまでも会長室でお茶を楽しんでいるわけにはいかないからな」

「そうですわね。では、謹慎中の三日、あなたなりに有意義に過ごしてください」

「無論だ。どんな状態であれ、時間を無駄にする気はない」

　改めて一礼して立ち上がり、ドアに手をかけてからディナは立ち止まった。

「どうかなさいましたの？」

「大した事ではない。ちょっと、思い当たった事があるのだ」

　振り返り、真顔と笑顔が混じった表情を浮かべる。

「生まれてすぐには自力で動けない生き物。人間以外の心当たりがあった」

「何かしら？」

「鳥だ。卵から孵かえったばかりの鳥は、自力では何もできない。羽ばたき、大空へ飛ひ翔しようするという難事を成なし遂とげるために、鳥は雛ひなとして育はぐくまれねばならない」

　フィオレッテが無言で頷くのを確かめ、ディナは改めてもう一度目礼して部屋を出て行った。



　当然寄り道などはせず真っ直ぐ帰宅し、自室の寝しん台だいに腰こし掛かけてディナは小さくため息をついた。

　同じ集合住宅でもエリヤの住まいとは違う、官庁街に近いエリアにある石造りの頑がん丈じような建物だ。部屋も大きめのものが二間続きになっている。家具もカーテンも上質ではあるものの、ほとんど飾り気けのない実用一点張りの品である事が、主の性格を反映していた。

「さて……」

　首を振って凝こりを解しながら、髪かみ留どめを外す。

　謹慎は仕方がない。理由はどうあれ自分が頭に血を上らせ、級友に拳を振るったのは事実なのだから。

　ただ、問題は日課である修練ができない事だ。

　学生の住まいとしては余裕のある部屋でも、さすがに中で剣を振り回まわすような広さはない。しかも、ディナが愛用しているのは並よりも遥はるかに長く重い一品なのだから。

　この集合住宅には広めの裏庭もあるけれど、謹慎の身である。食事やトイレなど、やむを得ない最低限の用事を別にして部屋から出るべきではない。ひとり住まいなので他人に見み咎とがめられる事はないが、見られない叱しかられないからと言って己に課せられた罰を勝手に和らげる事は、ディナの矜きよう恃じが許さなかった。

　しかし、剣の修練は一日休めば三日は退くと言われている。三日の謹慎では九日か十日分は腕うでが落ちてしまう。それもまた容認できない。

　仕方がない。せめて筋力は落とさぬように室内でできる鍛たん錬れんを中心に。後は軽い棒を使って型の反復だけでもやっておくべきだろう。

　襟ぐりの深い簡素な部屋着に替かえ、愛用の亜あ鈴れいを左右にひとつずつつかむ。

　下ろし、肘ひじの力だけで引き上げる運動。両りよう腕うでを水平に広げ、手首を返しながら腰を捻ひねる運動。肩かたを軸じくに上下に回す運動──反復は筋肉を強くするが、偏かたよったやり方を繰り返すだけでは力は強くなっても柔じゆう軟なん性せいを損なうし、関節や腱けんを傷める事もある。ディナは、有効な鍛錬法を子供の頃ころから学んでいた。

　腕だけではない。その場に立っての膝ひざの屈くつ伸しん。床に横たわり腹筋。四し肢し、胴どう体たい、首、全身をくまなく鍛きたえ、馴な染じませる。実じつ剣けんを使っての練習ができない分、室内でこなせる修練はいつも以上に重ねなければ。

　つい夢中になり、気がつくと窓の外はすっかり暗くなっていた。

「む……」

　汗あせを拭ぬぐい、下腹に手を当てる。

　いかん。つい集中しすぎてしまった──微かすかに鳴いている胃の虫に、ディナは己が失策を悟さとった。

　普ふ段だんならば学舎からの帰路に夕食を済ませたり食料品を買いこんだりするのだけれど、今日は状況が状況なだけに直帰してしまった。謹慎中の身で今からのこのこと買い物に出かける訳にもいかない。

　この空腹を、軽挙の罰として受け入れるべきか。

　いや。それは好ましくない。充分な栄養は、良く戦う身体をかたちづくるための基本だ。食事を蔑ないがしろにするのは危険すぎる。しかし謹慎処分を受けているのだ。外出は控えねば。

　隣りん室しつの人間に頭を下げて分けてもらうという手もある。ただ、問題は現在留守という事だ。確か仕事で遠出していて、帰宅は明日になると言っていた。

　堂どう々どう巡めぐりの思考に囚とらわれていると、ますます空腹感が募つのってくる。何とか解決策を見いださねばならない。何か突とつ破ぱ口こうはないものか。

　ディナが──文字通り──頭を抱えていると、不意にノックの音がした。

「誰だれか？」

　すぐさまドアを開ける。

「あ、あの……こんばんはっ！」

　顔中に緊張をみなぎらせて少し息を弾はずませ、小さな身体をさらに縮めるような強張った姿勢で、エリヤが立っていた。

「……こ、こんばんは……」

　意外な来訪者に、ディナも間ま抜ぬけな挨あい拶さつを返すしかない。

「な、何の用か？　いや、そもそもどうしてここがわかった？」

　級友ではあっても、日ひ頃ごろ互たがいの家を訪ねる用件などない。現に、ディナだってあの夜まではエリヤの住所など知らなかったし、興味も持っていなかったのだし。

「あ、あの……フィオレッテ会長が教えてくれて……その……何か差し入れした方がいいって……」

　見ると、エリヤの手にはバスケットが提げられていた。

「そうか？　とにかく入ってくれ。訊ねてきた客人を、いつまでも廊ろう下かに立たせておく訳にはいかない」

　謹慎中で過度に騒さわいだり遊んだりするのは論外としても、客を迎むかえる事までは禁じられていないだろう。

「い、いいよ！　これだけ受け取ってもらえたら……」

　目を逸そらしながらバスケットを差し出すエリヤの態度で、ディナはようやく自分の格好に思い至った。

　袖そで無なしで、襟えりぐりの深い部屋着──というよりはほとんど下着同然のものだ。鍛錬の直後なので汗で肌に張りつき、乳ち房ぶさの形までくっきりと浮うかび上がっていた。襟えり元もとからは水滴がちりばめられた乳房の谷間に汗の細い川が流れこんでいくのが見える。下も、太ふと股ももまで剥き出だしの短いパンツだけだ。

「ま、待ってろ！　すぐに何か着てくる！」

「だだ、だからいいってば！　僕ぼく、すぐに帰るから……」

「待ってろと言った！」

　うろたえて例にない大声を上げるエリヤを更なる大声で封ふうじて、ディナは一度ドアを閉めた。大おお慌あわてで手近なシャツをひっつかんで前のボタンを留める。裾が長めの品なので、ちょうど短めのスカートくらいの丈たけにはなった。あまり待たせるのもまずいと考え、とりあえずその服装で改めてドアを開き、戸と惑まどうエリヤを強引に引っ張って室内に招き入れ、居間の椅い子すに座らせる。

「……」

「ん？　どうかしたのか？」

　自分を見つめるエリヤの視線に些細な違い和わ感かんを覚えて訊ねる。上にシャツを着たから、もう胸の谷間が見えるような事はない。太股は出ているがこれはいつもの服装と大差ないはずだ。

「あ、ご、ごめん……。その……髪かみが……」

「ああ。そういう事か」

　学舎でも、狩りの時でも、ディナはいつも動きやすいよう長い髪を後頭部でくくっている。自然に下ろすのは部屋にいる時程度なので、級友でもほとんど見た事はないだろう。

「違和感があるのだな。結び直した方がいいか？」

「い、いいよ！　その……似合ってるし……」

「そ、そうか？　いや、わたしは、そういう事を気にした事はあまりない。そうか。似合っているのか」

「う、うん。似合ってる……と思うよ」

　ただディナから視線を逸らしただけではない。エリヤの目は天てん井じようや床など、部屋のあちこちをふらふらとさまよっている。

「どうかしたのか？」

「あ……ご、ごめん……っ。その……僕、女の子の部屋って入るの初めてだから」

「お、女の子の部屋？」

　意外な言葉に目を丸くする。

「その……何だ。わたしの部屋は、いわゆる一いつ般ぱん的てきな女の子の部屋などというものではないぞ。そういう意味での参考にはならん」

　ディナ自身同性の私室に入った経験がさほど多い訳ではないが、この部屋がちょっと特別なのは理解している。少なくとも無骨で実用一いつ辺ぺん倒とう、いわゆるかわいらしさとは無む縁えんだ。

「あ、女の子の部屋っていうか……、ディナの部屋って事で……。何か参考とか、そういう事じゃないんだ」

「そ、そうか？　うん、そうだな。参考だとか、わたしは何を変な事を言ってるのだろうな。はは……」

　何か微妙に会話が噛みあっていないような気もするが、何故かディナの頬は熱くなってしまう。

「とりあえずだ。訪ねてきてくれてありがとう。改めて礼を言う」

「う、うん……。その……お礼を言いたいのは僕の方で……。僕のせいでディナが謹慎処分になっちゃって……」

　卓たくを挟はさんで向かい合ったエリヤが、おずおずとバスケットを差し出した。

「ちゃんとお礼しなきゃいけないと思って……そしたら、あの、会長が……ディナは多分夕食の事とか忘れてるだろうから、何か持っていってあげなさいって……」

「……」

　ディナの細い眉まゆが、ぴくんと跳はね上がった。

「ぼ、僕じゃないよ！　会長がそう言ったんだ！」

「わかっている……。あの女め狐ぎつねめ……」

　信頼できる友というのは、言いい換かえれば相手の性格も能力もよく理解しているという意味だ。謹慎中のディナの行動──というよりは行動の失敗を、フィオレッテは完全に読み切っていたという訳だ。

　何が「余計な干渉はしない」だ。

　政治家を志す友の言葉を額面通りに受け取るほどディナも初う心ぶではないが、さすがにこれは騙し討ちではないか。最初から予想しているなら、エリヤに頼たのむ前に直接「謹慎中の食料の買い出しを忘れないように」と忠告してくれればよかったのに。

　それともこちらが食べ損なうのを予想した上で、何か思おも惑わくがあって敢あえて黙っていたとでもいうのか。

「そ、それに、その事を別にしても、僕がお礼をするって言ったら、このくらいしかできないから……」

　恥はずかしそうに俯うつむくエリヤに目配せしてから、ディナはバスケットにかかったナプキンを除いた。

　アプリコットジャムが塗ぬられたパン、刻んだハムや野菜を混ぜ込んだオムレツ、蓋ふた付きの缶かんを開けてみると中身はスープだ。

「急いで来たから、まだ冷めてないと思うんだ。僕は、もう食べてきたから……」

「うん。では、好意に甘あまえて早速頂ちよう戴だいする」

　多少の気き恥はずかしさはあるが、エリヤとフィオレッテの厚意を無む下げに扱あつかう訳にもいかない。何より腹の虫には勝てない。

　この恐るべき怪かい物ぶつは戮機スローターと違ちがって、剣で叩たたき伏ふせる事が不可能なのだ。

　スープを深皿に移し、食器をテーブルに並べる。まず、パンに手を伸のばす。

「……美う味まいっ！」

「ほ、本当？」

「わたしは世辞や追つい従しようは苦手だ。口下手だからな。本当に美味だから、そう言ったまでだ」

　──と言おうとしたのだが、パンを頬ほお張ばっているせいで言葉がもごもご籠こもる。

　恐らくジャムは既き製せい品ひんではなく自家製なのだろう。野や趣しゆあるアプリコットの自然な酸味と甘さがほどよく調和している。オムレツはしっかり均等に火が入ったタイプなのに空気の含ませ方が絶ぜつ妙みようで、ふわりと柔やわらかい歯ごたえとまろやかな風味は出来たての半熟にも劣らない。具として混ぜ込まれたハムの適度な塩気がアクセントになっている。

「これは、全部お前が作ったのか？　ジャムも？」

「うん……」

　画帳に金がかかるから食費を安く抑おさえるために自然に自じ炊すい中心になった、とエリヤは語った。

















「果物はちょっと傷んだり熟れすぎたりしたのを狙ねらうんだ。ほら、そういうのって安売りになるから……。煮にてジャムにすれば長持ちするしね。それに野菜も葉っぱの切れ端はしはただみたいな値段で譲ってもらえるし……あ、ごめん。人に食べさせるものなのに、こういう話しちゃって……」

「何を言う？　家計をきちんとやりくりするのは立派な事だ。わたしは不器用だから、どうしても外食とかで済ませがちだが……なるほど、いろいろ工夫しているのだな」

　スープに口をつける。

　具は、エリヤが言うところの「葉っぱの切れ端」だけなのに、微かだが確かに肉の脂あぶらの味が感じられる。コクがあるのにすっきりしていて、べたつくくどさはない。実家で供される上品な味付けとも、ハルクラインの店で食べる濃こいものとも違う、素そ朴ぼくでありながら奥おく深ぶかさを感じさせる風味だ。

「……これは？」

「オムレツに入れるハムを塩しお抜ぬきしたお湯をスープの出だ汁しにした。もちろん、上に浮いてる脂はある程度捨てるよ。加減間ま違ちがえると、味がくどくなって飲めたもんじゃなくなるけど、上手くやれば肉の風味だけ移せる。やっぱりハムも安い奴やつは長く保存できるように塩が濃いけど、こうすると丁度よくなって……」

「……そうか。見事なものだな。誰から教わった？　それとも料理の本で学んだとか？」

「自分でいろいろ工夫して……。あまり高い材料とか使えないし、無む駄だにしたらもったいないから……。親元離はなれるまで、自分で料理とかした事なかったんだけどね」

　要は戮機スローターについて記録し、考えるのと同じ事か。

　実家にいた頃、懇こん意いにしていたメイドから『料理は学問と芸術を合わせたよりも難しい』と聞いた事がある。水加減や火加減によって食材の性質が変化するのには一定の決まりがある。ある温度まではほどよく柔らかくなるが、それを超こえると風味が全て流れ出てしまう事もある。野菜でも何でも種類ごとに適切な煮加減は異なるから、一見簡単なシチューでも材料を一度に鍋なべに入れるのは素人しろうとのやり方だ。

　しかしそういう決まりだけを完かん璧ぺきに覚えればいいというものでもない。例えば人にん参じんが人参である限り変わらない性質もあるが、同時に二本の人参で太さ重さ味、全てが完璧に一いつ致ちする事もあり得ないのだから。

　背後を貫つらぬく法則を充分に理解しながら、個別の特性をその場で見み抜ぬき、対応する。その積み重ねが、より深い「次なる法則」として自分の中で熟成されていく。

『良い料理人とは敏びん感かんな舌とよく動く腕に加えて、聡そう明めいな頭脳も備えているものなのですよ』

　そう公言してはばからず、それに見合うだけの料理の腕うで前まえを持っている女性だった。

　あの時はよく理解できなかったが、今なら彼かの女じよの言葉の意味がわかる。

　戮機スローターを観察し、分ぶん析せきし、理解しようとするエリヤにとり、料理というのは水の合う作業なのだろう。これなら、本職の厨ちゆう房ぼうに入っても通用しそうだ。

「そう言えば、今日は仕事はいいのか？」

「うん。この間倒れちゃったから、監督が無理するなって……。正直、あまり休みが続くと財布が苦しいんだけどね」

「わたしがよく利用している食堂で見習いを募ぼ集しゆうしていたが、学生のアルバイトでもいいか今度聞いてみよう」

「え？」

「やはり君は力仕事には向いていない。バイトする必要があるのなら、素質や特技を活いかせる職場を探すべきだ。うん、それがいい。少なくとも、飯屋ならまかないもあるから、食いっぱぐれる心配もないしな」

「だ、駄だ目めだよ。僕の料理なんて、全然基き礎そとかできてない我流だし……誰かの下で修業した訳でもないし……」

「しつこいぞ。わたしが美味いと言ってるのだ。自信を持て、エリヤ」

　最後のスープを飲み干し、口元をナプキンで拭う。

「戮機スローターの研究と同じ事だ。最初は我流であっても、それが充分他人に通じる水準に達しているのなら、何も恥じる事はない……。あ、いや……本当に自信を持っていいぞ、うん……」

「どうしたの？」

　かたちよい眉を八の字にして不意に黙だまりこんだディナの態度を見て、エリヤが不安そうに訊たずねる。

「いや……。これだけ料理が上手い人に、わたしはあんなものを食べさせてしまったのかと思うと……」

「あの時はお腹が空いてて、でも自分の限界も考えずに無理しちゃって。ディナが助けてくれなきゃどうなっていたか！　あんな味でも、本当に嬉うれしかったんだよ！」

「しかし、あんな味でも、というような味だったのは事実だ」

　指摘に、エリヤは口元を押おさえる。

「わたしは学舎に入るまで料理をした経験などなかった。ひとりで食べる分には適当に自分の口に合えばいいという程度でやっていたからな」

「僕も同じだよ。ひとり暮らしをするようになってから、初めて料理して……」

「それでは同じ条件で下手なわたしが、ますます惨みじめではないか」

「え？　あ、そ、それはその……」

「冗じよう談だんだ。あまり恐きよう縮しゆくされては、わたしの方が困る」

　ディナが口元を緩ゆるめると、エリヤも安あん堵どの息を吐いて微笑む。

「エリヤの実家はどこだ？　ご家族の仕事は？」

「ベルグリーっていう小さな街だよ。南の方の。知らないでしょ？」

「ああ、それなら知っているぞ。わたしはバルフェンバルクだから、それほど遠くないな。何だ、同郷のようなものではないか」

　確かディナの故郷から半日ほど、大きな街道からやや逸れて位置する街だ。大戦シビル・ウオー時に戦場にはならなかったが、山が近いためにむしろ近年になってから小型の戮機スローターが現れている地域だ。

　父親は役場の書記。両親の他は兄と妹がひとりずつ。取り立てて裕ゆう福ふくという訳でもないが、贅ぜい沢たくさえしなければ苦労しないごく普ふ通つうの家庭だとエリヤは語った。

「親が勤め人だからね。農家や商店と違って家を継つぐ必要はないから……再興学舎に入るのは反対されなかったんだ」

「そうか……。そこはわたしと似たようなものだな」

「え？」

　意外な言葉に、エリヤは目を丸くした。自分とディナの共通点が見つからない。

「世間には学費が安く収まるから再興学舎を選ぶ者もいるが、君もわたしもそうではない。実家を継ぐ必要がないという点も一緒だ」

　国家が援えん助じよする基礎学校は一五歳さいで卒業となり、大半の人間はそのまま働く。再興学舎ではない上級の学校に進むのは余裕ある家庭の子女に限られる。あるいは医術など、特に高度な専門教育を必要とする者か。

「ディナの家って……？」

「本業は商いだ。祖父は、バルフェンバルクで市政議員をやっている」

「……名門なんだ」

「権力が世せ襲しゆうされないのは我が国の美点だ。実家が裕福な事は否定しないが、名門や名家という呼び方は正確ではない」

「あ、ごめん……」

「いや、いい。世間ではそういう見方をされるのはわかっている。それに、わたしも上に姉がふたりいる。家いえ屋や敷しきを継ぐとしてもわたしではない。だから、気ままなものだ。まあ、この性分だから商売や政治には向かないだろうしな」

　その自覚は幼い頃からディナの中にあった。だから自分にできる事、成すべき事を求めて身体を鍛え、剣けん技ぎを磨みがき、再興学舎に志願したのである。

　再興学舎は大戦で荒こう廃はいした国土を復興するためのものなので、再さい開かい拓たくが完かん了りようした地域では廃はい止しされ、より辺境に新たなものが設置される。だから志願し、入学を許可された学生は出身地や本人の希望とは無関係に「今、学生を必要としている学舎」へ振り分わけられる事になる。

　本人の意向が通用するのは、北か南かという大まかな地域くらいだ。

「子供の頃から身体を動かすのは好きだったからな。では、自分のやりたい事と世の中に求められる事の接点はないかと考えたら、自然と剣を取るという選せん択たくになった」

　己の右手を見下ろし、ディナは呟つぶやく。

「……すごいね。僕なんか、ただ戮機スローターに興味があって、もっと知りたいって思っただけで……他人の役に立つとか、そんな事は全然考えてないし……」

「あ！　いや、そういうつもりで言ったのではない！」

　慌あわててディナは掌てのひらを振った。

「どうもわたしは口下手でいかん。ぶっきらぼうというか、変に誤解を招く言い方をしてしまうな」

「ディ、ディナは悪くないよ！」

　お互たがいに恐縮し合って、気まずい沈ちん黙もくが訪れる。

　わざとらしくこほんと咳せき払ばらいしてから、ディナは会話を再開する。

「わたしは、深く掘ほり下さげた考え事は苦手だからな。単に、現在手っ取り早く必要とされる事を実行しているだけだ。私的な興味や関心が動機という事では何も変わらないぞ、うん」

「……胸を張って言うような事じゃないよ」

　笑う口元を手で覆おおう。エリヤの視線が自分の胸元から逸れた事に気づき、慌てて姿勢を正す。

「……あ、あのさ。ディナの気持ちも嬉しいよ。でも、僕がやってるのは、本当にただの趣しゆ味みだし……。僕、あの時、グレンゼルにあんな事を言われて悔くやしかった。だけど、自分じゃ何も言い返せなくて……」

「それは彼の主張の方がおかしいのだ！」

「だ、だから、それはもういいんだ。僕が悔しいのは……あの時、自分が悔しいと感じた事……。その事が、悔しいっていうか……恥ずかしかった」

「……」

　俯き気味のエリヤが慎しん重ちように選び出す次の言葉を、ディナは無言で待つ。

　浅せん慮りよと自じ称しようする彼女には、エリヤが何を言おうとしているのかわからない。わからないからこそ、真しん摯しにありのまま受け止めようと思った。

「悔しがるのなら、馬ば鹿かにされた事じゃない。自分の知識が足りなかった事、もう研究済みだって知らない事を悔しがらなきゃいけなかったんだ。ツェルギオに心当たりがあるのなら何とかその本を読ませてもらえないか、他に僕の知らない専門書がないか、訊ねるチャンスだったのに……。僕は、馬鹿にされた事で傷ついた気になって、黙っているしかできなかった！」

「……強いな、エリヤは」

「え？　そ、そんな事ないよ……。剣とか全然使えないし……それは、グレンゼルやジーグが言う通りだから……」

　恥ずかしげに顔を伏せるエリヤの目には、自分は映っていない。

　それがわかっているから、ディナはこの上もなく無防備な笑顔を浮かべた。

「剣や意い刃じん術じゆつの技、手足の力ではない。そうやって、自らの未熟さを見つめ、どこまでも己を高めようとする心が強い。わたしは、エリヤを友と呼ぶのを許された事を、心の底から誇ほこりに思う」

「……ありがとう……。あ、あの……っ。明日も、夕食とか……作ってきていいかな？」

「それは嬉しい……っ！　あ、いや……」

　テーブルから身を乗り出しかけて、ディナはいきなり口ごもった。

「気持ちはありがたい。しかし、わたしは謹慎を命じられている身だ」

「あ……そうだね」

　真顔のディナに、エリヤも残念そうな顔で答える。

「明日からは隣りん人じんから食料を分けてもらう事で対処する。それに、エリヤの住まいから運んでくるとどうしても冷めるし、持ち運びしやすいものしか作れないだろう？　謹慎が明けたら、その時は改めて自じ慢まんの料理を馳ち走そうしてもらいたいが、どうか？」

「う、うん！　喜んで！」

「申し訳ないな。夜毎ごと友と楽しく晩ばん餐さんをしては、罰にならない。きちんと処分を終え、後ろめたさのない状態でエリヤの料理を楽しみたい」

「……僕も、そういうディナから友達だって言われた事……嬉しいよ」

　おずおずと差さし伸べられた華きや奢しやな手と、真っ直ぐにそれを受け止めたしなやかで逞たくましい手が、互いを握にぎり合う。それが、その日の別れの挨拶であり、次の約束の証でもあった。








　　　第四章　　デュバーレイ砦とりでの惨さん劇げき





　いつもより早く登校してしまったのは、今日が四日目だからだ。

　ディナが謹きん慎しん処分を受けてから四日目の朝。つまり、彼女とまた学校で会える。

　自分だけ早く来てもディナが来ていなければ意味はないのだが、それでもエリヤは改めて彼女にお礼を言いたかった。

「ん……？」

　機猟科昇しよう降こう口ぐちに見覚えのある──しかしこの場には不似合いな人ひと影かげが見つかる。

「あら？　エリヤくん、お早う」

　エリヤが戸惑っている間に、向こうの方が先に会釈してきた。

　独特の長いスカート、そして片手には杖つえ。自治会長のフィオレッテだ。もう片方の手には、丸めた紙を持っている。

　第一七学舎全体の代表者だからこちらの校舎に顔を出すのも理り屈くつの上では自然なのだが、やはり珍しい。実際、あの一件で呼び出されるまでエリヤは彼女を間近で見た事さえなかったのだから。

「……ど、どうも……」

「あなたは、いつもこんなに早く登校するのかしら？」

「い、いえ……。そういう事ではなくて……」

　人と話すのは苦手だ。特に異性。しかも美人が相手だと、どうしても気き後おくれしてしまう。

「あ、あの……会長はどうしてこちらの校舎に？　あ、その……話したくない事なら別にいいんですけど……」

　あたふたと、つい必要もないのに否定された時の予防線を張ってしまう。慌てふためいた態度がおかしいのか、フィオレッテが笑う口元に手を当てる。

「くす……あ、ごめんなさい。らしいと思って」

「らしいって……何がですか？」

「ディナの、友達らしいという事」

「そ……そんな……」

　確かに彼女からはそう呼ばれた。面おも映はゆく、同時に誇らしくも感じたが、正直なところ自分がそれに相応ふさわしい人間だという確信は持てない。それなのに、フィオレッテは「らしい」などと評している。

「あなたは知らないでしょうけど、わたくしも彼女から友だなんて呼ばれてますの」

「はあ……」

　ますますわからない。この聡明で毅き然ぜんとした自治会長と、自分の間にどんな共通点があるというのか。それに「友」である彼女がどういう思惑で自分にあんな事を頼んだのか。

「先日も言った通り、わたくしはあなたという人間の能力や人格を評価している訳ではありません。高くも、低くもね。適切な評価を下せるほど深く知らないというのが正直なところですわ」

「……ど、どうも……」

　身も蓋もない物言いだが、エリヤとしては反論の余地がない。ただ、首を竦すくめるように不格好な首しゆ肯こうを返すだけだ。

「わたくしとあなたが互いに個人的な友という訳ではありませんけれど、わたくしの大切な友達が、あなたを信しん頼らいしたという事は得難い事だと思ってますわ。ですからあなたを友と呼んだ事が、わたくしの友であるディナにとって良い巡めぐり合あわせになる事を願っています」

「そ……その……それで、ですか？」

「何が、ですの？」

「だ、だから……僕に、彼女のところに夕食を持っていけって……」

　四日前の事を思い出す。

　審しん問もんの後、帰り際に改めて自治会長室に呼び出され、空腹で困っているであろうディナに夕食を届けるように指示されたのだ。その時はディナと会長が友達という事も知らなかったし、ただ彼女が困っていて自分にできる事があるのならと思って、深く考えずに言われた通りにしたのだが。

「あの子、不器用だから……」

　独り言のように呟くフィオレッテの視線はエリヤを見ていない。今ここに存在しているものではない何かを見つめている。

「彼女の友というのも骨が折れる事ですけれど、あなたもずっとそうであってほしいと……そう思いますわ」

「ぼ……僕も……彼女と、友達で……いたいです」

　微笑む会長に、エリヤは慎重に言葉を選んでそう答えた。

「や、やあ！　おはようっ！」

　不意に、妙みように不自然な大声が飛んで来た。

　話題の主が登校してきたのだ。

「おはようございます、ディナ」

「お、おはよう……」

　フィオレッテは優ゆう雅がに一礼し、エリヤはやはりひょこんと首だけでお辞じ儀ぎをする。

「機猟科にちょっと用事がありまして。そしたらちょうどエリヤくんとばったり会ってしまいましたの。あなたの話をしてましたのよ」

　口元を押さえ、フィオレッテは目を細めた。

「そ、そうか！　わたしはてっきり早朝からふたりだけで会っているから何事かと思ったが。そうか、単なる偶然か。ははは……っ！」

　制服の胸を張り、ディナがどこか寒々しく笑う。何故か顔が上気していた。

「さて！　謹慎も終わった。もちろん反省はしているが、あの一件についての罰ばつは受けた。今日からは心機一転して、また修練と実戦に励はげむぞ！　よろしく頼む、エリヤ」

「う、うん……」

　今度はいつも通りの明るく力強い声で、エリヤの肩を叩く。

「相変わらずやる気があって結構ですわ。では、これなどはあなたにとってはいい知らせかも知れませんわね」

　そう言ってフィオレッテは手にした紙を差し出した。広げて、ざっと目を通すとディナはそれをコルクボードの中央に掲けい示じした。

















　自治会長が持参したのは、もちろんありふれた戮機スローター狩りのメンバー募集ではない。機猟科一いつ般ぱん科合同の、校外自主研修の案内である。

　都市建設されているという基準ではこの街が最前線だが、その更さらに先には次の拠きよ点てんが既すでに築かれている。ここから北に一日ほど行ったデュバーレイの谷に設置された砦がそれだ。

　デュバーレイはハルクラインのように大戦以前に大きな街があった地点ではないが、再興なった都市群と国境の間を効率よく結ぶためにちょうどよい立地として選ばれた。現在は測量や水利、土木の技術者など総勢三〇人ほど常じよう駐ちゆうし、開かい拓たく民みん受け入れのための下準備を進めている最中だ。

　人里から遠いためいくらか危険な戮機スローターが現れる事はあるが、やはり駐ちゆう留りゆうしている戮機猟士スローター・イエーガーによって問題なく駆く除じよされているという。

　大戦から五〇年が経過したとはいえ、現在のエストワルトはかつての国土を確実に維い持じすべく要所要所に拓ひらいた街の間を街道で結んだだけの、粗あらい網あみのような国だ。この網の目を密にしていく作業は、これから二世代や三世代はかかるだろうと言われている。

　学がく猟りよう生せいであれ、一般学生であれ、再興学舎の生徒はそのために教育されているのだ。

　フィオレッテの提案は、希望者を募ってデュバーレイの砦に赴おもむき、最前線の現場で働く先達の姿を実地で学ぼうというものだ。これ自体は、珍しい事でも特異な事でもない。多くの学舎で半年か一年に一度実じつ施しされるありふれた課題だが、第一七学舎では今年度初の計画だった。



「往復各一日、現地での実地研修がまる一日の、都合二泊はく三日か……」

　ディナが文章を読んでいるうちに、徐じよ々じよに他の生徒たちが登校してきた。見慣れぬ掲示に、自然と人だかりが形成されていく。

「やあ。復帰おめでとう。君は、どうするのかな、ディナ？」

　後ろから声をかけながら、ディナの肩を叩いたのはツェルギオだ。大きく両腕を広げてよく通る声で訊たずねる様子は、まるで芝しば居いの主役だ。

「こんなの、行く事ないですよ。ツェルギオさん」

　ディナよりも先に、ツェルギオの傍かたわらのグレンゼルが口を開いた。反省文と謹慎三日の差が全人格の優ゆう劣れつに直結しているとでも言いたげに。

「これって、いつもの狩しゆ猟りよう報ほう奨しよう金きんは出ないんですよね？」

　ジーグも確認する。

　自主参加とはいえ、自治会が主しゆ催さいする公式の研修だ。個々の学猟生が計画し実じつ施しする戮機スローター狩りとは違って参加するだけで補助金が支給される訳ではないし、砦には猟士イエーガーが常駐しているため学猟生の出番はない。辛かろうじて取り分になるのは、行き帰りの道中で仕留めた戮機スローターから採れる部品だけだ。それも、整備中の街道を使うので遭そう遇ぐう率は低くなる。

「わたしは、参加しようと思う」

　ディナは即そく答とうした。

「報ほう奨しよう金きんは、目的ではない。最前線で活動する先達の姿を自らの目で見、直接話を伺うかがうのは貴重な機会だ。行き帰りに一般科の生徒を警護するのも、派は遣けんされた技師や荷馬車を守る本物の猟士イエーガーの仕事に近い経験になる。普段は戦える仲間同士で組んでいるからな」

「……いつもお荷物守ってるだろ」

「うん。君ならそういうと思ったよ。僕も同意見だ」

　小声で呟いたグレンゼルを遮さえぎって、ツェルギオが明るい声で答える。

「やはり僕たちのように将来人の上に立つ身としては、こういう事は率先して引き受けていかなければね」

「いや。別にそういうつもりではないのだが……」

　ぽんぽんと肩を叩かれディナは、戸惑いの表情を浮かべるしかない。

　ツェルギオの父は首都で再興庁の大臣を務めている。つまり、この学舎も管かん轄かつという事になる。

　将来国政に関わるという自覚に基づき、戮機スローター駆除の最前線を経験し、それを活かすというのがツェルギオの目標だ。学がく猟りよう生せいは誰でも知っている。本人が隠かくさないどころか、入学当時から公言しているからだ。

　彼かれの志は立派だし、大言に見合うだけの実力も有している。

　それを認めた上で、どうしても彼の物言いや態度には違和感を覚えてしまう。

「ツェルギオさんが行くなら……」

「まあ、俺おれたちだって嫌って訳じゃないし」

　ジーグとグレンゼルは早速意見を翻ひるがえした。

　付ふ和わ雷らい同どうは賞賛しがたいが、ふたりとも戦士としての腕前は確かだ。同行してくれるのなら戦力としてはありがたい。

「ぼ、僕も……」

　人混みの後方から、エリヤが遠慮がちに手を挙げる。途と端たんに、グレンゼルたちが眉をひそめた。

「僕も参加したいけど……」

　再開拓の最前線なら、ハルクライン周辺には見られない型の戮機スローターが出しゆつ没ぼつしている可能性は大だ。二日か三日の研修では目もく撃げきする事はないかも知れないが、対戦した猟士イエーガーから話を訊きき、残ざん骸がいを見る機会はあるだろう。彼が参加を希望するのは自然な事にディナには思えた。

「……何だよ、お前も来るのか？」

「まあ、いいじゃないか。整備中の街道を行って戻もどってくるだけ。一般科の学生も参加するんだし、いつもの狩りより安全なイベントだ。非武装の人たちを守るといっても、ほとんど形だけの体験だよ。エリヤくんが一いつ緒しよでも負担にはならない。彼の努力や自主性を蔑ろにするような物言いは、あまり褒ほめられた事ではないよ」

「す、すいません、ツェルギオさん」

　詫わびるのなら相手が違う──喉のどまで上って来た言葉を、ディナは口中に封じる。ここでグレンゼルを批判して事を荒あら立だてては、あの日の繰くり返かえしだ。

　この程度の言葉がエリヤを傷つける刃やいばたり得ない事を、自分は知っている。彼自身が堪こらえ、受け流しているのなら、自分が余計な口を挟む必要はない。

「できれば、もう少し早めに実施したかったのですけれど」

　それまで学がく猟りよう生せいたちの会話を黙って聞いていたフィオレッテが、穏おだやかだがよく通る声で事情を説明する。

　研修の希望そのものはふた月ほど前から打だ診しんしていたのだが、砦としてもある程度整備が済まなければ大人数を受け入れる余よ裕ゆうはないし、何よりも周辺に出没する戮機スローターの数や種類を把は握あくして学生が来ても安全だと言える程度の確証が得られるまで時間がかかったのだ。

「さすがにあまり大人数で練り歩く訳にもいきませんけど、優ゆう秀しゆうな学がく猟りよう生せいの方にも参加していただけると嬉しいですわ。一般科の方からは、わたくしを含ふくめ六人が参加する予定です」

　測量や建築など、各分野の主席級の名前をフィオレッテは並べた。

「うんうん。機猟科と一般科、専門は違えどこの国を守り、発展させていく仲間だ。特に両科のトップ同士、この期に日ひ頃ごろはなかなかできない交流が持てたらより有意義だね。そうは思わないか、ディナ」

「そういうものか？」

　自分とはまるっきり畑はたけ違ちがいの話題を振ふられても、ディナとしては首を傾かしげるしかない。名前を出されてもフィオレッテ以外は誰も知らないのだから。

「トップ含む優秀な顔かお触ぶれに、場ば違ちがいな奴がひとりいるけどな」

「おいおい。まずいって。またモメたらどうすんだよ」

　また小声とは言い難い微び妙みような音量で悪態を繰り返すグレンゼルを、隣となりにいるジーグが苦笑しながら肘ひじで小こ突づく。

　ディナは、ただ拳こぶしを握って軽けい薄はくな暴言を聞き流すしかなかった。

　当のエリヤが、無言で表情さえ変えずに耐たえているのだから。



　結局、総勢一三人が研修行に参加した。

　早朝にハルクラインを発ち、デュバーレイ到とう着ちやくは日が落ちた頃になる予定だ。山がちな地形を縫ぬうように緩やかに蛇だ行こうする街道を、ひと塊かたまりになって歩いていく。街から離れると、森も疎まばらになり左右の山や丘おかも乾かわいた土や岩いわ肌はだを剥むき出しにしている。

　一般科の学生はフィオレッテが事前に紹しよう介かいしていた通り六人。行政学専せん攻こうはフィオレッテだけで、残りは測量や建築など技術系が専門だ。学がく猟りよう生せい側はディナとエリヤ、ツェルギオたち三人に加えて術士のユーノと戦士のヴァルターが参加している。

　日頃はハルクラインから遠く離れる狩りには出たがらないユーノも、今回は狩りがメインではないし、安全な道を通るという事で加わったのだ。

「剣けん術じゆつに比べて、意い刃じん術じゆつはなかなか現場で働いている現役の人の話を聞く機会ってないでしょ？　せっかくだからと思って」

「俺は、最前線を見たいって方が強いな。卒業したらすぐにバリバリ働きたいし」

　谷間の道を歩く中、ユーノとジーグの術士ふたりはそんな雑談を交わしている。

「俺も、一応資格はあるんだぜ」

　さらに一般科の男子学生が術士用腕うで輪わを誇こ示じしながら話に加わった。

　意い刃じん術じゆつの素質はあったのだが、それよりも建築の方に関心があったため学猟生ではなく一般科へ進んだのだという。

「へえ。じゃ、護身術が剣じゃなくてこっちなの？」

「うん。まあ、基本的な術は一応習得してるよ」

　これも、時代がもたらしたある種の余裕だ。

　戦時なら、自分の興味や希望を優先して生き方を選ぶなどという贅沢は許されない。人類のため、国家のため、自らの生存のため、戦いに有益な資質を持つものはそれを使う事を要求される。

　旅程のほぼ中間には吊つり橋ばしが架かかっていた。沢さわに転がる石の角張り具合を見下ろせるくらいの高さで、恒こう久きゆう的てきなものではなく仮設レベルの作り。さすがに全員が一度に乗るのは危なっかしいので、何人かの小班に分かれて渡わたる事になる。

「えっと……足、大だい丈じよう夫ぶですか？　不安定ですけど」

「お構いなく」

　第二組の一人目として踏ふみ板いたに足をかけたジーグの言葉にフィオレッテは礼れい儀ぎ正ただしい、しかし感情の伴ともなわない笑みで答えた。

「全体の旅程が遅おくれたら他の方に迷めい惑わくですから、辛つらい時はちゃんと辛いと申し出ますわ。わたくしの歩きが実際に遅おそいようでしたら、その時は遠えん慮りよなくご指し摘てきください」

「はあ……」

　取りつく島もない態度に、ジーグは締しまりのない返答をするしかない。

「道がよく整備されていますわね。いい事ですわ。この橋も間に合わせなのでしょうけど、お年寄りや子供でも苦労なく歩けますわね」

　自らの足で確かめた事を口にする。

「街が国の臓器なら、道は血管。よい道がなければ、どれほど大きな街を作っても栄える事はありませんもの」

「なるほど。それが君の政治理念というか、国家計画の基本かな？」

　ひとり言めいたフィオレッテの呟きに、ツェルギオが芝居がかった口調で反応した。

「そういうほど大層なものではありませんわ」

「いやいや。立派な考えだよ。確かに人と人の交流、物資の流通。全ての基本は街道だからね。特に、このエストワルトのように広い国では重要だ。電信は数が限られているし」

　普通、街と街の間の連れん絡らくは早馬などを用いた伝令士が頼たよりだが、ある程度大きな都市の庁舎には非常時に備えて無線電信が備えられている。ただし、これも戮機スローターから回収した部品によるものなので数が限られるし、作動原理が解明されきっていないので完全に信頼できる代しろ物ものではない。

　発信側は電でん撃げきの意い刃じん術じゆつに似た現象が起きているのだと推察されているが、受信の機構はほとんどわからないし、文字や言葉と違って信号の有無しか送れないので、予あらかじめ定めてある簡単な符ふ丁ちようしかやり取りできないのだ。

　板を並べた橋だと、独特のリズムを持つフィオレッテの足音が普通の地面よりもはっきりと響ひびく。左右が均等ではなく、義足の側が短い奇き妙みような二に拍びよう子し。それでも普通に歩く分には他人と同じ速度を維持している。

　むしろ、遅れ気味なのはエリヤだ。最終グループの、いちばん最後のひとりとして、橋の微妙な揺ゆれに苦労しながら何とか渡り終える。

「大だい丈じよう夫ぶかい？　少し休きゆう憩けいしようか？」

「あ……だ、大丈夫。疲つかれたとかじゃなく……ちょっと考え事してて……。早く砦に着いた方がいいと思うし……」

　振り返って訊ねるツェルギオに、エリヤはいつもの途と切ぎれがちな答を返し、小走りで皆みなに追いついて来た。

「どういう意味だ？」

「その……上う手まく言えないんだけど、少し変じゃないかって……気のせいならいいんだけど……」

「変とは、何がだ？」

　エリヤが口にした違和感を具体化すべく、ディナはさらに訊ねる。

「た、大した事じゃないんだ。ただ、ここまで一度も戮機スローターを見かけてないから……」

　言われて初めてディナも気づく。

　確かに開けた街道とはいえ、ハルクラインからデュバーレイまでの間は無人の野だ。人里から半日も離れれば、小型の二体や三体、現れても不思議ではない。

「こっちの人数が多いから、びびって出てこないだけだろ？　剣けん持って戦わなくても、そのくらい常識で判断しろよな」

　嘲あざけるはもちろんグレンゼルだ。

「確かにちょっと珍めずらしいね。きっと砦の人たちの働きで、周辺の戮機スローター駆除が進んでいるんだろう。いい事だよ。僕たちも励まないとね」

　険悪にならないようツェルギオが巧こう妙みようにまとめて話を打ち切る。しかし、ディナの脳裏にこびりついた疑念は晴れない。

　そもそも街から離れれば戮機スローターの出現頻ひん度どが上がるからこそ猟士イエーガーが必要とされ、学猟生にも狩かりが推すい奨しようされているのだ。エリヤの指摘通り、まるっきり姿を見せないというのは不自然に過ぎる。そもそも戮機スローター一体一体の構造や戦法は解明されていても、より根本的な部分は未知のままなのではないか。

　例えば、戮機スローターがどういう判断基準で人間を襲おそうのか。人目につかない時はどこで何をしているのか。猟士イエーガーや学猟生がとどめを刺させず、逃のがれた戮機スローターはどこへ行くのか。

　不安を感じているのはディナひとり──あるいはエリヤを含めてふたりだけか。

　他の皆はツェルギオが話題を換えたのを幸い、他愛もない雑談に興じている。

「どうしたんだい、ディナ？　元気がないようだけど？」

「いや……さっきの事を考えていた」

　黙もつ考こうしているのを怪け訝げんに思い、ツェルギオが陽気な笑顔で話しかけてくる。

「あまり考えすぎる必要はないんじゃないかな？　大戦シビル・ウオーからもう一〇〇年以上も経っているんだ。戮機スローターだって減っても不思議じゃないだろう？」

「むしろ、これだけ時間が経っても減っていないと見るべきではないか？　エリヤ、君はどう思う？」

「え……っ？　そ、その……僕は、一体ずつの仕組みは調べてるけど、そっちの方はあまり……」

　いきなり話を振られて、エリヤの声がいつも以上に上うわ擦ずる。

「何でもいい。思いついた事を話してくれればいいのだ」

「う、うん……。じゃあ本当にただの素人しろうと考えだけど……。僕も、減ってないんじゃないかと思う……。でも……」

「エリヤくん」

　ツェルギオが声を潜ひそめ、軽くエリヤの肩を叩く。

　身長差が頭ひとつほどもあり、肩かた幅はばや胸板の厚みも違うので、同どう年ねん齢れいなのに大人が子供を窘たしなめているような雰ふん囲い気きになる。

「君にもまあ、いろいろ不満はあるんだろうけど、あまり迂う闊かつな事は喋しやべらない方がいいんじゃないかな？　君に風当たりが強いのは事実なんだし、僕だって庇かばいきれない事もあるからね」

「ぼ、僕はそういうつもりじゃ……」

　口ごもって下を向くエリヤの足が遅れた隙すきに、ツェルギオがディナと肩を並べるポジションに滑すべりこむ。

「ディナ、君もだよ。弱い者を守ろうという気持ちは大切だ。僕たちのような責任ある強者に求められる徳と言っていい。だけど、それに囚とらわれているだけでは駄目だ。真に優秀な人間同士が刺し激げきし合ってより高い場所へ到とう達たつするのも、選ばれた存在の義務じゃないかな？」

「選ばれた、とはどういう事だ？　自治会長はともかく、わたしは誰だれかに投票で選出された訳ではないぞ」

「ははは。それは、君流のユーモアかな？　まあ、僕が君の事を特別な仲間だと思っているという事実は忘れないでくれよ」

　ツェルギオが善意で言っているのは理解できる。

　彼が極めて優秀な学猟生であり、ディナには欠けている大局的な視点や統率力を持っている事も。

　だからツェルギオから評価されている事は、光栄に感じるべきなのだろう。

　理性がそう命じても、ディナはツェルギオの言葉に賛同できない。だから何の返答もしない事が、彼女に選択できた妥だ協きよう点てんだった。



　西の空が朱しゆから藍あいへと染め変わる頃ころ、ようやくデュバーレイの砦が見えてきた。

「本当に谷間なんですね」

　一般科学生のひとりが呟く。

　左右に切り立った裸はだかの岩肌がそそり立ち、その間の狭きよう隘あいな平地は蛇へびの這はい跡あとのように見えた。ほとんど不毛の土地にぽつんと砦だけが建っている。

　石造りの四角い構造をがちがちに組み合わせた実用本位の二階建てで、さらにその倍ほどの高さもある見張り塔とうも組みこまれている。さらに頑がん丈じような石造りの防ぼう壁へきが取り巻き、その門もん扉ぴは鋼鉄だ。

　現状での戮機スローターの出現頻度や強さを考えれば過か剰じようとも思えるほどの強固さだが、貴重な人材を守るため法で定められた安全基準である。第一陣じんの開かい拓たく要員は三〇名だが、水利や菜園など最低限の態勢が整い、戮機スローターの駆く逐ちくが確認されれば随ずい時じ人員を受け入れるため、建物はやや大きめに造られている。あるいは、ディナたちも卒業と同時にここへ派遣されるかも知れないのだ。

「ここは、元来河だったからね」

　解説を始めたのはツェルギオだ。

　元来この谷は北の山地から発する大河の支流だった。しかし、大戦シビル・ウオーの際に上流が戦場となった余波で大規模な崖がけ崩くずれでせき止められ、現在はこのような涸かれ谷だにになっているのだ。

「地形がこうですから、交通の要よう衝しようとして重視はされても街そのものを大きく発展させるのは難しいですわね」

「うん。経済的にも自律的な発展は困難だと思うよ。国家直ちよつ轄かつ地ちにして市長を派遣して、機能集約型の都市計画を推進するべきじゃないかな？」

「それでも食料の自給率は高めたいですわね」

「ただ、水源が厳しい。ここを掘って井い戸どが湧わくのはあまり期待できないよ。今のところは本流から汲くんできた水を溜ためて使っているそうだけど」

「河から水道を引くのがいちばんでしょうけど……今までにない独自の設計が必要になりますわね」

「ああ。市内に張はり巡らせるのとはまた違う工夫になるね」

　フィオレッテとツェルギオの会話に、ディナはもちろん、一般科の学生たちも口を挟はさめずに聞いているだけだ。

　ただ、エリヤだけがふたりとは違った眼差しで谷間の砦を見つめている。

「どうした、エリヤ？」

「灯りが……点ついてない」

　既に外は暗い。それなのにどの窓にも光がない。

「皆さん、早はや寝ねだとか？」

「いいえ。わたくしたちが今夜到着する予定ですから、何も音おと沙さ汰たがないという事はありえません」

　冗談めかしたユーノの言葉を、フィオレッテは冷れい徹てつに否定する。

「とにかく行ってみよう。目の前なんだしね」

　ツェルギオが先導する。皆の足が心なしか速まり、フィオレッテとエリヤが数歩後から追いかける形になった。

「え？」

　先頭を走っていたジーグが、不意に足を止めた。

　目の前で地面が盛り上がったのだ。

　柔やわらかい土ではない。かつての川底が乾いた、粒りゆう子しの細かい粘ねん土どをしっかり固めたような滑なめらかな地面に硬かたい石が混じったものが、ひび割れながら跳はね上あがった。

　細かな振しん動どう音おんを立てながら、銀色の戮機スローターが姿を現す。

「〈モール〉？」

　いや。〈モール〉ではない。

　普通〈モール〉は柔らかい黒土の中を掘り進すすみ、潜む事はあってもこんな硬い場所に現れる事はない。系列に属するのは一種だけ。〈スネーク〉に対する〈ヴァイパー〉や〈ヒートヴァイパー〉のような亜あ種しゆの存在もこれまで確認されていない。

　では、これは何だ？

　頭の片かた隅すみに浮うかんだ疑念はしかし、ディナの行動を阻そ害がいしなかった。

　大だい剣けんを抜ぬき放ち、〈モール〉に似た戮機スローターへと突つきかかる。

　地底を進むという特異な機能のために他の全てを諦あきらめているのが〈モール〉だ。武器と言えるのは掘くつ削さく用でもある胴どう体たい前面の回転刃だけだし、滑らかな体表もスムーズに土中を進むためのものであって装そう甲こうとしては薄うすい。構造の隙すき間まが弱点なのも他の戮機スローターと同じだ。

　多少奇妙な形であっても、戮機スローターは戮機スローター。

　着実に、仕留めるだけだ。

　ヂィッ！

　だが、ディナが突き立たてた切っ先は不快な金属音を立てながら〈モール〉の表面を滑った。

「何っ？」

　あり得ざる感かん触しよくが、柄つかから籠こ手てを通じて掌に伝わる。

〈モール〉に限らない。小型の戮機スローターなら、この一いち撃げきで確実に貫かん通つうできるはず。そのはずなのに、想定外の硬さが刃を滑らせたのだ。

　一体だけではない。最初のものが開けた穴をくぐり、もう一機の〈モール〉が姿を現す。

「大丈夫！　こっちは僕に任せろ！」

「気をつけろ！　普通とは違う！」

　ディナが警告するより早くツェルギオが飛び出した。細く鋭するどい剣けん先さきがセオリー通りに関節の隙間を狙ねらう。

　響いたのは金属の音色。

　剣先が止められた、短い単音。

　ディナの時と同じだ。極めて正確に繰り出だされた刃はしかし〈モール〉に通らない。普通の〈モール〉なら構造が剥き出しになっている部分が、蛇じや腹ばら状の鎧よろいで覆われているのだ。

「ば、馬鹿な……っ！」

　予想外の事態に、ツェルギオは飛び退いて間合いを取り直すのが精せい一いつ杯ぱいだった。グレンゼルやヴァルターも闇やみ雲くもに突きかかり、あるいは剣を叩きつけるが変種の〈モール〉は全てを跳ね返す。

　重じゆう装そう甲こうの、異質な戮機スローター──〈アーマーモール〉とでも呼ぶべき代物だった。

「意い刃じん術じゆつ！　意い刃じん術じゆつなら！」

　あたふたと退きながらジーグが腕うでを突き出す。指先に光球が浮かび上がり、炎ほのおの弾だん丸がんが連射される。

　赤い色は出力調整が不ふ充じゆう分ぶんで、収束率が低い証しよう拠こだ。

　いつもなら、このレベルでもモールだったら一撃で半はん壊かいする。しかし、ジーグが頼りにしていた定石は通じない。炎の矢は〈アーマーモール〉の艶あでやかな体表で弾はじけ、細かな火の粉となって霧む散さんしただけだ。

「ど、どけっ！　僕だ！　僕がやるっ！」

　ツェルギオが腕輪を操作する。伸ばした左の指先に青白い炎光が渦うず巻まき、一気に爆はぜる。

　火か炎えんの弾丸が〈アーマーモール〉へと降り注ぐ。

　どの一発も、普通の〈モール〉なら胴どうの半分を抉えぐり取とるほどの威い力りよく。

　それを〈アーマーモール〉の背は弾き返した。

　金属の装甲が一いつ瞬しゆん赤熱したが、それだけだ。

　微かすかに変色した痕あとが残るが、すぐに機体を震ふるわせて再び這い回まわる。

「ひっ！　く、来るなっ！　来るなっ！」

　ツェルギオが乱発する術は全くの無む駄だではなかった。〈アーマーモール〉が防ぼう御ぎよ姿勢を取り、足が止まる。

　その隙に、ユーノも術を練った。細い指の先せん端たんで空気が青白く凝ぎよう縮しゆくしていく。乱発ではなく力を集約した衝しよう撃げき波はが放たれ〈アーマーモール〉を直ちよく撃げきする。火炎や電撃と違ちがい、衝撃波は本体を破は戒かいできなくても押しのけ、跳ね飛とばす力がある。ツェルギオの術が通じないのを見て、咄とつ嗟さに種別を切きり替かえたのだ。

　それでも、一撃では決しない。

　装甲の一部がめくれ上がり、本体がひっくり返ったが、まだ動きは止まっていない。

　いつもの華か麗れいな剣けん捌さばきとは違う。撒まかれた食料に群がる野良犬にも似た慌てた動きでツェルギオが飛びつき、裏返った〈アーマーモール〉にまたがって押さえつけ、晒さらされた腹──蛇腹の隙間をほじくるように刃を突き立てる。

　一体はこれで動きを止めたが、ディナと対たい峙じしている方はまだ健在だ。

　ヴウウウウウウウ……。

　刃を回し〈アーマーモール〉が身を屈かがめ、跳ね上がる。

　これもあり得ない。〈アーマーモール〉が跳ちよう躍やくするなど！

　驚きよう愕がくが脳を満たし、思考を制止する。

　だが、脅きよう威いは練り上げた肉体を敏びん感かんに反応させる。

　引いた剣を素早く振り上げ、即そく座ざに振り下おろし〈アーマーモール〉の軌き跡せきと交差させる。

　加速と重量。

　突きで装甲を突き破やぶる事ができないのなら、装甲ごと叩たたきつぶせばいい！

　斬撃が〈アーマーモール〉の胴体を断ち割る。歯車と鋼線の破片が飛び散り、黄色い火花が閃ひらめく。

　両断された戮機スローターは地面に転がって数度痙けい攣れんした後、ようやく機能停止した。

「……な、何なんだ……一体……？」

「どいて！」

　青ざめた顔で震えるツェルギオを押しのけ、エリヤが飛び出してくる。既に分厚い手て袋ぶくろを填はめ、残骸をつかみ、持ち上げ、ひっくり返し、顔を寄せる。

「何か、わかるか？」

「……駆く動どう部ぶの配置とか、基本的な中身は普通の〈モール〉と変わらないみたいだ」

　ディナが声を掛かけても、エリヤは戮機スローターの残骸から目を逸そらさないまま答える。

「……だけど、後こう肢しのところに〈トード〉と同じバネが仕込まれている。きっと、これを使って跳ねたんだ……。外装は、ずいぶん厚い。並の三倍……いや、四倍はあるかも……。曲がり具合も微妙に違う？　このせいで剣が滑るのかも……」

「……こういう機種の事を、本で読んだ事はあるか？　あるいは、人から教わった事でもいい」

　エリヤは無言で首を横に振る。

「知らないっ！　こんな戮機スローターは知らないっ！　あり得ないはずなんだっ！」

　訊ねられてもいないツェルギオが、大声で叫さけぶ。

「こんな馬鹿な事があるか！　たかが〈モール〉に、僕ぼくが苦戦するなんて……。そ、そうだ！　砦の猟士イエーガーたちは何をしてるんだ！　戮機スローターと戦うためにここに来ているんだろう！　怠たい慢まんじゃないか！　こんな事はあり得ない！　大戦シビル・ウオーの記録にもない戮機スローターが砦の近くに現れるなんて！」

　怠慢かどうかは別にして、あり得べからざる事態だというのはディナも同感だった。

　大戦は無数の戮機スローターと人類全体の総力戦だったから、大小多様な戮機スローターが記録に残っている。全ての人間の敵に関する情報は各国で交こう換かんされ、整理されてもいる。現在ディナたちが戦っているのはその残ざん滓しに過ぎない。少なくとも近年、過去に確認されていなかった未知の戮機スローターが発見された例はない。

　そもそも大戦時に現れた戮機スローターも、古代の文ぶん献けんに登場するものばかりだったのだ。

「……新しい戮機スローター……。まさか……三〇〇年、先例がないのだぞ……？」

「……三〇〇年でも一〇〇〇年でも……前に例がなかったからって、これから永遠にないとは限らない……と思う……」

　呆ぼう然ぜんと呟いたディナに答えたのは、自信なさげなエリヤの小声だけだ。

　他の全員はただ震え、怯おびえ、あるいは戸と惑まどっている。

　フィオレッテひとりが、口元に手を当ててじっと考えこんでいる。

「とにかく早く砦に逃にげ──行きましょうよ。また変な戮機スローターが襲ってきたら大変だし、中の人たちなら何か事情知ってるかも知れないし。そうしましょうよ、ツェルギオさんっ！」

「そ、そうだな。よし、みんな、急ごう。僕に続くんだ！」

　グレンゼルに促うながされてツェルギオが走り出し、ほとんどがそれに続く。

「待て！」

　砦に灯りがない意味を考えろ──叫びかけて、ディナは結局ツェルギオたちを追いかけた。中が安全という保証はないが、外にいても危険は変わらない。現に、戮機スローターが現れたのだから。

「エリヤも、フィオレッテも、来い！」

「う、うんっ！」

「わかりましたわ」

　ふたりもディナに続く。義足のため走れないフィオレッテにエリヤが肩かたを貸す。ディナには縋すがらない。彼女の身軽さを妨さまたげない事が全員の生存に繋つながると、三人とも理解していた。

　重々しげな鋼の門もん扉ぴを押おし開あけ、中庭を一気に駆かけ抜け、ツェルギオたちはデュバーレイ砦を目指す。

「はぁ……はぁ……。た、助けてくれ！　変な戮機スローターがっ！」

　一番に取りついたグレンゼルが、叫びながら扉とびらを開く。

　シャッ！

　待ち構えていたように、一機の〈スネーク〉が飛び出してきた。

　間ま違ちがいなく〈スネーク〉だ。〈スネーク〉のはずだ。〈ヴァイパー〉に見られる頭部の武器がない。

　ただ、普通は内部の細かい部品が剥き出しになっている部分も外装に覆われている。

「わぁっ！」

〈アーマーモール〉相手に抜いた剣はそのまま右手にある。狙いも何もなく、ぶんぶん振り回す刃が、一度は敵の頭を弾いた。

　一度──だけ。

　はたき落とされた〈スネーク〉は、すぐさま胴を伸のばしてグレンゼルの太ふと股ももに噛かみついた。

　通常の〈スネーク〉にはない鎌かま状じようの刃が一対、頭部に収納されていたのだ。

「ぎぁあああっ！」

　悲鳴を上げてグレンゼルが転がる。

　ツェルギオたちは既に数歩後ずさっていた。意思や判断ではない。反射的な恐きよう怖ふが彼らを退かせる。

「どけっ！」

　怯えるツェルギオたちをかき分け、ディナが〈スネーク〉に躍おどりかかる。

　頭部に刃を備えているが〈ヴァイパー〉とも違う。刺し貫つらぬくのではなく、鎌かま型の刃が鋏はさみのように開閉し、虫の牙きばのようにグレンゼルの肉を切り裂さいたのだ。長く曲がった刃は脚あし正面の鎧を裂き、内うち股ももに突き刺さっていた。

　ただの外装ではなく〈アーマーモール〉同様の装甲だ。通常型とは違い、最低限の関節部以外は全て滑らかな暗銀色で覆われている。

　隙間を突くやり方は通じない。

　幸い〈スネーク〉型である以上、関節部は多い。〈アーマーモール〉のように隈くま無なく装甲こうされている訳でもない。狙うなら、そこだ。

　足下から伸び上がる亜種──〈ファングスネーク〉の噛みつきを、上体を捻ひねって躱かわす。だが、敵はそのまま長い胴をディナの身体に絡からめてきた。

「くっ！」

　本物の大だい蛇じやならともかく〈スネーク〉系が使う戦法ではない。腕そのものは自由だが、密着されては上段から剣を振り下ろす事ができない。手足を厚く固めて刃を弾くような鎧は、全身を締め上げてくる敵には無効だ。

　回りこんで切り裂く曲がった牙、力による締め付つけ。どちらも従来戮機スローターに対して有効とされていた防具の弱点を突くような攻こう撃げきだ。

　何か他の武器は──あった！

　グレンゼルが開けたままの扉の縁ふちに、全身でぶち当たる。ディナ自身の身体と鉄の板で〈ファングスネーク〉の頭を挟む形になった。

「ほおぉおおおおっ！」

　雄お叫たけびを上げ、全身に力を込める。

　押さえこみを緩ゆるめて頭が自由になれば、あの牙がこちらの全身を切り刻む。

　このまま押し切れるか？

　不意に、ディナの身体に衝しよう撃げきが加わる。

　エリヤだ。

















　意図を察し、ディナと巻き付く〈ファングスネーク〉にまとめて体当たりしたのだ。

　鈍にぶい軋きしみとともに〈ファングスネーク〉の首関節に扉がめり込む。身体を締め付ける力が弱まる。

「離はなれろ！」

「う、うんっ！」

　エリヤが飛び退いて尻しり餅もちを突くと同時に、ディナは強引に〈ファングスネーク〉を振りほどいた。そのまま剣を相手の首に突き立て、ねじ切る。金属が擦こすれ合う響きが、鼓こ膜まくに突き刺さる。

　頭と胴の接続を絶たれた〈ファングスネーク〉は、身体をだらりと伸ばしたまま止まった。

「ありがとう……エリヤ。助かった……」

　途切れそうな息を継つぎながら礼を述べる。

　装甲や攻撃手段に差さ違いはあっても、戮機スローターである限り関節部が弱点である事は変わらない。少なくとも、厚い金属板で覆われている部分よりは破は壊かいしやすいはず──咄嗟にこちらの意図を汲んで同調してくれなければ危ないところだった。

「……痛ぇ……！」

　そうだ。グレンゼルは？

　悲鳴に、ディナは振り返る。

　グレンゼルは自らが流した血に塗まみれて、弱々しく藻も掻がいていた。

　傷口は太股の内側。致ち命めい傷しようになる位置だ。鮮あざやかな赤い血がどくどくと溢あふれ出でて、地面に広がっている。

「中に運んで！　扉を閉めなさい！」

　フィオレッテが指示を飛ばし、ジーグがグレンゼルの身体を内側に引きずる。全員が砦の中に入ると同時に、エリヤが重いドアを閉める。

　ディナは剣を構え、周囲を警けい戒かいする。

〈ファングスネーク〉は砦の中から現れたのだ。

「誰か灯りを！　それと水を用意してください」

　いつにない鋭い声で飛ばされるフィオレッテの指示で、一般科学生のひとりが砦内に据すえ付けてあったランプを灯す。フィオレッテは自らの鞄かばんを開き、薬品や包帯を取り出した。

「……痛え……痛えよ……畜ちく生しよう……っ！」

「静かに」

　血色を失った顔で苦痛を訴うつたえるグレンゼルに、フィオレッテが冷たい声を浴びせる。同時に、その手は血に塗れながら傷の手当を続けていた。

　持参しているのはありきたりの簡易な薬箱だけ。高度な治ち療りようなどできない。

　傷口を水で洗い、血止めの膏こう薬やくを塗ぬりつける。傷の深さと位置からすれば、気休めにもならない薬品だ。青白色の軟なん膏こうを押しのけて、一定のリズムで血が噴ふき出し続ける。金かな臭くささが周囲に広がる。

「落ち着きなさい。深い傷ですが、止血さえすれば命に別状あるものではありません」

　傷口に清潔な布を当てた上から強く掌で押さえつけ、そのまま包帯を巻き付ける。

「頼たのむよ……手当……治療してくれよ……」

「現状では血を止めるだけで精一杯ですし、それだけで充じゆう分ぶんですわ。痛みは、耐えなさい」

　直接圧あつ迫ぱく止血法という基本的かつ有効なやり方だ。

　かなりの深手であっても、ほとんどの出血はこれだけで止める事ができる。重要な動脈などを押さえつけたり心臓に近い位置を縛しばるようなやり方は素人しろうとには難しい上に、血の流れを遮られた部分が腐くさるなど害の方が大きい。

　戮機スローターと戦う学猟生は、自らの身を守るため基き礎そ的てきな医い療りようについても学ぶべしと言われている。だが、近年は負傷の程度を判定する知識や応急手当などは蔑ないがしろにされる傾けい向こうにあった。

　傷の治ち療りよう法ほうを学ぶよりも攻こう撃げき力りよくを高め、向こうから反はん撃げきを受ける前に戮機スローターを撃げき破はする方が確実──その考え方が主流だったからだ。

　実際、それで通用していた。

　昨日までは。

　だが、今は違う。

　彼らが遭遇したのは剣を容易に通さぬ強固な装甲を持ち、今までにない攻撃を繰り出す未知の戮機スローターなのだ。

「……とりあえず、血止めはしました。傷口に違い和わ感かんがあったら仰おつしやってください。後は無理をせず、出血で失った水分を補給する事ですわ」

　手巾ハンカチを取り出してフィオレッテは額の汗あせを拭ぬぐった。手が血ち塗まみれのままなので、布どころか彼かの女じよの顔まで赤く汚よごれる。だが、洗うような余裕はない。

　気持ちの上でも、水が足りないという即そく物ぶつ的てきな意味でも。

「で、でも……補給っていったって、水は……？」

　不安な声を上げたのはユーノだ。

　元々がさしたる危険もない視察と見学のはずだった。水や食料を存分に用意しているわけではない。

「間に合うかどうか、ではありません。まず分量を確認しなさい。砦とりでの中を、調べましょう」

「みんな、下がっていろ」

　ディナは入り口と向かい合う扉に張りついて聞き耳を立てる。中は多目的ホールのはずだ。物音も気配もない。

「僕が、開けるよ」

　エリヤがノブをつかむ。目配せを受けて、ディナが両手で剣けんを構える。

　ごくり……自分とエリヤがそれぞれ唾つばを飲む音が、身体の中で雷らい鳴めいの如ごとく大きく反はん響きようしたような気がした。

　緊きん張ちようした面持ちで、エリヤが両手でドアを引く。

　中には──誰もいなかった。

　生きている者、動いている者は誰も。

「いやぁあああっ！」

　後ろから様子を窺うかがっていたユーノが悲鳴を上げる。

　広い床ゆか一面に、かつて人間だったものが撒き散ちらされている。

　千切られた腕、切り取られた脚、引ひき裂かれた腹──頭の数は二〇ほどか。

　半分の遺体は武装の痕こん跡せきがあった。細い剣が欠け、折れ、あるいは熱で曲がった形で何本も転がっている。

　人間の残骸に紛まぎれて、型の判別がつかない壊こわれた戮機スローターも一、二体転がっている。だが、エリヤさえ血に汚れたそれに近寄らなかった。うずくまって嘔おう吐としていたからだ。

　流血の量は別にしても、綺き麗れいな亡なき骸がらはひとつもない。どの遺体も一撃で絶命しているのではなく、何か所もの傷を受けて倒たおれている。最後まで抗あらがったからこその凄せい惨さんさである事が、ディナにはわかった。

　敬意は抱いだくが、黙もく祷とうを捧ささげている暇ひまはなかった。

「しっかりしろ！　戮機スローターの残骸だけではない。敵が残した傷も、大切な資料になる」

「う……うん……」

　エリヤを叱しつ咤たするディナも、決して平静ではない。気き丈じように振る舞まってはいるが、声は震えている。

　彼女も死体を見慣れている訳ではないのだから。

「……刺してるんじゃない……。これ、切った傷だよね？」

「わたしも同感だ。グレンゼルを襲った奴やつもそうだった」

　苦い言葉を交わし、確認する。乾いた血のせいではっきりと判別はできないが、長く直線状に切り裂かれた傷口が目につくし、切断された腕の断面も比ひ較かく的てき滑なめらかだ。防具の中には重い鈍どん器きで叩きつぶされたような痕跡もある。

　いずれにせよ、標準的な戮機スローターの戦い方とは異なっている。

「他の部屋も確認する。一緒に来い！」

「う……うん……」

　青ざめた顔でふらふらと立ち上がったエリヤの手を引き、砦の中を確認する。やはり生存者はひとりもいなかった。猟士イエーガーも技師も区別なし。季き節せつ柄がら腐ふ敗はいの進行は遅いが、状じよう況きようから死後一日前後だろうとディナは判断した。

　上の階や見張り塔も巡じゆん回かいしたが、動いている戮機スローターは最初の〈ファングスネーク〉一体だけ。他には見あたらない。

　とりあえず一階奥おくの食堂には死体がなかったので、全員がそこに集まる。

　横たわるグレンゼルの上には砦内で調達した毛布が何枚も重ねられ、その周りを残りの全員が自然に車座で取り巻いた。

「……ホールで破壊されていた二機と〈ファングスネーク〉だけで、ここの全員を殺したのか……？」

　不意にディナが疑問を呟つぶやく。

　とりあえず名前がないと話しづらいので、ディナが思いついた〈アーマーモール〉〈ファングスネーク〉がそのまま仮か称しようとなっている。

「多分……そうじゃないと思う……」

　答えたのは、エリヤだけだ。

「どうして、そう言える？」

「ディナが言う〈ファングスネーク〉って奴の、口元の刃……汚れてなかった。外で戦った〈アーマーモール〉もそうだったし……」

「では、ホールの二機と砦の全員が相討ちになったのか？」

　さすがにそれはあり得ない事のようにディナには思えた。

「……違う。砦の、外にもっといる……んじゃないかと思う。砦の人たちを全ぜん滅めつさせた後、一度外に退去して……人間が訪れるのを待ち構えていたとか……例えば、僕らみたいのが来るのを……。確信じゃなく、ただの推測だから間違ってるかも知れないけど……」

「な、何を馬ば鹿かな事を言ってんだよ！」

　ジーグの反論には、薄ら寒さむい空笑いが混じっていた。

「きっとあれで終わりさ！　砦の連中は、きっと油断してただけだ！　こんなところさっさと離れようぜ！　ハルクラインに帰ればいいだけだ！」

「ま、待てよ……置いてかないでくれ……頼むよ……」

　空元気で叫ぶ友人にグレンゼルが訴える。

「お前、その怪け我がだし、下手に動かさない方がいいよな？　あ、安心しろよ。街に戻ったら、すぐに助けを送るからさ！」

「怪け我が人にんをひとりで置いていけないでしょ。せめて誰か看護人を残さないと……」

　ユーノの言葉は正論だ。もちろん他人事として。

「ジーグ……お前、お前は残ってくれるよな？　俺たち、友達だよな……。ツェルギオさん、ツェルギオさんは俺を見捨てませんよね……？」

　グレンゼルの懇こん願がんに、ジーグとツェルギオは無言で顔を見合わせる。言葉のない事が、雄ゆう弁べんな返答だった。

「……た、助けてくれよ……。俺、俺、死にたくない……。死にたくないよぉ……」

　弱々しい呻うめきに、カチカチと歯が打ち合わされる音が混じる。恐怖や不安だけではない。失血で体温が失われ、悪寒を感じているのだ。

　かつてグレンゼル自身が主張した。役に立たない者は切り捨てるべきだと。そしてフィオレッテは答えた。非常時であれば、それもやむを得ないと。

　今がまさにその時であり、負傷したグレンゼルは役立たずの重荷でしかない。逃げるとしたら足手まといだし、籠ろう城じようを選んだなら貴重な水を常人よりも浪ろう費ひするだけの存在だ。

　デュバーレイ砦には井戸はない。未だ水道も完備されず、水は運んできて蓄たくわえる形だ。食堂にある水みず瓶がめはほとんど空だった。食料の備び蓄ちくも乏とぼしい。

「……死にたくない……助けてくれよぉ……」

「黙だまりなさい。喋れば体力を消しよう耗もうします。怪我人は安静にしていなさい」

　口調は冷たいままだが、それはグレンゼルが恐おそれた宣告とは逆の言葉だった。

「弱者を──今のあなたを見捨てる事は、わたくしにとっての敗北ですわ。それ以前に、全力で逃げるとなれば、わたくしも他の皆の邪じや魔まになります。何としても……何とか全員が助かる道を探すのです。今は、心を鎮しずめなさい」

　フィオレッテの手が、グレンゼルの額に浮かぶ汗をそっと拭った。

「見ろ！」

　金かな網あみ入りの窓から外を見ていたヴァルターが、悲鳴を上げた。

　エリヤの推測は的中していた。

　ギチギチギチギチギチ……。

　建物と壁かべの間──中庭は、三〇体以上の戮機スローターで埋うめ尽つくされていた。歯車の軋みや機体同士の接せつ触しよくが混じり合い、不快な不協和音を奏でている。

〈モール〉、〈スネーク〉、〈ラット〉、〈ハウンド〉、〈マンティス〉──シルエットだけは平へい凡ぼんな小型や中型に似たものがほとんどだ。だが、どれも従来の記録や経験にはない頑丈な装甲に包まれ、奇妙な凶きよう器きを備えている。

　それは、資料などで見慣れた獲え物ものではない。古くから存在し、側にあって日頃は意識していないが、不意に牙を剥いて襲いかかるもの──金属製の死そのものだった。

「何なんだよ、一体っ！　何でこんなに戮機スローターが現れる？」

「……大戦シビル・ウオーの時には、普ふ通つうにあった事だし……」

　苛いら立だちで壁を蹴けるジーグに答えた訳ではない。戮機スローターを観察するエリヤの独り言だ。

「……戮機スローターが大群になって、連れん携けいを取るとか……大戦シビル・ウオーの時には珍しくなかったんだ。だけど、最近はそうじゃない。駆除されて数が減ったから、人里から離れたところで、孤こ立りつした人とか小さな集団を遅う？　それってつまり、戮機スローターにも考える力や判断力があるって事になる……」

　口中から出るか出ないかの小声で呟きながら、エリヤは数歩進んではまた戻り、立ち止まっては窓の外を見つめ直す。

「……例えば、狩りの時に逃がした戮機スローターはどこに行くのか？　どこかで修理してるとしたら、その時に人間の戦い方を報告してるのかも……。そうだとしたら、対策だって立てられる。戮機スローターだって大昔の人間が作ったもの。つまり、人間のやり方は織りこみ済み？　人間が戮機スローターに慣れるのと同じで、戮機スローターの側も人間に慣れる。ただ、物事を改める速さがずっと遅いだけだとしたら……」

















　材料が少なすぎて、推測に推測を重ねるしかない。

　それでも、エリヤは声に出しながら思考を続ける。

「うるさい！　こんな時に、役にも立たない事ぶつぶつ言ってる意味あるのか！　イライラするよ！」

「ご、ごめんっ」

　ジーグの大声に、小さな身体を緊張させて頭を下げる。

「いずれにせよ、これでグレンゼルを置いて逃げるのは、やりたくてもできなくなりましたわね」

　さすがにフィオレッテの言葉にもため息が混じった。

「じゃあここに立てこもって助けを待とう！　僕らが帰らなければハルクラインから迎むかえが来てくれる！」

「籠城したって、助かるはずないだろっ！」

　一いつ般ぱん学生の襟えり首くびを、ジーグがつかんだ。

「だってそうだろ？　街の連中は俺たちが帰るのは三日後だと思ってるんだ！　何か異状があったって気づいて、ここに人を送っても間に合う訳がない！　それにどうせ最初に調べに来るのは戮機猟士スローター・イエーガーがふたりか三人だし……。きっとその人たちも返り討ちだ！　下へ手たをすれば、そのままハルクラインも全滅しちゃうかも……」

「つまり、わたくしたちが助かるためだけではない。街の壊かい滅めつを防ぐためにも、何とかして現状を伝えなければならないという事ですわ」

　自じ暴ぼう自じ棄きのジーグに対し、フィオレッテの言葉はあくまでも静かだ。

「強力な戮機スローターと言っても、大戦の記録にあるような超ちよう大おお型がたの怪かい物ぶつではありません。腕の立つ猟士イエーガーを充分に集め、厚い装甲に対たい抗こうできる装備を揃そろえれば勝てるはずです」

　自ら剣を取るジーグよりフィオレッテの方が冷静に分ぶん析せきしていた。

　デュバーレイ砦周辺に現れた変種新種の戮機スローターの脅威は、これまでセオリーとして使ってきたスピード優先突き主体の剣術が通じにくい事だ。重装甲である事が予めわかっていれば対策の立てようもあるはずだ。現に、ディナは二機を倒したのだから。

　逆に言えば、事前に知って対応しなければ勝利は難しい。

　セオリー通りの細い剣を装備した専業の猟士イエーガーがここで何人も落命しているのも、ディナの勝利と同じ重さを持つ明白な事実だった。

「だから！　どうやってそれを伝えるんだよ？　俺おれたちが死んで、街の連中の夢ゆめ枕まくらにでも立つってか？」

「……学がく猟りよう生せいが無理って言ってんだよな……？」

「それどころか、砦の人たちが死んでるのよ！　専業の猟士イエーガーが！」

　ジーグの不安と絶望が、一般科の学生に伝染していく。

　ユーノも両手で顔を覆おおったまま。ヴァルターはいらだたしげに窓の外を凝ぎよう視しし、ツェルギオは座りこんで膝ひざを抱かかえている。

　キンっ！

　鍔つばを鳴らす硬こう質しつな響きが、一瞬の静せい寂じやくを生んだ。

　皆の視線が音の源であるディナに集まる。

「フィオレッテ。わたしに考えがある」

「何かしら？」

「敵は多く、強さは未知数。加えて負傷者がいるという現状では全員で脱だつ出しゆつするのは不可能だ。しかし単純な籠城にも勝機は薄いし、ハルクラインへ被ひ害がいが広がるのを防ぐためにも誰かが強行突とつ破ぱして状況を市に伝え、残った者を救出させる──これ以外に選せん択たく肢しがないのは明白だ」

「それはわかってるよ！　だけど、誰が行くんだ？　僕にだって無理だよ！」

　震える声で問とい詰つめたのはツェルギオだった。いつもは自信と自尊心に満ちあふれている端たん正せいな顔が、今は恐怖で歪ゆがんでいる。

「わたしだ。わたしが、行く」

　宣言し、ディナは再び剣を軽く鳴らした。

「わたしの剣術は軽やかに隙を突くものではないが、だからこそ変種の戮機スローターたちにもある程度通用している。ハルクラインまで帰り着ける確証はないが、現時点で最も勝算が高いと思う」

　その判断に異を唱える者は誰もいなかった。

「もちろんわたしだけでは難しい。成功率を上げるため、もうひとり同行してほしい」

「ぼ、僕を連れて行ってくれ！」

　ツェルギオが走り寄り、脚をもつれさせ、転ぶようにディナの腰こしに縋りついた。

「頼むよ、ディナ！　君と……君と僕なら逃げ切れるかも知れない……。頼む……お願いだよ！」

「しっかりしろ！　ツェルギオ・テオ・メルクタウル！」

　半泣きで見上げるツェルギオに、怒ど声せいを降らせる。

「逃げようよ……連れていってくれよ……」

　パシンッ！

　縋る頬ほおを、平手が打った。

「言ったはずだ。わたしだって勝てる保証はないと。それに、あなたには他に頼みたい事がある」

「頼み……？」

「そうだ。救きゆう援えんが来るまでの間、フィオレッテと一いつ緒しよに籠城する皆をまとめ、守り抜く役目がある。もしもわたしが途と中ちゆうで倒れても、市から人が来て救助される可能性が消えるわけではない。今のところは戮機スローターは砦の中にまでは入って来ないが、それだって永遠とは限らない。〈アーマーモール〉が回転刃を使って、壁を掘ほり抜く事だってあり得るのだ」

　指摘されるまで、ほとんど誰も想定していなかった。

　従来型の〈モール〉は柔らかい土に潜もぐるだけだから、石造りの防壁で確実に阻はばめた。しかし〈アーマーモール〉は砦付近の硬い地面を突き破って現れた。充分に外がい壁へきを破りうる性能を持っている。

　耐えられる日数を別にしても、籠城とて安全という保証はない。ただ、無む為い無策に飛び出すよりは長く生きられそうというだけ。

「確証はなくても、ここで全員が座して待つより少しは勝ち目が出るだろうから実行するだけだ。同様に、残る者にも生存のための最善を尽くしてほしい。最悪でも、自分ともうひとりが抜ければその分残った者が分ける水や食料が増えるのだから」

　語られた覚かく悟ごに、ツェルギオが目を見開く。

「わたしが半ばで斃たおれた場合、残った者を託たくせるのは多人数を把握し、采さい配はいする能力を持ったツェルギオだけだ。頼む。引き受けてくれ」

「そ、そんな……頭を下げられても……」

　普ふ段だんの態度とは裏腹の不安げな表情でツェルギオは答える。

　ディナが深々と礼をしても、ツェルギオ自身が座りこんだままなのでまだ彼女の方が頭の位置が高い。

「わたくしからも、お願いします」

　フィオレッテも懇願する。

「わたくしは、戦いについては完全な素人です。砦に守られていても、戮機スローターを防ぐのにはあなたの協力が必要ですわ」

「た、確かに……そうだな。うん、そうだ。僕と君の両方が抜けるのは危険すぎるかも知れない」

　頼られる事で、いつもの己を取り戻もどしたのか──あるいは取り戻そうとしているのか。ツェルギオは額の汗を拭いながら一同を見回した。

「うん……。グレンゼルは負傷して戦力外として、交代で見張りを立てるにせよ四、五人は必要だから、その意味でもディナに同行するのはあとひとりかふたりが限度だろう。でも、誰が君と一緒に行くんだ？」

「エリヤだ」

　ディナは短く答え、呆然とする本人へと向き直った。

「危険な任務だ。だが、君しか頼れる者はいない」

　運良く〈アーマーモール〉や〈ファングスネーク〉は倒せた。だが、他の戮機スローターも改良され、強化されているとすればディナの剣がどこまで通じるか不明だ。敵は、人間が戮機スローターと戦う際の定石を防ぐように改良を施ほどこされているとしか考えられないのだから。

　そんな相手でも構造や機能を的確に推測し、助言する者が助けてくれれば闇雲に力押しするよりは勝ち目が増す。

「今必要とされているのは、既き存そんの戮機スローターについて詳くわしく知っている事ではない。知識を元に考え、未知の事例を推察できる力だ。それを持っているのは、少なくともこの場で君だけだ」

「……僕が……？」

「危険なのは承知している。だが、君しかできない。君にしか頼れない」

　真っ直ぐな眼差しを向けるディナを、エリヤもまた微び動どうもせずに見つめ返す。

「わたしが命を懸かけて君を守る！　頼む。一緒に来てくれ、エリヤ・シュミッテンラウド！」

「……違う」

　懸けん命めいに願うディナに、エリヤは小声で答えて首を振った。

「守ってもらうんじゃない。一緒に……一緒に戦うんだ。僕には、剣は使えないけど、僕にできる事があるなら、僕に力があるなら、それをディナと一緒に使いたい！　使わせてほしい！」

「ありがとう！」

　おずおずと差さし伸べられた手を、ディナは力ちから一いつ杯ぱい握にぎりしめた。

「その知識と知ち恵えを活いかすために、わたしが君の腕となり、剣となろう。君が、わたしを補う頭脳となれ」

「……うん……」

　小さく、しかしはっきりとエリヤは頷うなずいた。

「さて……と。まず問題は、どうやって囲みを破るかだな。さすがにあの数は辛つらい」

「あ、あの……ツェルギオさんに頼みたい事が……」

「ん？」

「意い刃じん術じゆつ……。ありったけの電撃の術を広こう範はん囲いに放てないかな？　そしたら、少しの間動きは止まると思うんだ。その間にディナと僕で行けるところまで突っ走ぱしって……」

「通用するの？」

　エリヤの提案に反発したのはユーノだ。

「ここにいる戮機スローターは今まで知ってるのとは違うんでしょ？　ツェルギオの剣も通じないの！〈アーマーモール〉は火炎の術に耐たえたわ！　それが普通に電撃が効く保証なんてないわ。もし、それで駄だ目めだったら……」

　不安げに、左手の腕輪を指でなぞる。

　意い刃じん術じゆつは無む尽じん蔵ぞうには使えない。源となる精神の力が枯こ渇かつすれば、回復には休養を必要とする。もしエリヤの策が外れれば、ユーノたちは戮機スローターから身を守る術すべを失うのだ。

「……多分、通じる」

　返答までにエリヤがひと呼吸置いたのは、不安や逡しゆん巡じゆんゆえではない。

　己の内部で、確信を高めるための時間だ。

「装甲が厚くなったり、力が強くなったりっていうのは……そう、人間でいえば身体を鍛きたえていい鎧を着たようなもの……だと思うんだ。それなら細い剣が通じなくなるのは当然だよね？　だけど、どれだけ筋肉を鍛えて頑丈な鎧を着たって、火で焼かれれば火傷やけどするし、水に落とされれば溺おぼれる。訓練や強化じゃ変えられない、根本的な仕組みっていうものがあるんだ！」

　喋っているうちに、エリヤの口調に力が籠こもっていく。

「戮機スローターは全部体内に電池を持ってるし、身体のあちこちに電気が走ってるから、あれが奴らの活力なのは間違いない。だけど、それだけじゃ電撃を受けて止まる理由にはならない。僕たちだって弱い電気で身体が痺しびれるのと同じように、ひょっとしたら人間と戮機スローターとで、まだ解明されてない共通の働きがあって、電気はそれに関わっているのかも知れないんだ！　ただの活力源じゃなく身体のあちこちに行いき渡って何かを伝えるもの。要するに身体の中にも電信があるようなものじゃないか？　そうだ！　そう考えれば、雷かみなりの時に電信が乱れるのと同じで……！」

　一気に話した後で、エリヤは不思議そうな表情で自分を見つめるツェルギオやユーノに気づいた。フィオレッテだけは真しん剣けんな表情で聞き入り、ディナは嬉うれしそうな微び笑しようを浮かべている。

「彼かれを選んだディナの判断は、間違っていないようですわね」

「……他に何の手がかりもないんだ。僕も、ディナが信じた彼を信じよう」

　フィオレッテとツェルギオが納得した事で、反対意見は収まった。

　意い刃じん術じゆつを使える者は出せる限りの力を絞しぼり出して、広い範はん囲いに電撃を放射する。それと同時にディナたちが飛び出すという作戦が決定した。

　戮機スローターの動きが止まるのなら、その隙に全員で逃げればいいというジーグの提案は却きやつ下かされた。第一に、戮機スローターが止まっている時間がわからない。もしも予想よりも短い時間で再始動したら、全員が敵のまっただ中に飛びこむ羽目になる。最悪、ディナとエリヤのふたりを犠ぎ牲せいにしてでも全滅は避さけたい。

　それに目の前の敵の包ほう囲い網もうを抜けても、自分たちの視界外に存在する戮機スローターまで無力化できる訳ではない。脚の悪いフィオレッテと重傷のグレンゼルを抱え、ハルクライン市まで戻るのは分の悪い賭かけになる。

　だから、死を遠ざけるためにはディナとエリヤにチップを張るしかないのだ。



「まるでこちらの出方を窺うかがっているみたいだ……」

　分厚い砦の扉の背後、監かん視し用の隙間から外を覗のぞいてディナは呟いた。狭せまい監視窓は、鈍い銀色で埋め尽くされている。全てが戮機スローターだ。ギチギチと耳障りな金属音を上げながら蠢うごめき、しかし無む闇やみに砦に突っこんできたりはしない。

　一定の距きよ離りを保って警戒──あるいは威い嚇かくを続けているようだ。

「本当に、そうかも……」

　答えたのはエリヤだ。緊張した顔で、ディナから一歩離れた位置で身構えている。

　動きやすさ重視の鎧と大剣といういつもの武装を整えたディナに対し、彼は荷物も何もなく、手足と胸に最低限の防具だけを身につけた軽装だった。脚あし甲こうは、いちばんサイズが近いユーノから借りた品だ。武器も、借り物の短剣を護身用にひと振り。

　強化された戮機スローター相手には、ここにある鎧はどれも心許ない。装甲を厚く重く固めるより、身軽さ動きやすさを重視する。食料はなし、荷物は最低限の水すい筒とうと応急手当用の薬と包帯だけ。途中で斃れ、ハルクラインにたどり着けなければ持った荷物が全て無駄になる。それよりは籠城組に少しでも物資を残すというのがフィオレッテとディナ、そしてエリヤ本人の判断でもあった。

「……戮機スローターが改良されているとしたら、武器や装甲だけじゃない。僕らが戮機スローターの仕組みや癖くせを研究するのと同じ事を向こうがやってたって、不思議じゃないんだ」

　必ずしも腹を抉えぐり、首を落とす必要はない。人間は食事しなければ死ぬ。水に渇かわけば死ぬ。その事を理解し、危険を冒おかして戦いを挑いどむよりも包囲して閉じこめるだけで充分と判断しているのか。

「それなら、それでいい」

「え？」

　真剣な眼差しのまま微笑するディナに、エリヤの口から驚おどろきの声が漏もれた。

「改良され、強化されていてもでたらめに動くのではなく、意図や目的を持っているのであれば行動の予測もできるし、裏をかく余地も生まれる。そうではないか？」

「……うん、そうだね」

「準備と、それから覚悟はできているか」

「うん」

　ふたりが頷き合う。

「よし。では、行くぞ。ツェルギオ、頼む」

　一瞬だけ振ふり返かえり、見張り塔に向けて手を挙げる。

　意い刃じん術じゆつを使える四人は、既すでに塔のテラスに待機していた。

「タイミングは僕が取る。全員、僕に合わせてくれ。種別は電撃、出力は各自でできる限り。収束させず、なるべく広い範囲に放つんだ」

「はい、ツェルギオさん」

　三人が、もう一度腕輪の目盛りを確認する。不慣れな一般科生徒の調節は、ユーノが手伝った。

　彼らの位置から見下ろせば、砦の正面は銀色の細波が打ち寄せる岸辺だった。砦の内門に群がる戮機スローターは三〇か、四〇か。

「本当に大丈夫でしょうか……」

　ユーノが口唇くちびるを震わせた。

「もし、エリヤの推測が間違っていて……電撃でも戮機スローターが止まらなかったら……」

「その時は、この作戦そのものが失敗という事だね」

　身体の芯しんから広がっていく震えを、ツェルギオは無理矢理に抑おさえこんだ。

　そうなったら打つ手は何もない。ひたすら籠り、ハルクラインから助けが来る事を祈るしかなくなる。

　全員が生きるためにディナは最善を尽くそうとしている。あのエリヤでさえ勇気を振り絞っているのだ。自分が悲観的になったところで、何の意味もない。

「他に手段がないのなら、せめて上う手まく行く事を……いや、あのふたりが上手くやってくれる事を信じようじゃないか。みんな、準備はいいね？」

「はい……！」

　声が重なる。

「三……二……一……」

　斜ななめ下したへと伸ばされた四本の腕の先に、青白い光が凝こり、輪を描えがき、渦うずへと転じる。青あお臭くささと清せい涼りよう感が混じった奇き妙みような匂においが周囲に生じ、鼻を突く。

「今だっ！」

　声と同時に、紫むらさき色いろの閃せん光こうが編み目となって一気に広がった。

　空気そのものが爆ぜる甲かん高だかい響ひびき。

　拡散した電光が空から戮機スローターへ、戮機スローターから隣となりの戮機スローターへと伝わり、複雑な濃こい影かげを瞬まばたかせる。

　一瞬、痙攣したかのように跳はね上がった後、戮機スローターたちの蠢しゆん動どうが止まった。

「止まった！　行くんだ、ディナ！」

　塔とうからの叫びを待つまでもなく、隙間から状況を確認したディナは重い扉を押し開けて飛び出した。エリヤが続き、即座に控ひかえていたヴァルターらが閉門する。

「急げ！　いつまで持つかわからないのだろう？」

　左手でエリヤを引き、動かぬ戮機スローターたちの上を踏ふみしめて突っ走る。

　重じゆう装そう甲こうになっているおかげで凹おう凸とつや隙間が少なくディナにとっては苦にするほどの足場ではないが、身体を動かすのが不得手なエリヤには辛いのか。もたつき、転びそうになりながら、懸命についてくる。

　三体、四体──大おお股またで踏み越こえ、やっと戮機スローターの背中ではない地面が見えた。

「行くぞ、エリヤ！」

　蹴り脚に力を込めて跳躍する。そのまま左手を思い切り引く。

　反動で前方へ放り出されたエリヤが、土の上を転がる。ディナもよろめき、たたらを踏んで止まる。

　ギギギギギギギッ！

　きしむ金属音が、ふたりの背後から覆い被かぶさった。

「くっ！」

　思わず舌打ちしてしまう。

　他の戮機スローターはまだ停止したままだ。

　ただ、強化型の〈マンティス〉が太い前ぜん肢しを高くかざしていた。

　たまたま電撃の効きが悪かったのか。耐たい性せいに個体差があったのか。それとも──回復力が個体差なのか。

　すぐに他の戮機スローターも再起動したら、逃げ切れない。背後から大軍が襲ってくる。しかし、戦って凌しのぎきれるか。

　ディナが剣の柄に手をかけた時──。

　塔の上から青白い光が迸ほとばしった。

　稲いな妻ずまの矢が後頭部を直撃し、〈マンティス〉は再び動きを止める。

「行くぞっ！」

　機会は一瞬。振り返って誰だれが助けてくれたのかを確認する暇はない。エリヤの返答を待たず強引に手を引き、ディナは外門から飛び出した。



「は、はは……」

　塔から下方を見下ろすツェルギオの口から、力ない笑いが零こぼれた。

　目の前が暗くなって膝から、腰から、背中から力が抜ける。

　自らを支えられず倒れた身体を、仲間が咄嗟に支えてくれた。

　指示した通り、ありったけの気力を意い刃じん術じゆつへと変へん換かんしたつもりだった。教科書通り、教官の指導通りに厳密に計算して。

　なのにディナたちの危機を目にした瞬しゆん間かん、理性ではなく身体が勝手に動いていた。もう涸かれたはずの精神からあり得ないはずの力を無理矢理絞り出し、一条の電でん撃げきを撃うち出していたのだ。

　気絶するぎりぎりまで気力を使った──という事は、失神を覚悟すればもう一発くらいは何とかなるかも知れないという事だ。

　正当なやり方ではない。

　だが、これでようやく理解できた。

　これまで学んできた型どおりで効率のいい手法が通用しない局面というものは確かに存在する。不格好でも愚おろかでも、無茶が必要な時に無茶を実行できるのが真に有用な人間なのだ。

　例えば、ディナのように。エリヤのように。

「お、おい……まさか……？」

「大だい丈じよう夫ぶ。気を失っているだけ。多分、眠ねむっていれば回復すると思う」

　薄れゆく意識の中で、そんな声が聞こえてくる。

　できれば一、二時間で起こして欲しい。自分には、ここに残ったメンバーをまとめ、守るという、彼女から託された仕事があるのだから。








　　　第五章　　月下の脱出行





　もしも戮機スローターたちが「砦の中に立てこもる人間たちを包囲し、逃がさない事」を優先しているのなら、追っ手はかからない。ツェルギオたちが持ちこたえている間に、速すみやかにハルクラインまで帰り着ける。

　そこまで都合のいい事を考えていた訳ではない。だが、やはり追つい撃げきと戦うのは厳しかった。

　砦を離れ、真夜中の街道を走るディナたちの頭上を飛び越えるように、後方から追いすがってきた中型戮機スローター〈マンティス〉が立ちはだかった。

　珍めずらしく、名前の通り本物の蟷螂かまきりを人間大まで引き延ばしたような形状の戮機スローターとは過去に何度か戦った事がある。しかし、目の前の敵はディナの知識にあるものとは異なっていた。

　普通は両りよう腕うでに当たる部分は細い円えん錐すい状じようの槍やり型だが、これは先の丸い太い鉄棒だった。いずれにせよ、その部分だけが蟷螂に似ていない。名付けるなら〈ハンマーマンティス〉か。

「ディナ！　中肢！」

「了りよう解かいした！」

　街道脇わきの樹の陰かげに隠かくれ、ランタンだけを高く掲かかげながらエリヤが叫ぶ。

　一単語だけで彼が言わんとする事は理解できた。攻撃のための腕や下半身上面の装甲は普通とは違う。

　しかし、そこに目を奪うばわれてはいけない。

〈マンティス〉型は長い四本脚で全身を支える事で巨きよ体たいと素早さを両立させ、さらに優れた跳ちよう躍やく力りよくまで有している。広い可動域を持つ肢の付け根はどうしても構造的に脆もろくなる。

　その部分は通常型と変わらぬ事を、エリヤは即座に見み抜ぬいたのだ。

　ぶんっ！

　夜風を切って振り下ろされる鉄てつ槌ついを大剣で受け止め、受け流す。

　幅はば広ひろで肉厚なディナの剣は〈ハンマーマンティス〉の前肢にも当たり負けしない。

　相手が体勢を立て直すよりも早く、踏みこんで間合いを詰める。

　その勢いのまま、肢の根本に刃を振り下ろす。

　闇やみに、金属が打ち合う火花。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて戮機スローターの体内から漏れ溢れる火花。

　右の中肢が付け根から折れ、転がる。

「まだだっ！」

　叫び、己を促す。

〈マンティス〉型は、移動のための肢が四本ある。一本奪っただけでは動きは鈍らせても止める事はできない。

　返す刃で斜めに切りあげ、さらに右みぎ後こう肢しの関節を粉ふん砕さい。

　機体を支えられず〈ハンマーマンティス〉の身体ががくんと傾かたむいた。

「うぉああああっ！」

　渾こん身しんの力を込め、今度は剣を水平に薙なぐ。

〈マンティス〉のもうひとつの弱点──上半身と下半身の継ぎ目めに刃が食いこむ。ここも重要な可動部だが、肢よりは強化されて蛇じや腹ばら状の装甲板が付加されていた。

　並の細さい剣けんなら阻まれていただろう。

　だが、ディナの武器は突き刺さすだけでなく、斬きる事も重視した大剣だ。それも刃の鋭えい利りさではなく重量を叩きつける事で敵を砕くだく。

　みしっ、と音を鳴らし〈ハンマーマンティス〉の胴が折れ曲がる。

　完全に絶ちきるのは無理でも、内部構造がひしゃげ潰つぶれたのは明らかだ。

　三角形の頭部で目に似た器官が明めい滅めつし、やがて完全に暗くなった。

「はぁ……」

　息を吐はきながら、ディナが鞘さやに納剣する。

「胴だけじゃない……。全体の装甲が厚くなってる……。でも、あの素早さは……あ、そうか。背中とか腹側とか、戦っている最中に相手に向けない側は今までの〈マンティス〉より軽くしてあるのか……」

　動かぬ残ざん骸がいを凝視しながら、エリヤが呟く。

「……研究してくれるのはありがたいが、さすがに今は余よ裕ゆうがない。道を急ごう」

「あ。ご、ごめん……」

「それと、水を」

　ぺこんと頭を下げながら差し出された水筒でひと口だけ喉のどを潤うるおし、ディナは歩き出す。エリヤも、すぐにそれに続く。

「槍ではなく、鉄槌か……。鎧が追加されるのは理解できるが、武器が違っているのはどういう事なのだろうな？」

「……ただの推測だけど……やっぱりこっち──人間の武装に対応したんじゃないかな？」

　足を止めなければ、別に口を噤つぐむ必要はない。時間をかけて残骸を分解し、分析する余裕がない以上、敵の特とく徴ちようを見極めるために歩きながら思考を巡めぐらせるのは必要な事でもあった。

〈ファングスネーク〉もそうだが、突き刺す槍型よりも切り裂く刃や鈍器が有効という事がよくわからないというのがディナの率直な感想だった。今までただの刃だったのが発熱機能を備えたり、鈍器が刃は物ものに強化されたというのなら理解しやすいのだが。

「〈ヒートヴァイパー〉の熱刃……。あれは確かに強いよ。だけど、人間を傷つけるという事だけ考えたら、最適の武器じゃない」

　エリヤの言いたい事はディナにもわかった。

　高熱で装甲を貫き、直撃でなく掠かすめただけでもダメージを与あたえる。その反面、傷口を焼いてしまうので出血は抑えられる。単に物体を壊すのではなく、生き物を傷つけ、殺すという一点においてはグレンゼルを切り裂いたような単純な牙の方が有効な事もあるのだ。

「大戦シビル・ウオーの頃ころ、鎧は鎖くさり帷子かたびらが主流だったんだ。あ、もちろん本で読んだ事だけど……」

　言わずもがなの事をエリヤはつけ足す。その時代にはディナやエリヤの両親どころか曾そう祖そ父ふ母ぼの世代だってまだ生まれていないのだ。

　現在ディナたちが使用する防具は、完全に各人の体格や好みに合わせてひとりずつ誂あつらえた品だ。全身を固めるのではなく、必要な部分だけを滑なめらかな曲面で厚く覆い、戮機スローターの突きを受け流す。人間同士の戦いでなく、対戮機スローター戦に特化した防具である。

　これは戮機スローターとの戦いが限られた少数の人間の仕事になったからだ。各人の体型や戦法に合わせ、ひとつずつ丹たん念ねんに製造されている。

　大戦シビル・ウオー時に主流だったのは、戮機スローターの大復活以前から各国の軍で広く用いられていた鎖帷子だ。重量と防ぼう御ぎよ力りよくのバランスに優れ、すっぽりと胴を覆う形状のものは精密に採寸せずに作っても融ゆう通ずうが利く。全身を覆う板金鎧に比べれば軽さや動きやすさでも上という実用的な防具だが、切り裂く剣には強い反面、構造上どうしても細く突き刺す槍の類たぐいには弱いという弱点を持つ。

「大戦シビル・ウオー当時の戮機スローターは、今みたいに刺す武器ばっかりじゃなかった。叩きつける奴も、切り裂く奴もいた」

「そうか……。わたしは、今の戮機スローターしか気にしてなかったから刺し武器が当たり前だと思っていたが、本来はそうではなかったという事か？」

「うん……。だから、ひょっとして人間と戮機スローターがお互たがいに相手に対抗してるんだけど、対応の速さが違うせいで、変なズレがあるように見えているだけなのかも……」

　大戦シビル・ウオーの後、戮機スローター側は鎖帷子が人間の基本と見なして槍型を主力とした。それに対抗するための防具が普ふ及きゆうし、そして今度は戮機スローターが新しい鎧に対応した攻撃手段を備えた機種を大量に送り出した。

「もちろん戮機スローターの行動や変化を、やたらと人間に準なぞらえるのは危険かも知れない……。だけど、そう考えるとしっくり来るのも事実なんだ。僕たちは、戮機スローターがずっと変化しないものだと思ってるけど、変化の速さが人間とは違うだけなのかも……。どこかに移動工こう廠しようが存在していて、逃げ延のびた戮機スローターから人間が使う武器や鎧の情報を集めているのかも知れないし……」

　エリヤの頭の中で無数の単語が流れ、渦うず巻まき、ぶつかり合って響く。思考は、天に昇のぼった湿しつ気けが結びついて雲を成し、内部に雷鳴を胎はらむ様に似ていた。

「……多分、戮機スローター同士は人間と同じように情報交こう換かんしてる。だけど、例えば電信みたいに遠くまで伝える手段はないか……少なくとも、全部が持っている訳じゃない。もし、それができるのならもっと早くこっちのやり方に対応できてそうなものだし……。そうだよ！　だいたい遠くへ連れん絡らくできるんだったら、今だって〈マンティス〉が砦から追いかけてくる事なんかない。別の戮機スローターに待まち伏ぶせさせてればいいんだから！　他の機種じゃなくて足の速い〈マンティス〉が追撃してきたって事が、この推測の証しよう拠こじゃないか！」

　加速する自己の思考に刺し激げきされ、エリヤの口調がどんどん早く、強く変化していく。

「なるほど……。筋の通った考えだな」

　ディナの相あい槌づちは簡潔だ。

「そうだろ？　例えば工廠にこっちの情報が集められているとして、それを伝えているのは狩かりから逃げ延びた機体だ。だとしたら、出会った敵は確実に仕留めるっていうのは今まで思ってたよりずっと重要なんじゃないか！　ただ部品を採るとか、撃破数を競うとかじゃなく、敵にこっちの事を教えない事が大切なんだ！」

「砦の状況だけでなく、その推察も市や国の上層部に伝えねばならん。絶対に、生きて戻らねばな」

「うん！」

　己の推測が当たっている。ディナがそれを認めている──歓かん喜きと自信が、エリヤの語気を強める。

　喋しやべっている間もふたりの歩みは止まらない。月に照らされた涸れ谷だにの街道を、寄より添そう影が進んでいく。砦側からの追撃は〈ハンマーマンティス〉一体だけ。他に戮機スローターとの遭そう遇ぐうはない。挟きよう撃げきを受けない事が、先刻のエリヤの推測を裏付けているかのようだった。

　夜風に乗って、石を洗うせせらぎが聞こえてくる。吊つり橋ばしは目前だ。

「……おおよそ半分か……。この分なら、無事に帰れそうだな」

　まるでディナがそう呟くのを待っていたかのように、闇の中にいくつもの光点が現れた。

　赤、青、黄色、緑──色は様々だが、いずれも熱を伴ともなわない冷たい電気の光。

　戮機スローターの瞳ひとみだった。

　エリヤが、ランタンを高く掲げる。

　金属質の体表は、弱い光の中でさえ強く照り返る。

　小型の〈トード〉や〈ラット〉──と思しきものが数機。そして、異様なものがひとつ。

　サイズだけで判断すればぎりぎり中型に分類できるか。人間よりもひと回り大きなシルエット。しかし〈ハンマーマンティス〉や〈ファングスネーク〉のように既存の戮機スローターの亜あ種しゆではない。

　まるで卵を半分に切ったか小こ舟ぶねを裏返したような異様な形だ。滑らかな巨体は目に当たる発光部以外に何か所か継つぎ目や穴は存在するが、普通の関節駆く動どう部は存在しない。いや、舟ふな形がたの胴どう体たいの下方に短く太い脚が六本覗いている。左右に各二本、前ぜん端たんと後こう端たんにも一本ずつという異様な配置だった。

　過去に記録のある戮機スローターはもちろん、ディナが知るどんな生物にも似ていない怪物だ。

「〈モンスター〉……。そう呼ぶしかないか……」

　自分の呟きに混じり、すぐ後のエリヤが唾を飲む音までやけにはっきりと聞こえる。

　文字通り全く未知の戮機スローター相手に、エリヤの知恵は、己の武器はどこまで通じるのか。

　不安を抑えこむべく、ディナは剣を握にぎり直す。

〈モンスター〉も危険だが、問題は数だ。

〈トード〉や〈ラット〉はあまり強くない戮機スローターだが、ディナひとりでこの数を捌さばくのはさすがに難しい。自分ひとりなら躱し、防ぐのは容易だがエリヤを守りきれるかどうか。

「僕が見る限り〈ラット〉や〈トード〉は普通と違ちがわない。特に強化とか、されてないみたいだ」

　エリヤの言葉は力強い確信に満ちている。

「わかった。しかし、この数は……それに、奴の能力が判別できん」

〈モンスター〉には巨体を支えるための脚はあっても、攻撃に使うための腕うでに当たる機構や武器の類は見あたらない。せめて前から突ついてくるのか、上や横から殴なぐりかかってくるのかだけでも予想できれば戦いようもあるが。

「武器は何もないか、ひょっとしたら体当たりだけかも知れない。敵の攻撃を引きつけて盾たてになるのが役目とか……だったら、装そう甲こうが特に分厚そうなのもわかる……そうだ。沢さわに、下りよう！」

　ディナが予想していなかった提案を、エリヤは口にした。

「砦で電撃使った時と同じだ。どんな戮機スローターだって、戮機スローターである以上変わらない仕組みっていうのがあるはず。絶対に、水に弱い。僕たちが河に飛び込めば、もう追ってこない！」

　推測ではなく、それは断言だった。

「そうだな……。それに、賭けるのがいちばんか」

　無理に橋を渡わたろうとして落とされでもしたら、ハルクラインに帰き還かんできても砦を救出するのに手間取る。今までなら、戮機スローターにそんな知恵はないと断定できたが、今はもう過去の定石は通じないと考えるべきだ。

　しかし、人がどれだけ鍛えても水の中では呼吸できないのと同様、戮機スローターも戮機スローターである限り水を忌き避ひするというエリヤの意見には説得力を感じる。

「エリヤ……水泳は得意か？」

「実はあまり……。でも、金かな槌づちじゃない。一応泳げるよ」

「よし。ならば、その手で行こう。わたしから離れるな！」

　宣言し、返事を待たずに剣を掲げて疾しつ駆くする。

　正体不明の〈モンスター〉に当たるのは下策だ。

　大きく回りこみ〈ラット〉の列に突っこむ。

　犬程度の大きさで、素早いが跳ねる〈トード〉と違って縦の動きはほとんどしない。頭部の先端に備えた錐きり状の刃物でこちらの脚を狙ねらうのが常じよう套とう手しゆ段だんだ。

　確実に仕留めるより、道を開くのが優先。

　切っ先で地面を擦こする剣筋で、まず一機を打ち飛ばす。

　次いで、走る勢いのまま次の一機を蹴りで払はらう。

　背後に、追いすがるエリヤの息づかいが聞こえる。

〈トード〉の一機が後こう肢しのバネでジャンプし、頭上から襲おそいかかる。

　剣を振るう間が惜おしい。左ひだり肘ひじを合わせて弾はじき飛とばす。

　その隙すきに〈モンスター〉がにじり寄ってくる。しかし、何の武器も見あたらない。

「くっ！」

　苦くるし紛れに右みぎ腕うで一本で剣を振り下おろす。

　だが、見た目通りに装甲が厚いのか。硬かたいものを打ち合わせた振しん動どうが手に伝わるだけで〈モンスター〉には傷ひとつさえ刻まれていなかった。

　こいつとまともに立ち合っては駄目だ。交戦を避けるしかない。

　判断し、ディナは足を速める。

「エリヤ、来いっ！」

「うんっ！」

　灯りを放り捨てて駆かけ寄ってきた華きや奢しやな身体を受け止め、そのまま空いた左ひだり腕うでで抱きしめる。

　鎧よろい越ごしに、エリヤの肩が自分の乳ち房ぶさに押おし当あてられるのを感じる。

　抱き合あったまま、背で斜しや面めんを滑すべり降おりる。でこぼこな地面の感かん触しよくが、ディナの背骨を揺ゆさぶる。首が揺すられ、脳が揺らぐ。舌を噛かまぬよう必死に歯を食いしばる。

　ひとつに重なった影が、石だらけの河原に転がって止まった。

「だ、大丈夫、ディナ？」

「わたしなら平気だ。鍛えている。それより、急ぐぞ」

　あちこちに細かい擦り傷きずは刻まれたが、動きに支障を来きたすほどの負傷はない。エリヤも軽い打だ撲ぼくだけだ。

「う、うん……っ！」

　立ち上がって手を引いて走り、河に踏みこむ。黒い水面に映った月の黄色い円が弾はじけて乱れる。

　幅はばは広いがさほど深くはない。飛沫しぶきを上げるラインが足首から臑すね、臑から膝、膝から腿ももへと上がっていくが、充分に背は立つ。ただ、山地で上流なので水量は多い。

「気を抜ぬくな！　足を滑らせると、流されるぞ」

「うん」

　スピードを上げる事よりもしっかり渡りきる事を重視し、一歩ずつ着実に見えない足下を感触だけで確認していく。幸い〈トード〉や〈ラット〉の光は、まだ土手の上で点てん滅めつしているだけだ。追ってはこない。

「やっぱりだ！　思った通りだよ！　装甲や武器を強くしても、戮機スローターは水には入ってこない！」

　振り返って仰あおぎ、エリヤが叫ぶ。

　だが──。

〈モンスター〉が六本脚をゆっくりと動かし、土手の縁ふちから転げ落ちてきたのだ。まるで岩そのもののように転がり、下にたどり着いた時には滑らかに繋つながった背が下。六本脚は夜空を指して停止している。

「ははっ！　やった！　落ちた！　自じ滅めつしたんだ、あいつ！」

「いや！　違う！」

〈モンスター〉は誤って落ちたのではない。

　こちらを追って、下りてきたのだ。

　下の河原にたどり着いた巨体の背──下になっている部分が開いて跳ね上あがり、全身を正しい状態へとひっくり返す。

　攻撃のための腕がないという判断は早計だった。〈ファングスネーク〉が刃を頭部に隠しているのと同様、〈モンスター〉は一見ひと繋がりの装甲に見える背中の中に様々な機能を詰めこんでいる。

「……そ、そんな……」

「急げ！　とにかく、河を渡りきるんだ！」

　呆ぼう然ぜんとするエリヤの手を引っ張る。だが、既に水位は腰まで達している。足場も悪く、ディナもなかなか速度を上げられない。

　のろのろとした、しかし確実な歩みで岸に近寄る〈モンスター〉の甲こう羅らが開いた。前方の縁が角を落とした正三角形に開き、電灯がふたりに強い光を投げかけた。更さらに背面中央部の蓋ふたが跳ね上がって、内部から筒つつめいた形のものが迫せり出だしてくる。

　大丈夫。これだけ離れている。

　どんな武器だって、もう届かない。

　エリヤは、そう叫ぼうとした。

　それよりも早く、筒から飛び出したものが彼の推測を否定する。

　鋭するどく研とぎ澄すまされた銛もりが、ディナの胴どうに命中した。

「っ！」

　言葉にならない短い悲鳴だけで堪こらえ、踏みとどまる。

　だが、極細の鋼線で銛が引き戻され、抜き取とられる時にかえしに抉えぐられる激痛には耐えられなかった。

　噴ふき出した鮮せん血けつが、暗く流れる夜の河に混じる。

　武装した少女が倒れて、高く水柱を上げる。

　懸命に彼女の身体にしがみついたエリヤの喉に、大量の水が流れこんできた。

　傷ついたディナより先に、エリヤが意識を失う。

　やはり左腕で、必死にエリヤの華奢な身体を抱だき寄せる。

「……くっ！」

　血と熱を失っていく身体が流れに揉もまれる。長い髪かみが濡ぬれて身体に絡からまりつく。

　鋼鉄の防具なら確実に溺れていた。だが、ディナの鎧よろいは全てが戮機スローターから打ち直した軽量金属だ。

　泳ぐのではなく水底を踏みしめ、頭上の微かすかな月光だけを頼たよりに己の位置を確かめて岸──と思しき何かに手を掛かけて這はい上がり、エリヤの身体を引き上げる。

「がほ……っ！　か……っ！」

　四よつん這ばいになって肺を侵おかした水を吐き出すと、全身を激痛が貫つらぬく。

〈モンスター〉が放った細い銛は、右の脇わき腹ばらを貫いていた。水に浸つかった事も重なり、出血が止まらない。包帯になるものはエリヤが持っているが──。

　そうだ、エリヤだ！

　怪我をしたディナ以上に水を飲んだらしく、エリヤは力なく横たわっているだけだ。

「しっかり……しっかりしろ、エリヤ！」

　呼びかけようにも、声を出すのが辛い。傷に響く。

　消え去りそうな己の意識を寄せ集め、ディナはエリヤの胴を押し、水を吐かせる。それでもまた彼は目覚めない。

　あるいはフィオレッテならこういう時にもっと適切な処置を知っているのかも知れない。だが、ディナは自らの負傷に対する手当に心当たりはあっても、倒れた他人を助ける手段は不勉強だった。

　できる事は、ひとつしか思いつかない。

　冷え切った口唇くちびると口唇くちびるを重ねる。ありったけの息い吹ぶきを、活力を、命そのものを口移しで吹ふきこむ。息に合わせ、胸を強く押す。炉ろへふいごで風を送るように、消えかけているディナ本人の命の炎ほのおがエリヤに注ぎこまれる事でむしろ勢いを取り戻していくように思えた。

「……くは……っ」

















　弱々しい呼気が、エリヤの口唇くちびるから漏れた。

「大丈夫か、エリヤ？」

「う……うぁ……うん……」

　まだ意識がはっきりしないのだろう。焦しよう点てんの合わない眼差しでディナを見上げながら、エリヤは己が口唇くちびるに触ふれた。

　不意に、ディナの頬が火ほ照てる。

　だが、羞しゆう恥ちの熱さえ今は貴重な命の証あかしだった。

「……うく……っ」

　エリヤの生存が確認できると、不意に痛みが蘇よみがえってくる。

「ディナこそ、大丈夫っ？」

　ようやく状況を理解したエリヤが、大おお慌あわてで包帯を絞り、ディナの胴に巻きつける。

「……大丈夫、とは言い切れないな。わたしも、状況も……」

　周囲を見回し、確認する。流された距離は思ったより短い。ふたりがいるのは岸ではない。藪やぶを生やした小さな中州だった。下流の流れは腰ほどまでに浅くなっており、月明かりの下で底の石が見える。

　低い灌かん木ぼくが茂しげみを成している。南──ハルクライン側の岸は切り立った崖がけだ。エリヤはもちろん、怪我をした今のディナでは登り切るのは難しい。北側はなだらかな斜面。こちらから土手に上り、橋まで戻って渡るというのが最も現実的な選せん択たくだ。

　だが、それを阻むものが接近していた。

　ずり……ずり……。

　石を踏みしめる足音と共に〈モンスター〉が川に沿って歩いていた。

　逃にげる場所などない。

　ふたりは、ただ茂みの中に身を潜ひそめるしかできなかった。

〈モンスター〉は足を止め、投光器は使わずにちかちかと光る「目」を忙せわしなく蠢かせている。

「……こっちに気づいている……のだろうな」

　無闇な悲観ではなく、そう判断するしかなかった。

　攻撃は仕し掛かけてこないが、この場から立ち去る気配もない。幸い──とは言いがたいが〈モンスター〉一体だけで他の戮機スローターが見あたらない事だけが、せめてもの好材料だった。

「渡と河かする様子はないから、水が苦手なのは事実か。だとすれば、このまま河に沿って……いや、無理か」

　既にかなりの体力を消耗しているし、大きく傷が開いている。防具を捨てたとしてもこの状態で水泳は無謀だ。下流に流されていけば、ハルクラインへの道を見失い、途中で力ちから尽つきる恐れもある。

　強引に南の崖を登るとしても〈モンスター〉の銛の射程がわからない。最悪の場合、逃げられない状態で無防備な背中を狙い撃たれる事になる。

「……結局、あの化け物を倒たおすのが唯ゆい一いつの道か……」

　ディナの結論に、しかしエリヤは身体を丸めて震ふるえているだけだった。

「どうした、エリヤ？　戦うとなれば、君の知恵が必要だ」

「……駄目だ……」

　震える声が、短く答える。

「僕ぼくは、間ま違ちがった……。〈モンスター〉はここまで追ってきたし、とんでもない武器もあった……。飛び道具を使う戮機スローターなんて……」

「間違ったのなら、それを踏まえてやり直せばいい」

「駄目だよ！　自信がない！」

　激しく頭を振ると、髪から滴しずくが飛び散る。

「……たまたま何回か的中しただけで、自分の考えが正しいなんて思いこんでた……。本当は、僕だって他のみんなと同じで、何にもわかってなかったのに……！　僕が間違ったせいで、ディナが怪我をして……」

「それは違うぞ」

「え？」

「君が間違ってわたしが傷ついたのではない。わたしたちが敗れたのだ」

「……そ、それは……」

　事実を覆くつがえさない、言葉の言いい換かえ。

　だが、その意味するところをエリヤも理解した。

「確かに判断を誤った。だが、今はそれを理解したのだろう？　間違っていた事を踏まえ、修正すればいいだけだ」

「自信がないんだってば！　もし……もし僕が間違ったら、ディナまで……死んじゃうかも知れないんだ！」

「自信がなければ行動できないのか？　では、今まで君は何の自信があって戮機スローターのスケッチを描かきためてきた？」

「え……？」

　返答に詰まる。

「だって……でも……ディナみたいに、才能に恵めぐまれて自分を信じられる人間には、強い人には……僕みたいな人間の事はわかんないよ……。やっとつかんだと思った自信が、何の役にも立たない空っぽの張りぼてだったんだから……」

「わたしは、自信を持った事などないぞ」

「え？」

　ディナの言葉は、エリヤの予想とは異なるものだった。

「自信などない。常に、もっとよい方法があるのではないかと考えていた。だから、鍛えてきたのだ。今の踏み込みは浅くなかったか、真正面ではなく左から攻せめた方がよかったか、相手は本当にただの〈ヴァイパー〉か、とな。後こう悔かいなどしょっちゅうだ。だから、わたしは失敗していないのではない。一いつ瞬しゆんごとに、犯してしまった失態を埋め合わせているのだ」

「でも……」

「本当の天才というのは、例えばツェルギオのような人間だ」

　ディナは、きっぱりと断言する。

「彼は才気に満ちあふれ、人並みの努力をせずに常人以上の成果を上げている。わたしは、他人の何倍もの修練を積んで、他人の何倍かの実績を叩たたき上げているだけ。単純な算数として、何も間違っていない」

　エリヤが頭を抱える手を強引に引きはがし、ディナが握りしめる。

　積み重ねた時間の証が確かに焼きついている手。その証明は、形こそ異なれエリヤの手にも刻まれている。

「普通のやり方では勝てないかも知れない──常にその不安があるから、普通より強い武器に走った。今回は、たまたまそれが役に立った」

「あ……」

　今まで気にした事はなかった。ディナが、主流ではない大だい剣けんを愛用する理由をエリヤは知った。

「自信を持ち、胸を張って高笑いしながら生まれてくる赤子などいない。誰もが全てを奪われた敗残兵のように、裸はだかで泣きながら生まれてくる」

　そうだ。

　誰も覚えていない。

　それでも、誰もがそこを起点とする。

「敵の武器を知らなかったゆえにわたしは負傷した。だが、死んではいない。死んでいないという事は再起できるという事だ。敵の能力を君が知ったからには、前回とは違った戦い方ができる。それでこそ、わたしと君が力を合わせる意味がある。そうではないか？」

「……うん……」

「わたしは君の剣であり、君がわたしの知恵だ。ふたりならば絶対に負けないなどという、根こん拠きよのない妄もう言げんは吐かない。現に一度敗北したのだからな。それでも、わたしたちは生きている」

「……うん……」

「最強などしょせん他人と比べての事でしかない。不敗の誇ほこりなど一度傷つけばお終しまいだ。二度と取り戻せない。けれど、わたしたちがこの胸に抱き、掲げるものは違う」

　まず己の、次にエリヤの胸を拳こぶしで叩く。

「不ふ屈くつである事は不敗よりも価値がある。わたしはそう信じている。君も、そうではないか、エリヤ・シュミッテンラウド？」

「……うん……っ！」

　我々が担っているのは自己の命だけではない。

　フィオレッテやツェルギオが砦とりでで信じて待っている。自らを信じるより、他者が寄せてくれた信しん頼らいに応える方が価値があるはずだ。

「……わかった。もう迷わない……。ううん、違う。迷うけれど、悩なやむけれど……いちばんいいと思える手立てを考えてみる」

　手に握る剣はない。意い刃じん術じゆつで戦う事もできない。

　だけど、どんな分厚い装甲も視線で射貫く。知識で切り刻む。知恵で抉り出す。

　眼差しが、思考が、研ぎ澄まされたエリヤの刃だ。

「それでいい。それでこそ、君はわたしの友だ」

　そうだ。

　もっと知りたいというのは、元より今の自分には知らない事があるからこその願いだ。最初から完全無欠の自信など抱けるはずもない。

　だったら、手持ちの材料から導き出せる最良だけがあればいい。

　エリヤは懸命に考える。

「〈モンスター〉は待ち構えていた……ように見えた。だけど、一緒にいたのは普通の〈トード〉や〈ラット〉だった」

「うむ。わたしが戦った感触としても、連中は強化されていない」

「つまり……砦を襲った集団とは別の系統なのかも知れない。少なくとも連れん携けいして待ち伏せていたとかじゃなく、偶ぐう然ぜん出会った……だけなのかも……あ、ううん。そうじゃないかも知れないけど……。いや。〈モンスター〉は今もあそこにいる……」

　喉のど元もとまでせり上がってくる不安と戦いながら、あらゆる推測を巡らせる。何度も何度も逆接の接続詞を繰くり返し、その中から手がかりを探していく。

　恐らく、やはり水に入るのは苦手。

　装甲は強固で、ディナの剣さえ容易には通じない。

　足は遅おそいけれど武器の射程は長い。一度しか見ていないから、最長到とう達たつ距きよ離りは不明。ただし、攻こう撃げきの時には装甲板が開く。

「全然確実じゃない。だけど、可能性があるとしたら……」

　たどり着いた推測を、エリヤは口にした。

「馬ば鹿かな……っ。駄目だ！　そんな作戦は駄目だ！　わたしは認めん。絶対にそんな方法は使わんぞ！」

　苦痛に顔を歪めつつ、ディナは叫さけんだ。顔に浮うかんでいる汗あせの原因は負傷か。それとも驚きよう愕がくや焦しよう燥そうか。

「じゃあ、他に方法があるの？」

「ない……ないが……しかし……」

「時間がないんでしょ？　だったら、これに賭けよう。ディナならできるって……僕は、信じてるから」

「わたしができるかではない！　君が……君こそ……」

　ディナの顔が青ざめているのは、河で奪われた体温がまだ回復しないからではない。エリヤの提案ゆえだ。その際どさを理解しながら、同時に他の手段がない事もわかってしまった。

　だからこそ、理り屈くつではなく感情で反対してしまう。

「……自信なんかないよ。だから、僕が僕を信じる代わりに、ディナが僕を信じて。そしたら、多分できる。僕も、ディナを信じるから」

「……さっきわたしが言った事だったな」

　自分でも説明できない感情を抑えこみ、ディナは答えた。

　他人に要求した事を自分が放ほう棄きする訳にはいかない。

「……わかった。では、いくぞ」

　頷きあった直後、ディナではなくエリヤが茂みの中から立ち上がった。

「わぁああああっ！」

　叫びを上げ、エリヤは飛び出す。

　右手に握った短たん剣けんを振りかざし、流れる河の水を蹴け立たてて一直線に〈モンスター〉へと向かう。

　ギギ……っ！

　短い作動音と同時に〈モンスター〉の背に蓋が開く。

　銛の発射機が迫り出し──即そく座ざに撃たれる。

　元々体力も技術もない。足場も最悪だ。

　ほとんど回かい避ひらしい回避をしないエリヤの腹に、銛が突き刺さった。

　短剣が、河に落ちる。

　その瞬間、続いてディナが躍おどり出でる。

　鋼線を握ってうずくまるエリヤを追おい越し、一気に〈モンスター〉と触れあう距離まで肉にく薄はくする。

　最初の攻撃で、奴やつは一発しか銛を撃たなかった。

　エリヤはまだ無傷にも拘かかわらず、だ。

　それは奴の武器──少なくとも射程の長い飛び道具が、あの銛一本だけだからではないのか？

　ふたつ以上の標的を続けざまに狙う事はできず、一回ごとに巻まき戻してやり直すしか手がないのではないか？

　投光器でこちらを照らしたのは、人間と同じように見て標的を確かめているからではないのか？

　こちらの存在を認識しているはずなのに藪の中に銛を撃ちこまなかったのも、手段が限られているからこそ、はっきりと視認できない状態では攻撃しなかったのではないか？

　更に使用時以外収納しているのは、そこが弱点だからではないのか？

　殻からのように被かぶっている装甲は頑がん丈じようでも、それ以外の部分は並の戮機スローターと大差ないのかも知れない。

　エリヤが導き出した予想。

　そして、その推察に基づいた戦術。

　エリヤ自身が囮おとりになって銛を使わせ、回収する前にディナが接近して開いた蓋の中を攻撃する。

　ディナが先に出て攻撃を受け止めても、エリヤには〈モンスター〉に対たい抗こうする手段がない。

　だから、この分担がたったひとつの選せん択たく肢し。

　ギチッ！

　奇き怪かいな作動音を上げ、装甲の下か端たんが開く。

　鋼の爪つめを備えた腕が、ディナを迎むかえ撃ち、つかみ取るべく伸のびる。

　だが、それも予想済みだ。

　あれだけの巨体だ。武器がひとつだけとは限らない。水に入れないから銛を発射しただけで、接近戦用の他の攻撃手段も収納している可能性はエリヤが指し摘てきしていた。

　内側に折りたたむために腕は細く、関節構造が剥むき出しだ。

　すれ違いざまに大剣で叩き伏ふせる。

　二本同時には無理だ。

　左腕はへし折ったが、右に脚あしをつかまれる。爪が、太ふと股ももに食いこむ。

　濡れたままの白い肌はだの上に、赤い鮮血が滲にじみ流れる。

　しかし、その一本だけではディナの勢いを、意志を止める事などできない。

「うぉおぁあああああああああっ！」

　獣けものじみた雄お叫たけびを上げ、ディナは剣けんの切っ先を正面に向けて直進する。

　加速に負けた〈モンスター〉の腕が関節で引きちぎれ、バネや歯車が飛び散る。

　ジジジジッ！

　銛が巻き取られる。

　それでも、エリヤは自らを突き刺した凶きよう器きを手放さない。

　標的をより傷つけるためのかえしが、人間ひとり分の負荷が〈モンスター〉の意図を阻害する。エリヤ自身が邪じや魔まになり、銛を巻き戻す事ができない。

「……さない……絶……対に……放すもんか……っ！」

　絶えだえの息に、決意の宣言が混じる。

　小さな身体が河原を転がり、跳ね上げられ、それでも鋼線は戻らない。

　背の蓋が閉じようとするが、発射筒と鋼線そのものに阻はばまれる。ぱたぱたと無む駄だな動きを繰り返す。

　相手は戮機スローターだ。

　構造の問題で動作が実行不能、完かん了りよう困難になっただけに過ぎない。

　だが、まるで恐きよう慌こうに陥おちいった生き物のようだとディナは思った。

　敵が混乱しているのなら──それは勝機だ。

　爪を立てた金属の腕を引きずったまま張りつき、這い上がり、発射筒と蓋の隙すき間まに大剣を強引に差し入れる。断続的な抵てい抗こうをディナの手に伝えながら、剣は柄つかの間際まで突き刺さった。

〈モンスター〉の身体が細かく震える。

　捻ひねり、抉りながら剣を引ひき抜き、今度は「腕」を出した部分に斬りかかる。

　途と中ちゆうで折れて変形したせいで、ここも完全に蓋を閉じられない。

　剣を叩きつけ、蓋そのものを落とし、開口部に刃をこじ入れる。

　ガガ、ガギガガ、ギギギリギリギリ！

〈モンスター〉の振動が激しさを増し、不規則になる。六本の脚が同調せず、それぞれ勝手な方向へ動いている。

　まだだ。

　確実に、完全に、仕留める。

　最上段からの振り下ろしで銛に繋がる鋼線を切断する。勢い余って剣が手からすっぽ抜ける。出血で握あく力りよくが落ちていた。愛剣が河原に転がる。

　だが、構わない。

　ディナは背後に回って〈モンスター〉に体当たりした。不安定な脚が速度を与えられ、跳ねるように河へと向かう。

「だぁああああっ！」

　叫びながら、もう一度全身でぶち当たる。

〈モンスター〉が半回転し、河に落ちた。

　水柱が高く上がり、弾け飛んだ水すい滴てきが月光にきらめく。

　曲面の装甲はそのまま転がり、横よこ倒だおしになった半身が水に浸ひたる。

　雷らい鳴めいめいた音が鳴なり響き、機体から火花が飛び散る。

　脚がでたらめな方向に動き回る。

　それが続いたのは、ほんの数秒。すぐに完全に機能停止する。

　強固な装甲を持つ未知の機体であっても、戮機スローターである限りは全身が浸るほどの水には弱い。可動のための構造上の隙間がある以上、完全な防水は不可能のはず──エリヤの推測は正しかった。

　一度の誤りで全否定する必要などない。正確な部分を活かし、過あやまちを修正し、観察と判断を意志と行動で裏付ければ強敵にも伍ごしていける。

「……そうだ、エリヤ……っ？」

　戦っている最中は高こう揚ようで耐えても、ディナ本人が重傷だ。拾い上げた剣を杖つえのように使って、うずくまって動かないエリヤに歩み寄る。

「大丈夫か？　しっかりしろ！」

　大だい丈じよう夫ぶなはずがない。腹に、銛が突き刺さっているのだ。脇腹を抉られただけの自分がこれほど苦しいのだから、胴を貫かれたエリヤはどれほどの痛みか。

　脚に食いこんだままの鉄の腕を強引に引きはがし、投げ捨てる。血が流れ出る脈動の感覚が脚から全身へと広がっていく。刺さった刃を乱暴に抜くのは禁物だ。かえって傷口を広げる事になる。

　だが、歩みを止めようとする重さをディナは疎うとんだ。

「……だい、じょうぶ……生き……るよ……」

　生きている。

　生きてはいる。

　ただ生きているだけというほどの弱々しい声だった。

「……帰るぞ……一いつ緒しよに、ハルクラインに帰らねば……」

　一度でも跪ひざまずくと二度と立ち上がれないような気がして、剣を突いたままディナは力ちから尽ずくでエリヤを引き上げた。肩かたを貸す形で、どうにか華奢な身体を支える。

「……僕を……置いていって……」

　頬ほおが触れあうほどの位置だから、エリヤの消え入りそうな声でも辛かろうじてディナの耳に届いた。

「何を、言う。弱気は、やめろ。たとえ本人の意思であっても、死にそうな人間を見捨てるのは、わたしの性分ではない」

　答える声に力を込める。

　それでも、ディナ本来の強さはない。絞り出すような響きだった。

　ふらつきながら、懸命に一歩ずつ前進する。

　思えば、単なる学友を超こえて友となったきっかけもこれに似ていた。ふらふらのエリヤを、やはり万全とは言い難いディナが肩で支え、夜空の下を歩いた。

　今は、あの時の単なる空腹とは比ひ較かくにならない負傷だが。

「……ディナも……怪け我がしてる……。砦、みんな……待ってる……。僕を置いていけば……街まで、早く……戻れる……だから……」

　作戦を立てた時点で宣言していた事だった。

　囮になるエリヤは無事では済まない。落命も充じゆう分ぶんあり得る。その時は、ディナだけでもハルクラインに帰還するべきだ、と。

「言った……はず。わたしは……口下手なのだ。変種新種の戮機スローターの事は、エリヤから、皆みなに説明してもらわねば困る」

　萎なえかける気力を振り絞って、自分でも上出来とは思えない冗じよう談だんを飛ばす。緩ゆるやかな土手の斜面が、絶望的な高さでそびえる垂すい壁へきのように感じられた。自分の身体がこれほど重く、鈍にぶく、邪魔なものだという事をディナは今まで知らなかった。

　エリヤから返事がないのは納得したからか。それとも言い返すだけの体力がもう残っていないからか。

　血と一緒に活力が流出していく。鉄てつ錆さびの不快な臭においは傷口から漂ただよい鼻を侵しん食しよくしているのか、体内から這い上がって染み出しているのか、もう区別がつかない。身体がべたつくのは己の血か。エリヤの血か。

「……動け……！　進め……っ！」

　体力の無駄だと理性は命じているが、声を出して己を鼓こ舞ぶせずにはいられない。

　脚のふらつきで橋が大きく揺れるが、どうにか渡り終える。

　エリヤに言ったのと同じだ。

　この怪我で確実に帰り着ける自信などない。

　だが、何年も費やして鍛え続けた肉体だ。

　踏みこむ脚も、剣を振るう腕も、戦い続ける肺も心臓も。

　わたしの期待に応えてくれ。

　注いだ時間を裏切らないでくれ。

　自分自身と彼を、ハルクラインに送り届けるまで力尽きないでくれ。

　学がく猟りよう生せいとしてのディナは惜しんだ。

　エリヤ・シュミッテンラウドの知識を、思考を。

　この生き方を、生き様を喪そう失しつしてはならない。

　戮機スローターとの戦いの中で他に代え難いエリヤの資質を、努力を、重ねてきた時間を、このまま泡ほう沫まつに終わらせてはいけない。

　そしてそれ以上に、ひとりの人間としてディナエリーン・プリス・ヒュンゲンバウムは祈いのった。

　神がもし存在するのなら守り、救ってくれ。

　わたしの、大切な友を。

　この生命を──不器用だけど誠実な魂たましいを、はにかんだ俯うつむき加減の笑顔を、好きな事を語る時の熱っぽい口調を、わたしの前から奪わないでくれ。

〈モンスター〉を倒してからどれだけの距離を歩いたのか。さっきエリヤと言葉を交わしてからどれくらいの時間が経ったのか。もう正しく判断できない。視界が白くぼやける。意識が、霞かすむ。

「……まだ、だ……。わたしは、負けない。生き抜いてやる……っ！　彼を、生きて連れ帰ってやる！」

　右みぎ肩かたにかかるエリヤの身体が重い。

　あんなに小こ柄がらなのに。痩やせて貧弱なのに。

　それでも、この重さの価値をディナは知っている。

　他の誰でもない。自分が今、これを担っている事を喜びにさえ感じる。肩に食いこみ、脚に響く負担そのものが、ディナを進ませる力に変わる。

　さっきから──その「さっき」が「いつ」なのかさえ覚束ないが──エリヤの反応はない。息づかいも感じられない。ディナ自身の目も、耳も、刺激を敏びん感かんに捕とらえられなくなっている。

　それでも、進め。

　進まなくてはならないのだ。

　己への激げき励れいさえ既に口を出ない。

　言葉を結ばずに血混じりの生温い吐と息いきとして漏れ出るだけだ。

　歯を食いしばり、失った血の代わりに不屈の誇りと無形の意志を強引に血管へ流しこみ、脚を駆動する。

　不意に、身体が何かに遮さえぎられる。

　進もうとしているのに何かが全身を束そく縛ばくして動けない。

　耳の奥おくで、ざーっと雑音が渦巻いている。

　駄だ目めか。

　ここでお終いなのか。

　とうとう死神が自分を捕らえたのか。

　エリヤ、エリヤ、起きてくれ。せめてお前だけでも生き延びろ。ハルクラインに警告を伝えろ。フィオレッテたちに助けを送ってくれ。

「おい！　大丈夫か？　何があった？」

　混じり合いぼやける音の中で、辛うじてその叫びが鼓こ膜まくを揺らした。

　ディナの身体を押さえているのは死神ではなかった。既にハルクラインは目前で、通りかかった者が倒れそうな彼かの女じよを支えていたのだ。

　不意に、肩から重さが消える。

「こっちも、まだ息があるぞ！」

　誰かが、エリヤを受け取ったのだ。

　安あん堵どが、ディナの意識を賦ふ活かつする。

「……デュバーレイ砦だ……。今までにない、重じゆう装そう甲こうの戮機スローター……。第一七学舎の学生が……。詳くわしくは、連れから訊きいてくれ」

　最低限言わねばならない事を一気に吐き出すと、ディナは全身の力を抜いて支える誰かに体重を預けた。

　薄うすれゆく意識の中で最後に気づいたのは、己の視界が白く霞んでいるのではなく、既に空が白んでいるという単純な事実だった。








　　　終章





「ツェルギオ・テオ・メルクタウル」

「はい！」

　再興学舎の講堂──自治会長フィオレッテの静かな声に指名され、居並ぶ列の中から金きん髪ぱつが進み出る。

「デュバーレイ砦において救出部隊の到とう着ちやくまで皆を統率し、その命を救った功績に対し、エストワルト議ぎ国こく国家再興庁より一級銀星章が授じゆ与よされます」

「光栄です。まあ、僕の立場を考えると多少心苦しくもありますが」

　言葉とは裏腹に、端たん正せいな顔は誇らしげに緩んでいる。

「堂々と胸を張るべきだと思いますわ。これは親子の情実とは無関係に、あなたが実際に成なし遂とげた事への正当な評価なのですから」

　微笑ほほえみながらツェルギオに勲くん章しようを手て渡わたすフィオレッテの胸にも、同じ銀色の星が輝かがやいている。

　一級銀星章は国土再興、特に戮機スローター駆く除じよにおいて特筆すべき功績を残した者に与えられる勲章だ。大戦中は大規模な作戦に参加して戦果を上げた者が対象となり、戦後は一〇年現役を務めた猟士イエーガーなどに与えられている。

　この若さで受じゆ勲くんしたのは、恐おそらく議ぎ国こくの歴史でも彼らが初めてだろう。

　学生たちから、惜しみない拍はく手しゆが送られた。

　その中にはユーノやジーグ、それに負傷が癒いえないために松まつ葉ば杖づえを使っているグレンゼルの姿もあった。彼らに授与されたのは一ランク落ちる二級銀星功労章。それでも普ふ通つう学生には与えられない価値ある勲章である事は変わりない。

　デュバーレイ砦の状じよう況きよう、さらに過去に例のない戮機スローターについて報告を受けた市当局の対応は素早かった。即座に攻こう撃げき力りよく重視の猟士イエーガーを集められるだけ集めて救出部隊を編成し、騎き馬ばで現場に急行させたのである。

　砦に残った者も、無む為いに震えてはいなかった。

　意い刃じん術じゆつの使いすぎで一度は気を失ったツェルギオだが、目覚めてすぐにフィオレッテと協力して尽つくせる限りの手を尽くした。

〈アーマーモール〉がいる以上、壁だけでは守りとして頼りにならない。最速で一日、長くても三日か四日。それだけ持ちこたえられればいい──そう判断したツェルギオは乏とぼしい水や食料を抱かかえて、狭せまい見張り塔とう最上部に全員で立てこもったのである。

　自分たちも深く追い詰つめられる形になるが、敵が侵しん攻こうしてくる道筋も一本に限られる。数に差があるのなら戦場を狭く限定し、一度に投入できる数を限定してしまった方がまだしも戦いようがあるし、助けもすぐに見つけられる。

　砦内からかき集められるだけかき集めたものを一階に積み重ねて即そく席せきの防ぼう壁へきとし、昇ってくる敵がいれば途中の踊おどり場ばで迎げい撃げきする事にしたのだ。

「まあ、籠ろう城じよう中に僕が──僕らが倒せたのは、バリケードの隙間をかいくぐって昇ってきた〈ファングスネーク〉一体だけなんだけど、それでも意義ある戦いだったよ。新型は手強いが、よく考えて工夫すれば勝てない相手じゃないんだ！　亡くなった皆の犠ぎ牲せいを無駄にしないためにも、僕らは戦い続けなければならない！」

　最後の方はフィオレッテに答えるというより、学舎生たちへ向けた演説になっていた。拳を固めて高らかに言い放つツェルギオに、拍手の音量が増す。称しよう賛さんと賛同を浴びながら、ツェルギオは優ゆう雅がな足取りで列へと戻もどっていった。

「では……」

　フィオレッテが目を伏せ、息を継ぐ。

　講堂内が厳げん粛しゆくな静せい寂じやくに包まれる。

「エリヤ・シュミッテンラウド、ディナエリーン・プリス・ヒュンゲンバウム。おふたりとも、前へ」

　読み上げられた名前に、ツェルギオの時に数倍する拍手が広がる。

　ディナは胸を張って堂々と、エリヤはやはりやや猫ねこ背ぜ気味の怯おびえたような姿勢で、それでも肩を並べた同じ歩調でフィオレッテの前に進み出た。

　ふたりともまだ全身に包帯が残っていた。それでも、自力で歩ける程度には立ち直っている。というよりも、ふたりの回復を待って表ひよう彰しよう式しきが挙行されたのだが。

「極めて危険な任務を果たし、今後の戮機スローター対策に大きな貢こう献けんとなる情報をもたらしてくれた両名には、特に黄金輝き星せい殊勲章が授与されます」

「謹つつしんで、受領する」

「ど、どうも……」

　すっと背を伸ばし完かん璧ぺきな礼れい儀ぎ作法に沿った動きで受け取るディナをちらちらと横目で見ながら、エリヤもそれを真似ようとする。ただ、元々の姿勢が悪いせいで今ひとつ様になっていない。

　ツェルギオたちが受けたのより、さらに二ランクも上の勲章だった。単に狩かった数や務め上げた年数だけではない。極めて特異な功績を讃たたえる黄金の星だ。

　過去の記録にはない新たな戮機スローターの特異な性質を正確に報告し、有効な対策を考案したエリヤと、それを実戦で確かめたディナへの評価である。

「それと、これは第一七再興学舎自治会長であるわたくしから」

　さらに暖かな微び笑しようを浮かべ、フィオレッテは小さなプレートをエリヤにだけ手渡した。

「……あの……これは？」

「従来の区分では学猟生は戦士か術士のいずれかに分類され、その基準で評価されます。ですから、術士でないあなたはこれまで極めて戦果の乏しい戦士としてしか扱あつかわれませんでした。しかし、今回の一件で剣を振るうのでも意い刃じん術じゆつを用いるのでもない『あなたの戦い方』に意義も価値もある事が確認されました」

　表ひよう彰しようどころか、人前に呼び出されるのさえエリヤには不慣れな事だ。まして、こうしてはっきりと高評されるなど。

　真っ赤な顔で、何も答えられないまま緊きん張ちように身体を固めている。

「わたくしはあなたのために新たな役職、称しよう号ごうが必要と考え、学舎教師会を通じて市議会に、さらに議ぎ国こく政庁に申しん請せいしました。その意見が認められた証あかしが、これです」

　学舎生たちがどよめく中、エリヤはまだ信じられない風情できょとんとフィオレッテを見つめている。

















「知ち士し──それが、あなたに与えられた肩かた書がきです。これは、それを示す徽き章しようですわ」

「え……。で、でも……」

「受け取れ。エリヤ」

　戸と惑まどう少年の背を、ディナがそっと押す。

「遠えん慮りよする必要などない。君が積み重ねてきた事、成し遂げた事への正当な評価なのだ。それを拒きよ否ひする事は、君による君自身への評価が不当であるばかりでなく、それを認めてくれた相手をも軽視する事になる」

「そ、それじゃ……ありがたく頂ちよう戴だいします……」

　はにかみながら手を伸ばし、知士と刻まれた小さな四角いプレートをそっとつかみ取る。

「もちろん知士を育成するための手法はありませんので、あなたはこれまで通りの教育を受ける事になります。むしろ、あなたが後進の指導のために資料やご自分の体験をまとめ、提案してください」

　過去に記録のない戮機スローターが出現した以上、これまで蓄ちく積せきされてきた知識だけでは対応できない。新種を研究し、分ぶん析せきし、対策を考える者が必要になる。エリヤひとりだけではなく他にも知士がいれば多角的な分析も可能になるし、各地で集めた資料を総合して地域差も調べられる。

　現時点ではデュバーレイ近辺で目もく撃げきされただけだが、新型が出現した時期を調査すれば、今までは不明だった「戮機スローターの本ほん拠きよ」「移動工廠」を探す事もできるかも知れないのだ。

　既すでに新型出現の報告書はエストワルト国内の各所各機関だけでなく、フィオレッテの提案によって近きん隣りん各国にも送られている。

　もちろん、エリヤ・シュミッテンラウドの名を添えて。

「……っていうか、あいつツイてただけなんじゃないか？　実際、戦ったわけじゃないし。俺おれだって最初に怪我しなきゃ、新型の一機や二機……」

　拍手に紛まぎれて小声で吐き捨すてたのはグレンゼルだった。完全に同意という訳でもないだろうが、隣となりのジーグも苦笑いを浮かべている。

「ふたりとも、いい加減素直に認めたらどうだい？　実際、彼かれがいなければ僕たちはこうして表彰される事もなかったんだ」

　まだ不満げな顔のグレンゼルの肩をぽんと叩き、ツェルギオは──呼ばれてもいないのに──前に進み出た。

「おめでとう、エリヤくん。君と一緒に戦い、学べる事を僕は誇りに感じているよ」

「は、はあ……どうも……」

　砦での恐慌や落ち込みが嘘うそのような自信満々のツェルギオに、エリヤは苦笑しながらひょこんと頭を下げるしかない。

「そうだ！　知士という新たな区分が生まれたのなら、僕は知士にもなろう！　うん、なるべきだ！」

「……は……？」

　胸を張って高らかに宣言するツェルギオに、エリヤは目を丸くした。

「戦士と術士の才能は開花した。ただ、知士という分野がこれまで存在していなかったから、僕は自分の天才に気づく機会がなかっただけなんだ！　そう、剣においてディナがライバルであるように、知識と思考においては君こそが僕の好敵手にふさわしいよ。はははははっ！」

　砦で震えていたのはどこへやら。もう完全に立ち直っているのはタフというべきか図太いというべきか。

「エリヤくん。このツェルギオ・テオ・メルクタウルと共に研けん鑽さんし、新たな時代を切り開き、人の命と祖国を守るために互いの才を活いかしていこう！」

「才とか……新しい時代とか……そういうんじゃなくて……僕は、ただ、自分が好きな事をやってきただけだから……。称号とか、世間に認められるとか、そんな事考えた事もなかったし……」

　ツェルギオが差さし伸べた手に戸惑いつつ小さく呟つぶやくエリヤの肩に、ディナがそっと右手を乗せる。エリヤの身体から、緊張がすっと抜ける。

　言葉は交わさなくてもわかる。

　状況や周囲の評価が変わっても、エリヤ自身の本質が変化したわけではない。

　ディナは友として理解している。

　ディナが理解している事を、エリヤは理解している。

　それこそがどんな称賛よりも勲章よりも、強く輝く誇りだった。

　胸の上ではなく、その内側に。

「そうだ。まだ約束が残っていたな」

「え……？」

　彼女にしては珍めずらしい微笑み混じりの小さな声でそっと耳打ちされ、エリヤは小首を傾かしげた。

　生きて帰るという誓ちかいは既に果たされた。だからこそ、こうしてこの場に立っているのだし。

「君の手料理を馳ち走そうになるという件、あれがまだだ。わたしは、約束が果たされないというのは我が慢まんできないからな。よろしく頼たのむぞ」

「……うん」

　知士でも戦士でも、英えい雄ゆうでもない。

　ただの信じ合える友として交わされた言葉は、続く拍手の渦うずに紛れて、当のふたり以外の耳には聞こえていなかった。





（終）








　　　あとがき





　それは二〇〇九年某月某日、打ち合わせのためＨＪ文庫編集部を訪ねた時の事でした。

「どうでしょう、担当さん。やっぱり現代学園モノで、ちょっとえっちなラブコメとかがいいんでしょうかねぇ？」

「いえ、ファンタジーで行きましょう！　ライトノベル草そう創そう期きのような、剣を握にぎって怪物と戦う奴を。もちろん当時そのまま路線ではなく、今の読者に向けたものとして」

　こうして生まれたのが本作です。思えば『強い女性と、普通の意味での武ぶ力りよくに乏とぼしい男性のファンタジー』というのは私にとって原点回帰でもあります。

　で、イラスト人じん選せんのためのイメージ確認の都合もあり、三章の前半くらいまで書き進めたところで一度原稿を送ったのですが……。

「イラストレーターが決定しました。これがキャラクターと戮機スローターのラフデザインです。原稿の続きを早くお願いします」

　とんとん拍びよう子しに話が進むのは歓迎ですが、これまた予想外のスピード。尻に火がついたかと思った次の瞬間には、もう脳のう天てんまで燃え上がってるような状態です。おかげで私の方は絵からディテールを本文に取り入れたりできたのですけれど、逆に有あり坂さかさんには既にデザインがまとまっているキャラについて後から設定が大幅に変更されたりと、二に度ど手で間まを取らせてしまう事になりました。申し訳ありません。

　ちなみにゲラが届いたのが一二月三〇日、チェックして編集部に送り返したのが一月二日の未明です。何しろ四日必着。お正月って何ですか？　見つけにくいものですか？

　もちろんこのあとがきもページ数決定の電話が一月某日の夕方、締め切りが日付が変わるまでという超ステキなスケジュールですよ、わはははは。

　このようにタイトな日程の中で美び麗れいなイラストを仕上げてくださった有坂あこさんはもちろん、そもそものきっかけを作ってくれた担当さん、校正印刷流通に携たずさわる皆様にはお礼の言葉もありません。ありがとうございます。

　もちろん最大の感謝を読んでいただいた貴方に。まだ始まったばかりのディナとエリヤの物語のこれからはひとえに皆様のご支援次第。よろしくお願いします。



二〇一〇年一月　　葛か西さい　伸しん哉や　
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